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１．本書は新潟県新津市大字大蔵字川端725-3他に所在する中谷内（なかやち）遺跡及び新潟県新津市大字

七日町字沖ノ羽3268-'他に所在する沖ノ羽（おきのは）遺跡及び新潟県新津市大字飯柳字池畑1108-l他

に所在する細池寺道上（ほそいけてらみちうえ）遺跡の発掘調査報告書である。

新津市教育委員会は過去に同名の遺跡を調査したおり報告書名に一連の番号をつけている。今回の報

告書は『中谷内遺跡Ⅲ・沖ノ羽遺跡Ⅱ．細池寺道上遺跡発掘調査報告書』とした。

2．発掘調査は平成16年度東北電力西新潟線鉄塔建替工事に伴い、新津市教育委員会から委託を受け、㈱

シン技術コンサルが事業主体となり発掘調査を実施した。調査に係る費用は東北電力㈱が負担した。

3．平成１５年度に発掘調査及び報告書作成に係る整理作業と報告書刊行を行った。発掘調査と整理作業の

体制は第Ⅲ章に記した。

4．出土遺物・調査記録は新津市教育委員会が一括して保管している。

5．本書の編集は、北村淳（㈱シン技術コンサル）が行い、菊池康一郎（㈱シン技術コンサル）が補佐

した。執筆は第Ｉ章・第Ⅲ章1節を新津市教育委員会事務局、第Ⅵ章は「仏鉢形土器」以外を菊池が、

第Ⅳ章5節・第Ⅵ章5節を㈱古環境研究所が、その他を北村が行った。

6．本書で用いた写真は、遺跡写真は北村・菊池が撮影し、遺物写真は「たつみ写真スタジオ」が撮影し

たものである。ただし、写真図版lは国土地理院が撮影したもの、写真図版２．３は㈱オリスが撮影した

ものを使用した。

7．本書で示す方位は全て真北であるが、図版２「新津町外二ケ村開田耕地整理組合現形図」（新津東土地

改良区蔵）のみ正確さを欠いている。

8．調査の作成にあたり遺物について以下の方に御助言・御指導を賜った。（所属・敬称略、五十音順）

相沢央（墨書土器鑑定)、石沢進（種子同定)、唐津至朗（仏鉢形土器)、水本和美（陶磁器鑑定）

9．調査から本書の作成に至るまで下記の方々・機関より御指導・御協力を賜った。ここに記して厚く御

礼申し上げる。（所属・敬称略、五十音順）

相沢央・諌山えりか・石沢進・伊藤秀和・尾崎高宏・春日真実・加藤学・唐津至朗・北村亮・

笹沢正史・水津幸一・水本和美・吉井雅勇

新潟県教育庁文化行政課．（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団・新津東土地改良区・東北電力㈱

凡 例

１．本書は本文・別表と巻末図版（図版・写真図版）からなる。

2．本書の註は層序及び自然科学分析以外は各節の末尾に記した。引用・参考文献は著者と発行年〔〕

に示し、巻末に一括して掲載した。

3．土層の土色観察は『新版標準士色帖』〔農林水産省農林水産技術会議事務局＝監修1967〕を用いた。

4．土器実測図の断面表現は種別で区別した。黒塗りは須恵器で、それ以外は白抜きである。黒色土器の

黒色処理部・煤付着、転用硯墨付着、擦面はスクリーントーンで示した。

5．遺物実測図で全周の1/１２以下のような遺存率の低いものについては中軸線の両側に空白を作って区別

した。

6．本書に掲載した時代区分は古墳時代、古代、近世と記述している。古代については平安時代にほぼ限

定できる。
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安時代土器重量分布図 (1400)

図版26 細池寺道上遺跡3区遺構平面図 (/80)、トレンチ平面図 (1/80)

図版27 細池寺道上遺跡出土遺物 1 1区SD2、2区SD1.3・河上層・下層(1)

図版28 細池寺道上遺跡出土遺物2 2区河下層(2)、確認・試掘調査、 3区SD2・河(1)

図版29 細池寺道上遺跡出土遺物3 3区河ω
図版30 細池寺道上遺跡出土遺物4 3区河侶)

図版31 細池寺道上遺跡出土遺物5 3区河(4)

図版32 細池寺道上遺跡出土遺物6 3区河(5)

図版33 細池寺道上遺跡、出土遺物7 3区河(6)、2区河下層木製品



写真図版1

写真図版2

写真図版3

写真図版4

写真図版5

写真図版6

写真図版7

写真図版目次

中谷内・沖ノ羽・細池寺道上遺跡周辺空中写真(国土地理院1963年撮影)

中谷内・沖ノ羽遺跡空中写真

細池寺道上遺跡空中写真

中谷内・沖ノ羽遺跡全景、細池寺道上遺跡l区全景

細池寺道上遺跡出土土師器・黒色土器・須恵器

中谷内遺跡l区調査前状況・北壁土層断面・Pit5・SD1'SD2

中谷内遺跡2区調査前状況・西壁土層断面・SK1・SK2・SK3・SK4 

写真図版8 中谷内遺跡3区調査前状況・北壁土層断面・ SK1.Pit3・4・SD1 ・SD2. S D3 

写真図版9 中谷内遺跡、古墳時代3区SK1、l区SD1、2区SK2. S K3' S K4、3区SD1.包含層出土遺物

写真図版10 中谷内遺跡2区包含層出土遺物

写真図版11 中谷内遺跡3区古墳時代包含層、 SK4. S D1. S D2. S D3' Pi t4出土遺物

写真図版12 中谷内遺跡3区包含層、確認・試掘調査、沖ノ羽遺跡包含層、確認・試掘調査出土遺物

写真図版13 沖ノ羽遺跡調査前状況・東壁土層断面・SX1.SK1.SD1

写真図版14 細池寺道上遺跡l区調査前状況・北壁土層断面・ SD2. S K1・河l・2

写真図版15 細池寺道上遺跡2区調査前状況・北壁土層断面・ SK1. S D3・河

写真図版16 細池寺道上遺跡3区調査前状況・東壁土層断面・ SD3・河

写真図版17 細池寺道上遺跡l区SD2、2区SD1 ・SD3・河上層・下層、確認・試掘調査出土遺物

写真図版18 細池寺道上遺跡3区SD3、河出土遺物(1)

写真図版19 細池寺道上遺跡3区河出土遺物ω
写真図版20 細池寺道上遺跡3区河出土遺物(3)

写真図版21 細池寺道上遺跡3区河出土遺物(4)、転用硯・墨書土器

写真図版22 細池寺道上遺跡3区河出土遺物(司、 2区河下層木製品・種子

写真図版23 細池寺道上遺跡3区河出土食膳具

写真図版24 細池寺道上遺跡3区河出土食膳具底部
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第Ｉ章発掘調査に至る経緯

平成１３年８月、新津市内における東北電力鉄塔拡幅工事の計画が、東北電力㈱からの連絡で知らされた。

事業内容を確認した所、内容は既存の鉄塔を拡幅すること、地点は現在、圃場整備事業が行われている満

日地区・両新地区の2地区であった。新津市生涯学習課（以下、市とする）では当該地が周知の遺跡である

中谷内・沖ノ羽・大下・細池寺道上遺跡内と隣接地であることから、確認・試掘調査の必要性がある旨説

明した。その結果、平成１４年度の稲刈り後に確認・試掘調査を実施することで合意した。

事前協議の結果を受けて、平成１４年８月27日付文化財保護法第57条の2第１項の規定に基づく発掘調査の届

出が東北電力㈱から新潟県教育委員会教育長宛提出された。市では埋蔵文化財発掘調査の報告を平成14年

１０月15日付で県教育委員会教育長宛に提出し、確認・試掘調査に着手した。調査期間は１０月１６日～１０月２４

日までの実質5日間、調査面積は86.4㎡（1.2ｍ×3ｍ×24か所）である。２４か所設定したトレンチのうち１１

か所から比較的良好な状況で遺構・遺物が検出された。

遺跡の取扱いについて県教育庁文化行政課・東北電力㈱と市の3者で協議を重ね、鉄塔新設箇所1基と鉄

塔拡幅箇所6基の計7か所（計855.74㎡）について開発前に本発掘調査を実施すること、発掘調査にかかる

経費は東北電力㈱が負担することで合意した。

その後平成１５年７月に再協議の結果、調査内容が鉄塔新設箇所3基と鉄塔拡幅箇所4基の計7か所（計

913.68㎡）に変更になった。

東北電力㈱からは、平成16年度に工事を着手したいので、平成１５年度中に本発掘調査を実施してもらい

たい旨、要望があった。市では圃場整備事業など大規模な開発に伴う調査の予定が数年先まで入っており、

直営で本発掘調査を行うには困難な状況であったため、民間調査会社に委託して実施することを提案し了

承された。

中谷内遺跡1区表土除去状況 発掘調査風景

発掘調査風殿 発掘調査風景

１
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第Ⅱ章遺跡の位置と環境

１遺跡の位置と地理的環境(第１図､図版１．２）

新津市は越後平野のほぼ中央に位置し、新津丘陵を中心として東に阿賀野川、西に信濃川が北流する。

新津市域の地形は丘陵とその縁辺の段丘、沖積地からなっている。南南西一北北東に走る新津丘陵は加茂

川を南限に標高278ｍの高立山が最も高く、北に行くに従い標高を下げて北端では70～80ｍとなり、その

周囲に段丘が標高１０～70ｍ間に4段見られる。沖積地は信濃川・阿賀野川の二大河川により形成され、自

然堤防や旧河道・後背湿地・三角州などの地形が見られる。阿賀野川が流路を東遷させてきた結果、新津

市域では新津丘陵北端～小阿賀野川間に自然堤防が形成され、現在起伏の極少ない微高地として断続的に

存在している。

加治川が阿賀野川に、阿賀野川が新潟港で信濃川に合流していたため、平野部は度々水害に見舞われて

いた。そこで享保15年（1730）新発田藩が松ヶ崎放水路を開削し、現在の阿賀野川の河口となった。阿賀

野川には五泉市域を北流してきた早出川が下新付近で合流しており、七日町付近では阿賀野川から分岐し

た小阿賀野川が西流し覚路津付近で信濃川に合流する。新津丘陵東縁を北流する能代川は太平洋戦争後に

水害対策の河川改修が行われた。これにより村松町千原～新津市大関間の蛇行部分が直線化され、新津市

街地を貫流していた本来の流路から東方に分流が作られ、現在新津川・能代川となっている。能代川と新

津川は下興野付近で再び合流し、荻島付近で小阿賀野川に注いでいる。

中谷内遺跡は北を中蒲原郡横越町に接し、能代川と小阿賀野川の合流地点に位置する。現在の標高は3.9

～4.6ｍで、能代川の形成した起伏の小さい自然堤防東端にある。

現在の遺跡周辺は一面の水田地帯だが、これらの大半は昭和15年頃の耕地整理によって形成されたもの

である。昭和１５年頃の「新津町東部整理組合現景図」によると、それ以前において遺跡周辺は畑地が大部

分を占めている。その景観は、低地は方形区画の水田に、微高地は畑地に、微高地縁辺は水田と畑地が混

在するという様子である。このような景観は阿賀野川上流左岸に位置する新津市細池遺跡周辺の旧景観と

も類似する〔小池ほか1994、立木ほか'998〕。

２周辺の遺跡(第２図､第１表､図版3.4）

時代別の遺跡の分布は旧石器・縄文・弥生時代では丘陵・段丘上に集中し、古墳時代には丘陵や段丘の

縁辺部や平野部微高地、奈良・平安時代になるとさらに平野部微高地に分布が見られるようになる。具体

的には古代までは丘陵上に弥生時代後期の環濠集落・円墳などが展開し、丘陵裾部には奈良・平安時代の

製鉄・須恵器（土師器）窯などの生産遺跡が集中している。

旧石器時代の遺跡当該期の遺跡は、風化火山灰層（ローム層）を上部に含む矢代田層・蒲ケ沢層に

より形成された新津丘陵周辺に分布する。八幡山遺跡第３次調査〔川上1994〕や草水町2丁目窯跡でナイフ

形石器・石刃などが散発的に出土している。

縄文時代の遺跡市内で20遣跡が確認されている。時期としては中期～後期が主体で、標高１０～30ｍの

２
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新潟県『土地分類鵬本調査新潟・新津』1972.1974年より作成（l/150,000）

第１図新津丘陵周辺地形分類図
３



２周辺の遺跡

４

（国土地理院新潟・新津1996年ｌ/50,000→１/100,000）

第２図新津市周辺の古代遺跡分布図



1７５

第１表新津市周辺の古代遺跡一覧表

牛道

遺跡名 時代NOL 種別 遺跡名 時代 種別種別 遺跡名 時代

下梅ノ木

NOL NOL

新潟市中山 縄文・古墳・奈良・平安 遺物散布地 新津市金津初越Ｂ豊栄市浦木 遺物包含地 奈良～平安７１ 平安 1４１

笹山前 蝿文・弥生・奈良・平安 遺物散布地

平安

縄内 遺物包含地 中谷内７２ 平安 1４２ 平安

苔荷谷 奈良・平安 遺物包含地 里飯野 平安 遺物包含地 内野 平安７３ 1４３

彦七山 奈良・平安 遺物包含地 岡新田 平安 遺物包含地 大下 平安7４ 1４４

縄文・奈良・平安金塚山 遺物包含地 7５１大夫曽根 平安 遺物包含地 １４５１無頭無頭｜平安
結七島｜奈良.平安前山 奈良・平安 遺物包含地 上堀田｜平安 遺物包含地７６ 1４６

丸山 平安 遺物包含地 西島中谷内｜奈良・平安遺物包含地村下｜奈良～平安 １４７７７

内沼浦｜奈良~平安直り山Ａ 平安 遺物散布地 遺物包含地7８ 1４８ 久保｜平安

神明社裏 平安 遺物散布地 川東｜奈良～平安 遺物包含地 山王浦 平安７９ 1４９

城山 古墳・平安・鎌倉 遺物包含地 下久保 平安・中世中道 奈良～平安 遺物包含地８０ 1５０

中道(2)｜奈良~平安北山 平安 遺物包含地 愛宕漂 縄文・平安遺物包含地８１ 1５１

直り山Ｂ 平安 遺物包含地 水原町三辺稲荷 平安神田｜奈良～平安 遺物包含地 1５２８２

小丸山 縄文・平安・中世 集落 小須戸町東腰村 平安神田（２） 遺物包含地8３ 奈良～平安 1５３

苔荷谷墓地 平安 遺物包含地 大沢谷内 平安桜曽根｜奈良～平安 遺物包含地8４ １５４

消水が丘 平安 遺物包含地 六兵衛沢 平安並柳 奈良～平安 遺物包含地8５ 1５５

大道外｜平安・中世 遺物包含地 横川浜堤外地 縄文・平安桜曽根２ 奈良～平安 遺物包含地８６ 1５６

女池稲荷 平安 遺物包含地 平安池田｜奈良～平安 遺物包含地 三沢Ｂ８７ 1５７

松山向山 平安 遺物包含地 五泉市住吉田 奈良池田２ 奈良～平安 遺物包含地８８ 1５８

亀田町城山Ａ 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 奈良山崎窯跡京ヶ瀬村曽根 平安 遺物包含地８９ １５９

砂崩 縄文・奈良～平安 小実山遺物包含地 縄文・弥生・古代本田裏 遺物包含地9０ 平安 1６０

迎山 縄文・奈良～室町 遺物包含地 丸田 平安城館 城館跡皿
一
兜

平安 1６１

日水南 抑文・奈良～室町 遺物包含地 橋田Ａ 奈良干刈 平安 遺物包含地 1６２

西前郷 蝿文・奈良～平安 遺物包含地 橋田Ｂ 奈良・平安善四郎谷地 遺物包含地9３ 平安 1６３

斉助山 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 橋田Ｃ 古代山鳥屋敷 古墳・古代・中世 遺物包含地 1６４9４

武左衛門裏 古墳・平安 遺物包含地 町屋六条 古代・中世鹿 平安・中世 遺物包含地９５ 1６５

奈良・平安 遺物包含地 新保 奈良・平安・江戸貝塚 土居内西 遺物包含地平安・中世９６ 1６６

三条岡 奈良・平安 遺物包含地 江中 古代村下 古墳・平安・中世 遺物包含地９７ 1６７

奈良・平安上ノ山 遺物包含地 中野 奈良・平安善四郎谷内Ｃ 平安・中世 遺物包含地9８ 1６８

中ノ山 奈良・平安 遺物包含地 奈良・平安寛下大曲川端 平安 遺物包含地９９ 1６９

狐山 奈良・平安 遺物包含地 村付 奈良・平安新津市舟戸１００ 古墳・古代・中世 集落跡 １７０

奈良・平安 遺物包含地上沼 榎表 奈良・平安・中世大坪１０１ 奈良～平安 遺物包含地 １７１

茨島 奈良・平安 遺物包含地 道金 奈良・平安塩辛１０２ 奈良～平安 遺物包含地 １７２

砂岡 奈良・平安 遺物包含地 福島 奈良・平安・中世七本松窯跡群｜平安1０３ 窯跡 1７３

塚ノ山 奈良・平安 遺物包含地 ソブタ 奈良・平安寺鳴｜平安・鎌倉 遺物包含地1０４ １７４

奈良・平安 遺物包含地岡田 石ノ子 奈良・平安平安・鎌倉 遺物包含地１０５ 曽根
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1２３

平安 遺物包含地 段ノ腰 奈良・平安1０６

1９３

平安・鎌倉・室町 遺物包含地 １７６

平安・鎌倉 田上町ガンゴウ寺川西 遺物包含地

遺物包含地

１０７ 川根 平安・鎌倉・室町 遺物包含地 1７７

市助璽 平安・鎌倉 遺物包含地 二段あげ 平安1０８ 小戸下組 平安・鎌倉・室町 遺物包含地 1７８

謁ノ子 平安 遺物包含地 中輯 平安1091結 奈良 遺物包含地 １７９

泥潟 平安 遺物包含地 諏訪の前 平安居村Ａ 製鉄跡１１０ 平安 1８０

浦ノ山 平安 遺物包含地 下屋敷跡 平安沖ノ羽 奈良～平安 遺物包含地 1８１１１１

八幡前 平安 週物包含地 羽生田城跡 平安1１２ 西江浦 平安 遺物包含地 １８２

早通前 平安・鐙倉 遺物包含地 糠吐 縄文・平安・中世1１３ 細池寺道上 平安 遺物包含地 1８３

前郷 縄文・平安・江戸 遺物包含地 三波 縄文・平安上浦Ａ 集落跡１１４ 平安 1８４

曙 平安 遺物包含地 土居下 古墳・平安上浦Ｂ 古墳・古代・中世 集落跡１１５ 1８５

横越町小丸山 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 館外 平安１１６ 長沼 奈良～平安 遺物包含地 1８６

上田 蝿文・奈良～平安 遺物包含地 新川 縄文・平安１１７ 西沼 平安 遺物包含地 １８７

前郷 縄文・弥生・奈良～平安 遺物包含地 館内 奈良～平安1１８ 長左エ門沼 平安 遺物包含地 1８８

山ン家 弥生・奈良～平安 遺物包含地 中谷内 奈良～平安１１９ 城見山 縄文（古代・中世を含む） 遺物包含地 1８９

居浦郷 奈良～平安 遺物包含地 上谷内 奈良～平安中郷1２０ 平安 遺物包含地 1９０

駒込墓所 奈良～平安 遺物包含地 半ノ木 奈良～平安1２１ 桜大門 平安 遺物包含地 1９１

川根谷内 奈良～平安 遮物包含地 竹ノ花 奈良～平安1２２ 八幡山 弥生・古墳・平安 遺物包含地 1９２

宮尻郷 奈良～平安 遺物包含地 八反田 奈良～平安

草水町2丁目

古津初越Ａ 奈良・平安

保明浦

製鉄跡

下郷 平安

1３２

羽生田中谷内 奈良～平安大入1２４ 平安 製鉄跡 １９４

山のハサパ 奈良～平安 遺物包含地 向田 奈良～平安1２５ 居村Ｃ 平安（縄文・弥生後期を含む） 製鉄跡 1９５

藤山 平安・鎌倉 遺物包含地 古江端 奈良～平安1２６ 居村Ｂ 平安 製鉄跡 1９６

江尻 平安 遺物包含地 村浦 奈良～平安１２７ 神田 奈良・平安（縄文を含む） 遺物包含地 1９７

平安～室町居附Ａ 遮物包含地 吉田上谷内 奈良～平安1２８ 古津初越Ｂ 奈良～平安 製鉄跡 １９８

平山 平安 遺物包含地 小消水沢 奈良～平安1２９ 金津初越Ａ 奈良～平安 製鉄跡 1９９

上の山 弥生・平安 遺物包含地 横手下 奈良～平安1３０ 秋葉ブドウ園 聞文（中期）（古代を含む） 遺物包含地 2００

平安 遺物包含地 大坪 奈良～平安滝谷窯跡１３１ 平安 窯跡 2０１

曽我墓所 平安 遺物包含地

１３６ 平安

縄文・奈良～平安・近世

遺物包含地

平安 窯跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

窯跡

遺物包含地

遺物包含地

窯跡 2０２

川根谷内墓所 平安・室町 遺物包含地 川成 奈良・平安１３３ 山谷北 古代 遺物包含地 2０３

天王杉 平安 遺物包含地 村松町中名坂浦興野 平安1３４ 古代 遺物包含地 204

上郷 奈良・平安 遺物包含地 道上 笹野町（Ａ） 平安１３５ 平安 遺物包含地 ２０５

上郷Ｂ 奈良・平安 遺物包含地 画野町（Ｂ） 平安

旧石器・縄文・平安1３８

５

川口甲 206

上郷Ｃ 平安 遺物包含地 江内 千原 平安１３７ 平安・中世・近世 遺物包含地 ２０７

新田郷 平安 遺物包含地 一本杉草水町1丁目 平安・中世

２１０

平安

窯跡 ２０８

平安 遺物包含地 古通1３９ 平安 遺物包含地 城下

川口乙

２０９

平安 遺物包含地 1４０ 平安 過物包含地 山ノ入 平安・中世



２周辺の遺跡

丘陵上・段丘上に立地するものが多い。代表的な遺跡としては、平遺跡が市内最大規模の縄文時代遺跡と

きれ〔川上ほか'982〕、そのほか原遺跡（中～晩期）・秋葉遺跡（中～後期）が比較的大規模な遺跡である。

愛宕津遺跡では1998年度の調査で市内ではほとんど確認されない縄文時代草創期前半の石器（局部磨製石

斧・石核）が検出された。

弥生時代の遺跡市内で7遺跡が確認されている。主に八幡山遺跡〔川上ほか1994．渡豊ほか'994〕と

その周辺の埋葬地遺跡〔川上ほか1989〕、居村C遺跡（，．Ｅ地点）〔川上ほか1996．渡豊ほか1997〕であり、

いずれも弥生時代後期に属する。特に八幡山遺跡は一定期間定住していた拠点集落と見られる高地‘性環濠

集落で、二重の環濠・竪穴住居・炉跡・前方後方形墳墓が確認されている。遺物は東北系と北陸系の弥生

土器が出土しており、当該地域の弥生時代を考える上で重要な遺跡である。平野部の舟戸遺跡〔川上ほか

1995〕でも遺物が出土しているが、平野部に立地する遺跡は少ない。平成１５年度の立会調査で秋葉遺跡か

ら中期前半、塩辛遺跡から中期後半の土器が出土している。特に塩辛遺跡は現地表の2ｍ下から出土して

おり、今後台地と沖積地の境界から遺跡が検出される可能性があり注意を要する。

古墳時代の遺跡市内で１２遺跡が確認されている。古墳時代初頭に八幡山遺跡前方後方墳、前期には

八幡山遺跡の北西端に古津八幡山古墳が造営される（墳丘約60ｍ．造り出し付き円墳）〔甘粕・川村ほか

1992〕・古墳に隣接する舟戸遺跡・高矢C遺跡は中期の遺跡であり、丘陵縁辺や端部に立地する。舟戸遺跡

では前期頃の竪穴住居跡が検出され、古墳との関連が注目されている。平野部の沖ノ羽遺跡〔星野ほか

'996〕・上浦B遺跡では古墳時代前・中期の土師器が出土し、結遣跡〔川上ほか'989〕では古墳時代後期

の内面黒色処理を施した高杯が出土している。また、中谷内遺跡から古墳時代中～後期の土器〔本書〕が、

平成１５年度の確認・立会調査で塩辛遺跡・沖ノ羽遺跡から古墳時代後期の土器が出士した。

奈良・平安時代の遺跡市内で52遺跡が確認されている。平野部には集落遺跡が多く立地し、丘陵裾

部には製鉄遺跡、須恵器・土師器窯跡などの生産遺跡が集中している。新津丘陵窯跡群は新津丘陵北東斜

面に分布し、七本松窯跡・草水町2丁目窯跡などがある。製鉄遺跡は居村遺跡・大入C遺跡などがあり、９

世紀第２四半期以降とされる〔渡遥ほか'997〕・平野部に位置する上浦Ａ・Ｂ遺跡〔渡遥ほか1992．川上ほか

'997〕では掘立柱建物が発見され、上浦A遺跡では円面硯や銅製帯金具が、上浦B遺跡では三彩小壷や多

量の墨書土器が出土している。上浦A遺跡の年代は出土遺物の年代観から9世紀と考えられる。上浦B遺跡

については未報告であるので遺跡の概要は不明であるが、９世紀中葉～後葉の集落と考えられている。川

口甲遺跡では9世紀中・後半の遺跡で墨書土器等が出土している〔川上ほか'992〕。

中世の遺跡市内で25遺跡が確認されているが、城館跡が8ケ所、山城として東島城・金津城〔横山・

竹田ほか'987〕がある。集落跡は平野部微高地に立地する。自然堤防上の遺跡の実態不明な点が多いが、

江内遺跡〔春日ほか1996〕の発掘に伴い、１４～１５世紀の集落が発見された。また、細池遺跡〔小池ほか

'994〕では中世以降の圃場の各単位施設と思われる遺構が検出されている。内野遺跡〔立木・高野ほか

2002〕の発掘により自然堤防上の集落の様相が明らかとなった。

近世の遺跡集落跡は中世と同じ平野部微高地に立地しており、実態は不明である。江内遺跡で17世紀

前半からの集落の一部が明らかにされている。しかし新津丘陵を中心とした地域がいったいどのような状

況にあったのかは全く不明である。

６



第Ⅲ章調査の概要

第Ⅲ章調査の概要

１確認・試掘調査(図版5）

東北電力㈱の依頼を受けて平成１４年１０月１６日から１０月24日（5日間）の確認・試掘調査を実施した。調

査は鉄塔隣接地にトレンチを24箇所設定（ｌＴ～24Ｔと付番）し、バックホウで表土から徐々に掘削した

後、人力により精査を行い、遺構・遺物の有無・土層堆積状況を記録した。確認・試掘調査面積は4遺跡

で86.4㎡である。遺跡ごとの面積は、中谷内遺跡（ｌＴ～4Ｔ）14.4㎡、沖ノ羽遺跡（5Ｔ～lOT）21.6㎡、

大下遺跡（11Ｔ～l3T）10.8㎡、細池寺道上遺跡（l4T～24Ｔ）39.6㎡である。包含層まで現地表面（Ｇ、

L）から0.5～0.7ｍである。

遺物は土師器、須恵器、陶磁器が確認され、遺構は溝、小土坑（ピット）が検出された。遺構又は遺物

が確認された遺跡及びトレンチ毎の遺構及び遺物の確認状況は以下の通りである。

中谷内遺跡（lＴ溝（以下ＳＤ）１基・ピット（以下Ｐｉｔ）２基）

（2ＴＰｉｔ４基、土師器2点）

（4ＴＰｉｔ５基、土師器34点・須恵器１０点）

沖ノ羽遺跡（7ＴＳＤ１基・性格不明遺構（以下ＳＸ）１基・Ｐｉｔｌ基、土師器3点）

（8ＴＳＤ1基）

細池寺道上遺跡（ｌ４ＴＳＤｌ基、土師器3点・篠１点）

（ｌ７ＴＳＤ１基）

（ｌ８ＴＳＤｌ基、土師器2点）

（ｌ９ＴＳＸ１基）

（23Ｔ土師器1点・陶磁器１点（表採)）

（24Ｔ陶磁器1点）

以上の結果から、鉄塔建設地域のうち、７地点（ｌＴ・２Ｔ・４Ｔ・７Ｔ・ｌ７Ｔ・ｌ８Ｔ・l9T）について本発掘調

査を行うこととなった。なお、４地点（8Ｔ・l4T・２３Ｔ・２４T）では鉄塔建て替え工事を行わないため、本

発掘調査は行わなかった。

２発掘調査

Ａ調査方法

1）現況

中谷内遺跡

調査区は東北電力西新潟線鉄塔下の水田である。基幹排水路がl区と2区の間を東から西へ流れ、新津東

部排水機場で能代川へと排出されている。調査区は水田であるため盛土等はない。

中谷内遺跡は過去、平成9年に農免道路大蔵七日町線に伴う発掘調査〔立木ほか1999〕（以下、「中谷内遣

７



２発掘調査

跡（99年)｣）及び平成１２年に東部排水機場建設に伴う発掘調査〔渡逼ほか2002〕を新津市教育委員会が主

体となって行っている。今回調査した中谷内遺跡2区は排水路を挟んで中谷内遺跡（99年）調査区域と隣

接する。

沖ノ羽遣跡

調査区は東北電力西新潟線鉄塔下の水田である。調査区の南を磐越自動車道が通過している。

沖ノ羽遺跡は過去、平成3年から4年に磐越自動車道建設に伴う発掘調査を新潟県教育委員会〔石川ほか

１９９４・星野ほか'996．春日ほか2003〕が、平成１３年から14年に鮭川排水機場建設に伴う発掘調査〔細野ほか

2002〕及び平成１５年に圃場整備事業に伴う発掘調査を新津市教育委員会が主体となって行っている。

細池寺道上遺跡

調査区は東北電力西新潟線鉄塔下の水田・畑である。調査区の東を磐越自動車道が通過している。

細池寺道上遺跡は両新地区圃場整備事業に伴う確認・試掘調査の結果、平成１３年に細池遺跡と木津橋遺

跡と寺道上遺跡を1つにまとめ細池寺道上遺跡とした。

細池遺跡及び寺道上遺跡は過去、平成３．４年に磐越自動車道建設に伴う発掘調査を（財）新潟県埋蔵文

化財調査事業団〔小池ほか1994〕が、平成８．９年に農道第１０号線整備工事に伴う調査（細池遺跡）〔立木ほ

か'998〕及び平成１１年に農道第９号線整備工事に伴う調査（寺道上遺跡）〔渡逼ほか2001〕を新津市教育委

員会が主体となって行っている。今回調査した細池寺道上遺跡3区は平成８．９年の新津市教育委員会調査

区域（細池遺跡）と隣接する。

2）グリッドの設定（図版６．１８．２１）

グリッドを設定するにあたっては、各地区ともに基準点を設け１Ａ杭とした。基準点に対し国土地理院

の第８系座標軸（日本測地系2000以下、新座標）を用いて１０ｍの方眼を組みこれを大グリッドとした。

大グリッドの名称は北西隅の杭を基点として南北方向をアルファベット（大文字)、東西方向をアラビア

数字とし、この組み合わせによって表示した。大グリッドをさらに2ｍ方眼に区分してlから25の小グリッ

ドに分割し「2B-l」のように呼称した。

各発掘調査区の座標及び真北方向角は次のとおりである（新座標による)。

８

中谷内遺跡1区

中谷内遺跡2区

中谷内遺跡3区

沖ノ羽遺跡

細池寺道上遺跡1区

細池寺道上遺跡2区

細池寺道上遺跡3区

1Ａ（X座標：203550.000,Ｙ座標：55130.000）４Ａ（X座標：203550.000,Ｙ座標：55160.000）

真北方向角23′０２″9864東偏（１Ａ）

１Ａ（X座標：203370.000,Ｙ座標：55180.000）４Ａ（X座標：203370.000、Ｙ座標：55210.000）

真北方向角23′０４″1598東偏（1Ａ）

１Ａ（X座標：202890.000,Ｙ座標：55340.000）４Ａ（X座標：202890.000,Ｙ座標：55370.000）

真北方向角23′０７″9571東偏（１Ａ）

１Ａ（X座標：202190.000、Ｙ座標：55580.000）４Ａ（X座標：202190.000,Ｙ座標：55610.000）

真北方向角23′１３〃6597東偏（１Ａ）

１Ａ（X座標：199020.000,Ｙ座標：57680.000）４Ａ（X座標：199020.000,Ｙ座標：57710.000）

真北方向角24′０４″8268東偏（１Ａ）

１Ａ（X座標：198840.000、Ｙ座標：57860.000）４Ａ（X座標：198840.000,Ｙ座標：57890.000）

真北方向角24′０９"2506東偏（1Ａ）

1Ａ（X座標：198680.000、Ｙ座標：58030.000）４Ａ（X座標：198680.000,Ｙ座標：58060.000）

真北方向角24′１３″4329東偏（１Ａ）

磁北は真北に対し7度20分0秒西偏する。



第Ⅲ章調査の概要

３）調査方法

①表土剥ぎ確認・試掘調査によって表土は遺物の出土が希薄と予測されたことから、遺物包含層を残し

て遺構確認面上面まで遺物の出土に注意しながら重機（バックホウ）により除去した。周囲の水田面より

も低くなると調査面が湛水してしまうために、表土剥ぎと並行して調査区の周囲に土側溝を掘り、電動ポ

ンプで強制排水を行った。土側溝は人力で掘削し、幅１５cm、深さ20cm程の溝で、壁面を垂直に掘ると崩壊

する恐れがあるために緩く傾斜をつけたＶ字の溝とした。土側溝によって遺構が分断されるおそれがある

が、土側溝がないと湛水して十分な遺構調査すらできなくなるので、やむを得ない措置と考えた。

②遺構検出・発掘重機で掘削後、人力で精査を行い、遺構の検出にあたった。排士は人力で調査区の

外側へと搬出した。

③実測・写真実測図は断面図をl/20で作成した。平面図や各種測量点はトータルステーションを用いて

作成しあわせて写真を撮影した。写真撮影は35,版・６×7版のカメラを用い、白黒フイルム・カラーポジ

フイルムを適宜併用した。

④遺物取り上げ包含層出土遺物は小グリッド単位として取り上げた。遺構出土遺物は遺構単位・小グ

リッド単位で取り上げた。

⑤自然科学分析プラントオパール分析、屈折率分析、樹種同定、地質調査などを適宜行った。

Ｂ調査経過

発掘方法について東北電力㈱と協議し、鉄塔保全の都合上既存鉄塔に拡幅する形で、鉄塔建設箇所（以

下、拡幅部）は支線を設置することとなった。このため調査は支線設置部分（以下、支線部）を優先した。

あわせて新たに鉄塔を設置する部分（以下、新設部）を調査した。

発掘調査地域が農地（主に水田）であることから、農作業終了後に発掘調査に着手した。１０月８日、新

設部である中谷内遺跡1区の重機による表土剥ぎ開始、あわせて中谷内遺跡2区・中谷内遺跡3区・沖ノ羽

遺跡・細池寺道上遺跡l区・細池寺道上遺跡3区の支線部の発掘を行った。１０月１８日、中谷内遺跡1区の調

査完了状況をラジコンヘリで撮影、２１日、新設部である細池寺道上遺跡2区の調査を開始、２７日全調査区

の支線部発掘を終了した。東北電力㈱による支線取り付け完了後28日より細池寺道上遺跡1区の調査を開

始した。

調査区間が離れていることから１１月１日より２班に分けて調査を行うこととし、北側では中谷内遺跡2区

の拡幅部の調査を開始。以後、中谷内遺跡3区・沖ノ羽遺跡の調査を行い、南側では細池寺道上遺跡l区・

細池寺道上遺跡2区・細池寺道上遺跡3区の調査を行った。細池寺道上遺跡l区・細池寺道上遺跡2区では河

掘削のためベルトコンベアーを設置した。１２月５日、細池寺道上遺跡3区をローリングタワーから全体写真

撮影。１２月６日に機材を撤収し現場作業を終了した。

最終的な発掘調査面積は以下の通りである。

中谷内遺跡1区調査区上端143.98㎡下端面積141.66㎡

中谷内遺跡2区調査区上端115.84㎡下端面積106.10㎡

中谷内遺跡3区調査区上端116.41㎡下端面積108.17㎡

沖ノ羽遺跡調査区上端121.36㎡下端面積112.74㎡

細池寺道上遺跡1区調査区上端138.95㎡下端面積137.07㎡

細池寺道上遺跡2区調査区上端143.98㎡下端面積139.63㎡

細池寺道上遺跡3区調査区上端114.84㎡下端面積106.36㎡
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２発掘調査

Ｃ調査体制

【平成１４年度確認・試掘調査】

調査主体新津市教育委員会（教育長松井弘）

担当立木宏明（生涯学習課主査）

事務局羽生隆夫（生涯学習課課長）・目黒正（同課長補佐）・荒木正幸（同係長）

田中茂夫（同主任）・渡豊朋和（同主任）・阿達哲二（同技士）・高野裕子（同嘱託）

佐野博子（同嘱託）・津野慶子（同嘱託）

【平成１５年度本発掘調査】

調査主体新津市教育委員会（教育長松井弘）

担当北村淳（㈱シン技術コンサル）

調査員菊池康一郎（㈱シン技術コンサル）

事務局羽生隆夫（生涯学習課課長）・目黒正（同課長補佐）・荒木正幸（同係長）

田中茂夫（同主任）・渡豊朋和（同主任）・立木宏明（同主査）・阿達哲二（同技士）

高野裕子（同嘱託）・津野慶子（同嘱託）・白井利夫（同嘱託）

発掘作業員石垣千代子・内山麗子・大河原孝・岡崎数栄・小川貴広・落合信義・笠原貴子・加藤ヒサ子・

金子美加子・窪田春子・昆ヒロ子・五幣亜希子・斉藤義男・坂井早太・佐藤勉・佐藤正美・

杉山美千子・菅井ミツ子・砂原智子・滝沢未生・田中美香・塚田藤乃・西郡大輔・西郡洋子・

野崎菊枝・花水真由美・樋口美喜子・星野外柴・細川武志・堀越登・松尾チイ子・

諸橋よし子・山下久美子

整理作業員秋元経子・石井幸子・臼井美恵子・栗山佐江子・見野恵美子・鈴木澄江・堀地文子・横塚由佳・

六反田達子

３整理作業

Ａ整理方法

1）遺物

遺物量は3遺跡合わせてコンテナ（内径54.5×33.6×１０cm）にして33箱である。大半が平安時代の須恵

器・土師器で、近世以降の陶磁器・木製品等が数点ある。遺物の整理作業は次の手順で行った。

①洗浄。②注記。③グリッド別の種別の重量計測。④接合。⑤遺構遺物の器種別の重量・個体数計測。

⑥報告書掲載遺物の抽出。⑦実測図作成。観察表作成。③トレース図作成。

2）遺構

平面図はトータルステーションで計測を行い、断面図は手実測で計測した。計測終了後、平面図と断面

図の検収を行った。報告書用の遺構平面図・全体図はl/80を、断面図はl/40を基本として作成した。

１０



第Ⅲ章調査の概要

Ｂ整理経過

発掘調査終了までに出土遺物の水洗・注記・接合と、写真・図面整理を行い、併せて遺構図の検収作業

を行った。

発掘調査終了後は、遺物実測・トレースを行った。また、遺構実測図作成を併行して行い、原図作成後、

トレースを行った。この間職員は原稿執筆、遺物写真の撮影、図版のレイアウト・報告書の編集にあたっ

た。

４遺構及び遺物分類

Ａ遺構分類（第３図）

遺構の呼称はＳＫ（土坑)、ＳＸ（性格不明遺

構)、ＳＤ（溝)、ＳＢ（掘立柱建物)、Ｐｉｔ

(小土坑）とした。遺構の形態分類はＳＫ、ＳＸ、

ＳＤ、Ｐｉｔについては大まかに、平面形は円

形・楕円形・不正方形・不定形の4種類に、断面

形は皿形・半円形・台形状・箱形の4種類に分類

した。詳しい遺構の計測値は別表にあげた。

Ｂ遺物分類

l）土器の分類と記述（第４．５図）

不正方形

平面形態の分類

断面形態の分類

第３図遺構形態模式図

、

漁Ｚ

記述は最初に出土資料全体の土器分類を行い、次に遺構別、包含層出土の土師器・黒色土器・須恵器の

順に記した。成形・調整の表現・名称は、山三賀Ⅱ遺跡の報告書〔坂井ほか'989〕、中谷内遺跡〔立木ほか

1999〕、寺道上遺跡〔渡遥ほか2001〕を参考にした。

l、「ロクロナデ」はロクロ・回転台を利用したなでで、その他のものは「ナデ」とした。

２，「ロクロケズリ」はロクロ・回転台を利用した削りで、その他のものは「ケズリ」とした。

３，「カキメ」はロクロ・回転台を利用したもので、その他のものは「ハケメ」とした。又、成形痕は「カ

キ目」・「ハケ目」とした。

４，黒色土器無台椀・土師器無台椀などに見られる箆磨きは「ミガキ」とした。

５，須恵器大喪・横瓶、土師器長謡・鍋などの外見に見られる叩板工具を用いた成形を「タタキ」とし、

成形痕を「タタキ目｣、内面の当て具工具を用いての成形痕を「当て具痕」とした。

６，「ヘラ切り」・「糸切り」とは底部の切り離し技法で、両者ともロクロ・回転台を利用している。「無

調整」とは底部切り離し後、調整しない状態のものである。

次に本遺跡の特徴を整理するため器種分類を行い、器種ごとに説明を行う。以下、土師器・黒色土器・

須恵器の順で概説する。須恵器胎土分類は山三賀Ⅱ遺跡の成果に準じた〔坂井ほか1989〕・土師器の胎土分

類は行っていない。詳細な計測値は別表に示した。
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４遺構及び遺物分類

第４図中谷内遺跡・沖ノ羽遺跡・細池寺道上播跡土師器分類図（Ｓ=1/6）
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第Ⅲ章調査の概要
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１３

第５図中谷内遺跡・沖ノ羽;置跡・細池寺道上遺跡黒色土器・須恵器分類図（S=1/6）
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４遺構及び遺物分類

土師器

大きく食膳具と煮炊具がある。食膳具は大部分が無台椀である。煮炊具には長尭･小尭･鍋などがある。

無台椀底部切り離し技法は糸切り後無調整のものが多い。分類は口縁部形態（Ａ～Ｃ類）と口径

（l～3類）の組み合わせ（例Ａｌ類）で表した。口縁部形態の分類は底部から体部が内脅気

味に立ち上がるものをＡ類、底部から体部が直線的に立ち上がるものをＢ類、底部から内督

気味に立ち上がり、口縁端部で外反するＣ類に細分した。口径は3分類し、12.5cm以下が１類、

12.6～14cmが2類、１４．１cm以上が3類とした。

有台皿貼り付け輪高台を持つ皿が出土している。

長塞口縁端部の形態から3分類した。口縁端部が受け口状になるものをＡ類、口縁端部が上方に

短く屈曲するものをＢ類、口縁が外反し、端部に面を持つものをＣ類とした。

小窪口縁端部の形態から3分類した。口縁端部が受け口状になるものをＡ類、口縁端部が上方に

短く屈曲するものをＢ類、口縁端部が屈曲せず丸く収まるもの、もしくは口縁端部に面を持

つものをＣ類とした。

鍋口縁部形態により２分類した。口縁端部が上方に短く屈曲するものをＡ類、口縁端部が屈曲

せず丸く収まるもの、もしくは口縁端部に面を持つものをＢ類とした。

取手付謹取手の付いた胴部が出土している。

鉢口縁部が内簿するものと、体部が直線的で口縁部が外反するものの2個体が確認された。前

者は金属器の模倣品（以下、仏鉢形土器）と思われる。出土量が少ないため分類は行ってい

ない。

黒色土器

食膳具の無台椀・有台皿が出土している。主に内側を黒化処理した「内黒」の土器である。

無台椀主に底部はミガキ、体部下半はロクロケズリが行われている。体部内面はミガキが施され、

口縁端部は外面も磨かれるものが多い。分類は土師器無台椀同様、口縁部形態・口径の組み

合わせで行った。

有台皿 貼り付け輪高台を持つ皿が出土している。

須恵器

食膳具と貯蔵具がある。食膳具には無台杯・有台杯・杯蓋・鉢がある。貯蔵具には長頚壷・横瓶・大尭

がある。

無台杯口縁部の形態（Ａ～Ｃ類）と口径（１．２類）の組み合わせで分類した。口縁部形態の分類は

体部が内脅気味に立ち上がるものをＡ類、直線的に立ち上がるＢ類、口縁端部で外反するＣ

類に分かれる。口径は1類が12.5cm以下、２類が12.6cm以上である。

有台杯杯のうち高台を持つもの。分類はしていない。

杯蓋つまみはボタン状で中央がくぼむもの。分類はしていない。

長頚壷長い頚部を持つ瓶あるいは壷を一括した。また小型長頚壷も出土している。

横瓶俵状の体部のみ出土している。

大窪全体形が分かるものが少なく分類はしていない。

鉢体部が内脅気味に立ち上がり、口縁部が外反しているものが出土した。分類はしていない。
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第 Ⅳ章中谷内遺跡

ｌ遺跡の概要

中谷内遺跡では今回3地区に分かれて調査を行い、古墳時代から近世以降の遺物が出土し、当該期の遺

構が検出された。遺跡の中心となる時期は古代である。過去において平成9年に農免道路大蔵七日町線に

伴う発掘調査〔立木ほか'999〕（以下、中谷内遺跡（99年)）及び平成１２年に東部排水機場建設に伴う発掘

調査〔渡遥ほか2002〕（以下、中谷内遺跡（０２年)）を新津市教育委員会が主体となって行い、いずれも平

安時代を中心とする溝・土坑・旧河道などが検出された。遺物量は遺物収納コンテナ（内径54.5×33.6×

１０cm）にして14箱であり、ほとんどが平安時代のものである。古墳時代の遺構は土坑（ＳＫ）１基・古代

の遺構は土坑（ＳＫ）７基、溝（ＳＤ）４基、掘立柱建物跡（ＳＢ）１基、ピット（Ｐｉｔ）１５基・近世以降

の遺構は溝（ＳＤ）１基、ピット（Ｐｉｔ）１基である。

２層序 (第６図）

中谷内遺跡の基本層序は色調に多少の違いはあるものの、概ね新津市教育委員会による中谷内遺跡（９９

年）発掘調査の基本層序に対応し9層に分けられる。以下に基本層序を記す註')。

中谷内遺跡3区4B1６
０－

Ｖ

Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ

中谷内遺跡2区3B1７

中谷内遺跡1区2Ａ1９

誰.１ｍ

Ⅱ
｜
Ⅲ
一
Ⅳ
一
Ｖ

mIl

和_5111

第 Ⅳ章中谷内遺跡

3.5ｍ
I～Ⅲ

().５

NＪ

血

Ⅵ

１ｍ一

腿

lBIl ＃.Ⅸ1ｍ

Ｉ層灰色土（7.5Y6/l）粘性あり、しまりややあり。酸化した根痕多く含む。

Ⅱ層灰色土（7.5Y5/l）粘性あり、しまりややあり。シルト質土。

Ⅲ層灰色土（7.5Y6/1）粘性あり、しまりあり。シルト質土。水田床土。

Ⅳ層灰オリーブ色土（7.5Y4/2）粘性あり、しまりあり。シルト質土。鉄分､黒色粒がバンド状に入る。

Ｖ層灰オリーブ色土（7.5Y4/2）粘性あり、しまりあり。シルト質土。近世以降遺構確認面。

Ⅵ層灰オリーブ色土（7.5Y5/2）粘性あり、しまりあり。シルト質土。

Ⅶ層黒褐色土（lOYR3/1）粘性あり、しまりあり。シルト質土。平安時代遺物包含層。

Ⅷ層灰色土（7.5Y6/1）粘性あり、しまりあり。シルト質土。古墳時代・平安時代遺構確認面。

Ⅸ層灰オリーブ色土（7.5Y5/2）粘性あり、しまりあり。シルト質土。

註1）Ｉ～Ⅱ層は水田耕作面である。今年度調査区は水田であり耕作による撹乱で層はあまり確認できなかった。Ⅲ～

Ｖ層は遺物の出土はほとんど無い。同層は中谷内遺跡（99年）報告書所見〔立木ほか'999〕から近世以降に堆積した層

と思われる。Ⅶ層中からは平安時代の遺物が出土する。遺構確認面はＶ層上面及びⅧ層上面である。

第６図中谷内遺跡基本土層柱状図

(Ⅸ）
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３遺構各説

３遺構各説(図版7~11､写真図版6~8）

遺構はＶ層上面より掘り込まれているものと、Ⅷ層上面より掘り込まれているものが検出された。Ⅷ層

上面では古墳時代及び平安時代の遺物が出土し、それに伴う遺構が確認できた。Ｖ層上面では遺物は確認

できなかったが、中谷内遺跡（99年）におけるＳＤ５〔立木ほか1999〕及び中谷内遺跡（02年）におけるＳ

Ｄ６〔渡遥ほか2002〕に対応する「水路」と思われる遺構が確認されたことから近世以降と考えられる。

Ａ１区

調査区は中谷内遺跡（99年）調査区の北側に位置する。確認された遺構は古代の遺構がＳＤｌ基、Ｐｉｔ４

基で、近世以降の遺構がＳＤｌ基、Ｐｉｔｌ基である。遺構はＶ層及びⅧ層上面で確認された。遺構の年代は、

Ｖ層上面の遺構は近世以降、Ⅷ層上面の遺構は平安時代のものと考えられる。

1）古代の遺構

ａ）溝（ＳＤ）

ＳＤ２（図版7、写真図版6）

２Ａ．Ｂグリッドにある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれている。北東方向にのび

両端とも調査区外に続く。最大幅0.9ｍ、深さ0.16ｍで、断面形は箱形である。覆土は2層に分層され、と

もに黒色が強く粘‘性も強いことから、水が流れていたことが考えられる。遺物は出土していない。

ｂ）ピット（Ｐｉｔ）

Ｐｉｔ２（図版7）

２B-9グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.34ｍ、短軸0.28ｍ、

深さ0.20ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は2層に分層されレンズ状に堆積している。

遺物は出土していない。

Ｐｉｔ３（図版7）

２B-l7グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.33ｍ、短軸0.27ｍ、

深さ0.25ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ４（図版7）

２B-9グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.27ｍ、短軸0.21ｍ、

深さ0.19ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ５（図版７，写真図版6）

２B-2グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.31ｍ、短軸0.28ｍ、

深さ0.18ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。遺物は出土していない。

2）近世以降の遺構

ａ）溝（ＳＤ）

ＳＤ１（図版7、写真図版6）

２Ａ．Ｂグリッドにある近世以降の遺構と考えられる。Ｖ層上面より掘り込まれている。北西方向にのび

両端とも調査区外に続く。最大幅1.20ｍ、深さ0.46ｍである。断面形は台形状である。覆土から須恵器の
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大婆（図版14）が出土している。遺構確認面等から判断すると、遺物は流れ込んだものと考えられる。

ｂ）ビット（Ｐｉｔ）

Ｐｉｔｌ（図版7）

２B－２．７グリッドにある近世以降の遺構と考えられる。確認面はＶ層上面である。長軸0.40ｍ、短軸0.34

ｍ、深さ0.20ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。ＳＤｌと重複するが新旧関係及び関連性に

ついては不明である。遺物は出土していない。

Ｂ２区

調査区は中谷内遺跡（99年）調査区の南側に位置する。遺構は古代の遺構がＳＫ４基、Ｐｉｔ６基で、すべ

てⅧ層上面で確認された。出土遺物から古代の遺構は平安時代のものと考えられる。

1）古代の遺構

ａ）土坑（ＳＫ）

ＳＫ１（図版9、写真図版7）

5,-3グリッド（４トレンチ）にある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれている。ト

レンチ端部で確認された。士側溝で一部破壊されている。深さ0.13ｍである。断面形は箱形で、坑底面は

平坦である。覆土は3層に分層される。遺物は出土していない。

ＳＫ２（図版８．９、写真図版7）

４A－２２．４B-2グリッド（２トレンチ）にある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれてい

る。トレンチ端部で確認された。土側溝で一部破壊されている。深さ0.08ｍである。断面形は皿形である。

平面形は不明であるが楕円形と思われる。坑底面は平坦である。覆土は2層に分層され、覆土中より土師

器無台椀・長髪・小婆、黒色土器無台椀（図版14）などが出土している。

ＳＫ３（図版9、写真図版7）

２E-4グリッド（３トレンチ）にある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれている。ト

レンチ端部で確認された。士側溝で一部破壊されている。深さ0.06ｍである。断面形は皿形で、坑底面は

平坦である。遺物は覆土の上位で土師器長妻（図版14）が出土している。

ＳＫ４（図版８．９、写真図版7）

３B－２４．２５，３C－４．５グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面より掘り込まれて

いる。土側溝で一部破壊されている。長軸2.10ｍ、短軸0.56ｍ、深さ0.06ｍである。平面形は楕円形、断面

形は皿形で、覆土は淡色シルト質士で、坑底面は平坦である。遺物は土師器無台椀、須恵器無台杯（図版

１４）などが出土している。

ｂ）ビット（Ｐｉｔ）

Ｐｉｔｌ（図版８．９）

３B-24グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.22ｍ、短軸0.20ｍ、

深さ0.22ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は4層に分層され、上位は黒色土、下位は

淡色シルト質土である。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ２（図版８．９）

３B-23グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0､14ｍ、短軸0.12ｍ､
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３遺構各説

深さ0.14ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は2層に分層され、上位は黒色士、下位は

淡色シルト質土で、レンズ状に堆積している。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ３（図版８．９）

３B-23グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.18ｍ，短軸0.16ｍ，

深さ0.20ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は3層に分層され、覆土2層は黒色土が落

ち込んでいる。遺物は出土していない

Ｐｉｔ４（図版８．９）

３B-l8グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.20ｍ、短軸0.18ｍ、

深さ0.14ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は2層に分層され、上位は黒色土、下位は

淡色シルト質土で、レンズ状に堆積している。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ５（図版８．９）

３C-9グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.22ｍ、短軸0.21ｍ、

深さ0.30ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は3層に分層される。上位は黒色土、下位

は淡色シルト質で、斜めに堆積している。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ６（図版８．９）

３C-7グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.18ｍ、短軸0.17ｍ、

深さ0.21ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は3層に分層され、上位は黒色土、下位は

淡色シルト質土で、レンズ状に堆積している。遺物は出土していない。

Ｃ３区

調査区は中谷内遺跡（99年）の南方約300ｍに位置する。確認された遺構は古墳時代の遺構がＳＫ１基・

古代の遺構がＳＫ３基、ＳＤ３基、ＳＢｌ基、Ｐｉｔ５基で、すべてⅧ層上面で確認された。出土遺物から古代

の遺構は平安時代のものと考えられる。

1）古墳時代の遺構

ａ）士坑（ＳＫ）

ＳＫ１（図版10、写真図版8）

３B－１２．１３グリッドにある古墳時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.60ｍ，短軸

0.36ｍ､深さ0.12ｍである。平面形は楕円形、断面形は半円形で、坑底面は平坦である。坑底部より壷の

胴部（図版１５）が出土している。遺物は上から潰れた状態で確認された。覆土は黒色が強く炭化物を含む

が焼土化はしていない。覆土が一時に堆積していることから、人為的に埋められた可能性がある。

2）古代の遺構

ａ）土坑（ＳＫ）

ＳＫ２（図版10）

３B-7グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.34ｍ、短軸0.32ｍ、

深さ0.13ｍである。平面形は円形、断面形は箱形である。覆土は3層に分層され、上位は黒色土、下位は淡

色シルト質土で、互層に堆積している。遺物は出土していない。
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ＳＫ３（図版10）

３B－７．１２グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.48ｍ、短軸

0.46ｍ，深さ0.28ｍである。平面形は円形、断面形は台形状であり、坑底面は段状である。覆土は4層に分

層され、上位は黒色土、下位は淡色シルト質土であり、覆土2層はブロック状に落ち込む。遺物は出土し

ていない。

ＳＫ４（図版１０．１１）

３B-8グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれている。調査区端部で確認

されたため平面形は不明である。ＳＤ２と切り合い本遺構の方が新しい。深さ0.30ｍである。断面形は半円

形である。覆土から多量の炭化物が出土した。覆土はにぶい黄色土で他の士坑では見られない士である。

炭化物を含むが焼土化はしていない。覆土が一時に堆積していることから、人為的に埋められた可能性が

ある。遺物は土師器長婆、須恵器無台杯・杯蓋（図版15）などが出土している。

ｂ）溝（ＳＤ）

ＳＤ１（図版１１、写真図版8）

２，－９．１０グリッド（３トレンチ）にある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。東西

方向にのび両端とも調査区外に続く。断面形は箱形である。深さ0.26ｍである。覆士中より土師器無台

椀・長髪・小髪、須恵器無台杯（図版15）などが出土し、長髪（図版15-55）はほぼ完形で立てられた状態

で確認された。遺物の状況から関連する付属遺構等の存在が考えられたが確認できなかった。

ＳＤ２（図版１０．１１、写真図版8）

３B－４．５．８．９．１０グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれている。北

東方向にのび両端とも調査区外に続く。断面形は台形状である。深さ0.30ｍである。遺構端部は調査区外

であるが最大幅は約3ｍと考えられる。覆土は上位が黒色士、下位が淡色土でありともにシルト質で粘‘性

が強い。水が流れていたことが考えられ、遺構規模と合わせると小河川の可能性もある。覆土中より土師

器無台椀、須恵器無台杯、土師器長蕊・小尭・鍋、須恵器大尭（図版１６）などが出土した。遺物は覆土の

上位層で多く見られた。覆土l層はプラントオパール分析の結果（第５節Ａ）イネが比較的多量に確認さ

れており、この層が堆積した時点では水が流れていない状態であることが想定される。

ＳＤ３（図版１０．１１、写真図版8）

３C－６．１１グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。Ⅷ層上面より掘り込まれている。南北方向にの

び両端とも調査区外に続く。断面形は皿形で、坑底面は平坦である。最大幅0.70ｍ、深さ0.08ｍである。

覆土は淡色土で炭化物は含むが焼土化はしていない。遺物は土師器無台椀・長髪・小婆・鍋、須恵器大尭

(図版１６）などが出土した。

ｃ）掘立柱建物跡（ＳＢ）

ＳＢ１（図版１０．１１）

３B－１２．１３．１８グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。鉄塔脚部のた

め規模は不明であるが、柱間の多い方向を桁行（長軸)、柱間の少ない方向を梁行（短軸）とするならば、

桁行は2.4ｍ、梁行は2ｍ程度と推定される。柱間は0.5ｍから2ｍである。ピットは4基確認された。ピット

内に柱材は残存していないが士層観察で黒色土の落ち込みが確認できた。

P13B-l8グリッドにあり、長軸0.23ｍ、短軸0.22ｍ、深さ0.21ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土3が落ち込む。

P23B-18グリッドにあり、長軸0.27ｍ、短軸0.26ｍ、深さ0.20ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土3が落ち込む。

P33B-l2グリッドにあり、長軸0.32ｍ、短軸0.30ｍ，深さ0.19ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土2が落ち込む。

Ｐ４３Ｂ－８グリッドにあり、長軸0.34ｍ、短軸0.28ｍ、深さ0.26ｍである。平面形は楕円形、断面形は半円形である。覆土lが落ち込む。
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。）ピット（Ｐｉｔ）

Ｐｉｔｌ（図版１０．１１）

２B-15グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.22ｍ、短軸0.18ｍ，

深さ0.16ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は2層に分層され、上位は黒色土、下位は

淡色土で、レンズ状に堆積している。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ２（図版１０．１１）

２B-20グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.25ｍ、短軸0.23ｍ、

深さ0.18ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は3層に分層され、上位は黒色土、下位は

淡色土で、互層に堆積している。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ３（図版１０．１１、写真図版8）

３C-6グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.32ｍ、短軸0.28ｍ、

深さ0.17ｍである。平面形は不定形、断面形は半円形である。覆土は2層に分層されともに黒色土で、レン

ズ状に堆積している。遺物は出土していない。

Ｐｉｔ４（図版１０．１１、写真図版8）

３C-6グリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.40ｍ、短軸0.38ｍ，

深さ0.26ｍである。平面形は円形、断面形は半円形である。覆土は2層に分層される。覆土中より土師器無

台椀（図版17）が出土している。

Ｐｉｔ５（図版１０．１１）

３C-llグリッドにある平安時代の遺構と考えられる。確認面はⅧ層上面である。長軸0.24ｍ、短軸0.22ｍ、

深さ0.16ｍである。平面形は不定形、断面形は半円形である。覆土は黒色が強い。ＳＤ３と重複し本遺構の

方が新しい。ＳＤ３との関連は不明である。

４遺物各説(図版14~17､写真図版9~12）

中谷内遺跡からは、古墳時代から近世以降の遺物が出土している。出土した遺物の大半は平安時代の遺

物である。出土総量はコンテナ（内径54.5×33.6×１０cm）に14箱である。

Ａ１区

1）古代の遺物

ａ）遺構出土遺物（図版14、写真図版9）

ＳＤ１（図版１４、写真図版9）

須恵器大要の胴部(1)が出土している。遺構の検出層位から流れ込みによるものと思われる。

Ｂ２区

1）古代の遺物

ａ）遺構出土遺物（図版14、写真図版9）

ＳＫ２（図版14、写真図版9）

土師器無台椀(2～7)、黒色土器無台椀⑧、土師器長妻(９．１０)・小謹(１１)が出土している。２～5の土師器
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無台椀はC2類で、６はＣｌ類である。３．４は共に口縁部から底部まで残存し、形態も類似する。底部は糸切り

後無調整で、ロクロの回転方向は右である。７の土師器無台椀は底部資料で、糸切り後無調整でロクロの

回転方向は左である。９の土師器長髪は口縁部資料で端部が上方に短く屈曲するＢ類で、内外面カキメであ

る。８の黒色土器は胴部資料で内面はミガかれている。１１の小尭は底部資料で、糸切りの後調整きれてい

る。

ＳＫ３（図版１４、写真図版9）

土師器長婆(１２)が出土している。１２は口縁部端が上方に短く屈曲するＢ類である。全体に摩滅している

が胴部上位はカキ目、下位はタタキ目がある。

ＳＫ４（図版１４、写真図版9）

土師器無台椀(１３)、須恵器無台杯(１４)が出土している。１３の土師器無台椀はA3類で口縁部資料である。

ｂ）包含層出土遺物（図版１４．１５、写真図版１０）

土師器無台椀(１５～26)、黒色土器有台Ⅱ(27.28)、須恵器無台杯(29～35)・有台杯(36)、土師器小髪(３７

～43)・鍋(44.45)、須恵器大尭(46)が出土している。１５～19.21の土師器無台椀はA2類で、20.26はC2類で

ある。１８の土師器無台椀は器高･底径はＳＫ２出士の３．４に類似するが、口縁部形態は内誉ぎみに立ち上が

る。底部は糸切り後無調整である。27.28の黒色土器有台皿は貼り付け輪高台である。須恵器無台杯の底

部Iまへラ切り後無調整である。３６は口縁部資料であるが形態から有台杯とした。３７の土師器小妻はC類で、

38はＢ類である。４０．４２の土師器小婁は底部資料で糸切り後無調整、４２はロクロの回転方向は右である。

44の鍋はB類である。４６の須恵器大尭の口縁部は内外面カキ目が、頚部内面は同心円の当て具痕が残る。

Ｃ３区

1）古墳時代の遺物

ａ）遺構出土遺物（図版１５、写真図版9）

ＳＫ１（図版15、写真図版9）

土師器壷(47)が出土している。４７は体部がやや縦長に潰れた形状で、体部内面に粘土紐痕を残す。口縁

部は体部と比較して小さく、丸底であると思われる。帰属年代は古墳時代中期～後期と考えられる。

ｂ）包含層出土遺物（図版１５、写真図版１１）

土師器蕊(４８．４９)が出土している。４８は小型の喪で口縁部は「く」の字状に屈曲している。胎土は精練

されているが、摩滅しているため調整は不明である。４９は土師器髪で内外面ハケメで調整されている。帰

属年代は古墳時代中期～後期と考えられる。

2）古代の遺物

ａ）遺構出土遺物（図版１５．１６、写真図版１１）

ＳＫ４（図版15、写真図版11）

須恵器無台杯(50)・杯蓋(51)、土師器長尭(52)が出土している。５０の須恵器無台杯は口縁部～胴部資料

でＡ１類である。５１は杯蓋のつまみで、形態はボタン状を呈し中央部は窪んでいる。５２の土師器長尭の外面

はカキ目、内面はタタキ目が残存することから体部資料と思われる。

ＳＤ１（図版１５、写真図版９．１１）

土師器無台椀(53)、須恵器無台杯(54)、土師器長蕊(55～57)・小尭(５８．５９)が出土している。５３の土師
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４遺物

器無台椀は口縁部資料でA2類である。５４の須恵器無台杯は口縁部資料でA2類である。５５の長婆は３トレン

チ端部よりほぼ原形をとどめた形で出土した。口縁部は体部から明瞭に屈折し「<」の字状に外反した後

上方が短く屈曲するＢ類である。体部内外面にカキ目が巡り、下半にタタキ目及び当て具痕が、内面には

カキ目も見られる。底部内面に単位の少ない当て具痕が見られる。５８．５９の小婆はＢ類である。

ＳＤ２（図版16、写真図版１１）

土師器無台椀(60～64)、須恵器無台杯(65～70)、土師器長蕊(７１．７２)・小尭(73～83)・鍋(84)、須恵器

大尭(85～86)が出土している。６０．６１の土師器無台椀は口縁部が内蟹するＡ２類で、６４は器壁が底部から直

に立ち上がるＢ１類である。６３の土師器無台椀の器壁は底部から緩やかに立ち上がる。６３．６４は底部が残存

しており、６３の底径は4.9cm、６４は5.8cmで、確認された土師器無台椀の中ではやや広めである。６５．６６の

須恵器無台杯は胴部～底部資料で、６５の器壁は底部から緩やかに、６６はやや直に立ち上がる。底径はとも

に7cm以上あり、ヘラ切り後無調整で、ロクロの回転方向は右である。形態及び焼成から新津産と思われ

る。７１．７２の土師器長尭は口縁端部が屈曲しないC類である。７３～75の土師器小尭はＡ類、７６．７７はＢ類、

７８．７９はＣ類である。８４の鍋はＢ類である。８５の須恵器大尭は外面にタタキ目、内面に同心円当て具痕が

残る。

ＳＤ３（図版１６、写真図版１１）

土師器無台椀(87)、須恵器杯蓋(88)、土師器長髪(89～93)・小尭(94～97)、須恵器大喪(98)・壷(99)が

出土している。８７の土師器無台椀は器壁が底部から緩やかに立ち上がる。８８は須恵器杯蓋の端部で下方に

屈曲する形態である。１類の須恵器無台杯に伴うものと考えられる。９４．９５の小蕊はB類である。

Ｐｉｔ４（図版17、写真図版11）

lOOの土師器無台椀は器壁が底部から緩やかに立ち上がる。

ｂ）包含層出土遺物（図版17、写真図版９．１２）

土師器無台椀(１０１．１０２)、須恵器無台杯(１０３～１０８)・有台杯(109)・杯蓋(llO)、土師器長髪(１１１）・小謹

(１１２．１１３）・鍋(１１４)、須恵器大喪(１１５～117）・横瓶(１１８)・小型長頚壷(119.120)、磁器(121)が出土して

いる。確認・試掘調査で須恵器無台杯(122～126)、土師器小尭(１２７．１２８)・長髪(129）が出土している。

101.102の土師器無台椀は底部資料で、102は糸切り後無調整で、ロクロ回転方向は右である。101は比較

的底部が広く器高が低い形態と考えられる。１０３．１０４の須恵器無台杯はともに口径１３cm以上で、器壁が底

部から直に立ち上がるＢ２類である。確認された須恵器無台杯の中では法量が大きい部類である。底部Iまへ

ラ切り後無調整で、ロクロ回転方向は左である。１０５．１２３はB１類の須恵器無台杯である。１０３．１０４に比べ

ると小型で、器壁の底部からの立ち上がりがやや斜めである。１０８．１２４．１２５はＡ２類で、Ｂ類とした須恵

器無台杯に比べると器壁の底部からの立ち上がりが斜めである。109は口縁部～胴部資料であるが、形態

から須恵器有台杯とした。llOは杯蓋の端部で下方に屈曲する形態である。２類の須恵器無台杯に伴うもの

と考えられる。１１１は土師器長嘉で外面にタタキ目、内面に同心円当て具痕がある。112の小尭はB類であ

る。114の鍋はB類で、胴部上位は内外面カキメ、下位はケズリとハケメによる調整である。１１５～117は須

恵器大喪で外面にタタキ目が、内面にカキ目又は当て具痕がある。１１８の横瓶は外面にタタキ目、内面に

同心円の当て具痕がある。１１９．１２０は小型の長頚壷の頚部である。121は竹笹文が施された18世紀代の肥

前産の磁器の染付碗であるｏｌ３０は磨石で石材は安山岩である。
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５自然科学分析

Ａ中谷内遺跡3区の士層とテフラ

早田勉㈱古環境研究所

1）はじめに

新潟県域には、御岳、妙高、黒姫、焼山など信越地方の火山のほか、北関東地方や中国地方さらに九州

地方に分布する火山などから噴出したテフラ（tephra，火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多く分布してい

る。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、それらとの関係を求める

ことにより、地層の堆積年代や土壌の形成年代だけでなく、遺構や遺物の年代などについても知ることが

できるようになっている。そこで新津市中谷内遺跡においても、地質調査を行って士層の記載を行うとと

もに、テフラ検出分析を行って、指標テフラの検出同定を試みることになった。地質調査の対象となった

地点は、３区セクションである。

2）土層層序

３区セクシヨンでは、下位より灰色シルト層（層厚１９cm，ＳＤ２３層)、灰色シルト層（層厚6cm，ＳＤ２

２層)、黄灰色シルト層（層厚4cm以上，ＳＫ４覆土)、灰色シルト層（層厚6cm，ＳＤ２１層)、暗灰色泥層

(層厚１７cm，Ⅶ層)、やや鉄分を多く含む暗灰色士（層厚１２cm，Ⅵ層)、灰色士（層厚11cm，Ｖ層)、褐色が

かった灰色士（層厚１１cm，Ⅳ層)、灰色士（層厚6cm，Ⅲ層)、灰色表土（層厚１６cm，Ｉ～Ⅱ層）が認めら

れる（図l)。

3）テフラ検出分析

ａ）分析試料と分析方法

土層の層位や年代に関する資料を得るために、３区セクションにおいて基本的に5cmごとに設定・採取さ

れた試料のうち１１点について、テフラ検出分析を行った。テフラ検出分析の手順は次の通りである。

１）試料logを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）恒温乾燥器により80℃で乾燥。

４）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を観察。

ｂ）分析結果

テフラ検出分析の結果を（表l）に示す。分析では、試料18と試料8を除くいずれの試料からも火山ガラ

スを検出することができた。そのうち試料20には、白色の軽石型ガラスや、無色透明のバブル型ガラスが

少量含まれている。試料１６から試料１０にかけては、無色透明や白色の軽石型ガラスや褐色のバブル型ガラ

スが少量検出される。試料8より上位の試料には、比較的多くの火山ガラスが含まれている。火山ガラス

は無色透明の軽石型やバブル型のものである。

4）考察

テフラ検出分析の結果、とくにガラス質指標テフラの降灰層準を示すような、火山ガラスの濃集層準は

検出されなかった。火山ガラスの起源としては、繊維束状に発泡した軽石型ガラスがとくに多いこと、ざ
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らに角閃石が認められることなどから、約5,000年前.'に沼沢火山から噴出した沼沢lテフラ（Ｎｍ－ｌ，只見

川第四紀研究グループ，1966a，l966b，町田・新井，1992）に由来する可能性が高いと思える。しかしな

がら、多くの火山ガラスの特徴は、915年に十和田火山から噴出したと考えられている十和田ａ火山灰

(To-a，大池ほか，1966,大池，1972,町田ほか，1981）のテフラ粒子の特徴ともほぼ共通している。した

がって、比較的連続的に軽石型ガラスが出現しはじめる試料６（Ⅶ層）付近にその降灰層準があるのかも

知れないが、その詳細については不明な点が多い。

今後、精度が高い屈折率測定や、信頼度が高いEPMＡによる火山ガラスの主成分化学組成分析を行うこ

とによって、指標テフラとの同定精度が高められると良い。

5）小結

新津市中谷内遺跡3区において、地質調査とテフラ検出分析を行った。その結果、沼沢1テフラ（Nm-1，

約5,000年前叢'）などに由来する可能性があるテフラ粒子を検出することができた。

*ｌ放射性炭素（１℃）年代．

文献
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プラント・オパール分析は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

Ｂ中谷内遺跡3区におけるプラント・オパール分析

杉山真二㈱古環境研究所

1）はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分

析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネの消長を検討することで

埋蔵水田跡の検証や探査が可能である（杉山，2000)。

2）試料

試料は、３区から採取された計１０点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3）分析法

第Ⅳ章中谷内遺跡

試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

試料約19に対し直径約40ﾉαｍのガラスビーズを約0.029添加（電子分析天秤により0.1ｍｇの精度

で秤量）

電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

超音波水中照射（300Ｗ・４２KＨｚ・’０分間）による分散

沈底法による2伽、以下の微粒子除去

封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

検鏡・計数

（１）

(2)

１
１
ｊ
ｊ
ｊ

Ｇ
牲
伍
⑮
け

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールを対象

として行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の

精査に相当する。試料'9あたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料１９中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたり

の植物体乾重、単位：，0-59）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤

米）の換算係数は2.94（種実重は1.03)、ヒエ属（ヒエ）は8.40、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（スス

キ）は1.24、タケ亜科（ネザサ節）は0.48である。

4）分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ
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５自然科学分析

属型、タケ亜科の主要な5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を（表1）お

よび（図l）に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5）考察

ａ）水田跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料１９あたり5,000個以

上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している（杉山，2000)。

ただし、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を

3,000個/gとして検討を行った。

３区では、Ｉ‐Ⅱ層（試料1）からＳＤ２覆土3層（試料１０）までの層準について分析を行った。その結果、

すべての試料からイネが検出された。このうち、Ｉ‐Ⅱ層（試料l）では密度が11,300個/gとかなり高い値

である。これは、現在もしくは比較的最近の稲作によるものと考えられる。Ⅲ層（試料2）では密度が

5,300個/gと高い値であり、Ⅳ層（試料3)、Ｖ層（試料4)、ＳＤ２覆土l層（試料7）でも3,000～4,500個/ｇ

と比較的高い値である。したがって、これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

その他の層では、密度が700～2,300個/gと比較的低い値である。イネの密度が低い原因としては、稲作が

行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、洪水などによって耕作土が流出した

こと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが考えられる。

ｂ）堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。このこ

とから、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境（乾燥・湿潤）を推定するこ

とができる。おもな分類群の推定生産量によると、Ⅲ層～ＳＤ２覆土1層ではヨシ属が優勢であり、Ｖ層よ

り上位ではイネも多くなっている。

以上のことから、Ⅲ層より下位層の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿地的な環境であったと考え

られ、そこを利用して調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定される。また、Ｉ‐Ⅱ層では

ヨシ属があまり見られなくなっていることから、この時期には堆積環境が乾燥化（乾田化）した可能性が

考えられる。

6）まとめ

プラント・オパール分析の結果、Ｉ‐Ⅱ層～Ｖ層およびＳＤ２覆土l層の各層からはイネが多量に検出さ

れ、それぞれ稲作が行われていた可能性が高いと判断された。また、その他の各層でも稲作が行われてい

た可能性が認められた。Ⅲ層より下位層の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿地的な環境であったと

考えられ、そこを利用して調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定される。
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第Ⅳ章中谷内遺跡

６まとめ

Ａ遣構

中谷内遺跡の遺構についてまとめる。なお、ｌ区及び2区は、平成9年に農免道路大蔵七日町線に伴う発

掘調査〔立木ほか'999〕（以下、中谷内遺跡（99年)）及び平成１２年に東部排水機場建設に伴う発掘調査〔渡

豊ほか2002〕（以下、中谷内遺跡（02年)）と近接するため遺構の対応関係を含め記載する。

1）中谷内遺跡１区

今回調査した中谷内遺跡l区（以下、中谷内l区）は中谷内遺跡（99年）から60ｍほど北に位置する。中

谷内遺跡（99年）発掘調査で遺構は調査区北西側と南東側に集中しており、中谷内l区はこの北西集中区

の北方向である。中谷内遺跡（99年）で遺構が集中した区域の遺構確認面上面の標高が約2.8ｍ，中谷内１

区では北西側の遺構確認面の標高が約3ｍで北東側に向かって標高が下がっている。現在では耕地整理に

より平坦な地形であるが、古代における遺跡周辺の地形は〔星野ほか'996〕に記載されているように結の

東方から満願寺へと断続的に続く丘陵上に位置すると思われる。さらに中谷内遺跡（99年）調査時に確認

された旧河道の標高と遺構確認面の標高差から、中谷内l区は旧河道に伴う微高地の端部に位置すると考

えられる。

古代の遺構はＳＤｌ基、Ｐｉｔ４基確認された。Ｐｉｔについては掘立柱建物の構成は認められない。溝につ

いてはＳＤ２の主軸は北西～南東で、覆土はシルト質の黒色土であり水路として使用されたと思われる。

近世以降の遺構はＳＤｌ基、Ｐｉｔｌ基確認された。ＳＤについては『新津町東部耕地整理組合現景図』

(1940年頃作成）に対応する位置に水路があり、中谷内遺跡（99年）におけるＳＤ５及び中谷内遺跡（02年）

発掘調査におけるＳＤ６に対応する「水路」であると考えられる。

2）中谷内遺跡２区

今回調査した中谷内遺跡2区（以下、中谷内2区）は中谷内遺跡（99年）調査区から20ｍほど南に位置し、

1区で記載した中谷内遺跡（99年）調査区の遺構集中区域の南東側である。中谷内2区の遺構確認面の標高

は約2.9ｍで、１区で述べた旧河道に伴う微高地に位置していたと思われる。中谷内遺跡（99年）調査で遺

跡南東方向での遺構の検出の可能性が指摘されていたため確認に努めたが遺構密度はあまり高くなかっ

た。中谷内1区の調査と合わせると、中谷内遺跡（99年）における遺構密度が高い部分は、旧河道からあ

まり距離が離れていない範囲におさまると思われる。このことは旧河道の規模は広大な自然堤防を伴うも

のではないことを示し、生活圏は河の近辺の水利の便の良いところに限られるようである。

中谷内2区では遺物を伴う土坑はＳＫ２・ＳＫ３・ＳＫ４の3基確認された。遺構の分布に規則性は見られ

なかった。ＳＫ２・ＳＫ３・ＳＫ４の覆土は少量の炭化物を含むものであったが、焼土化は認められなかっ

た。ＳＫ４の平面形態は大型の楕円形、ＳＫ２は調査区端部で平面形態は不明だが大型の楕円形を呈すると

思われる。出土した土器は破片であり、出土土器の種類に偏りが見られないことから焼成遺構の可能性は

低く、中谷内遺跡（99年）報告書〔立木ほか1999〕で指摘されている「ゴミ穴」として機能していた可能

'性が考えられる。ＳＫ３は調査区端部で確認されたため全体形は不明である。遺物は土師器長妻が出土し

た。覆土は炭化物を少量含んでいる。覆土及び遺物の摩滅具合から遺物を遺棄した土坑と思われる。Ｐｉｔ

は6基確認され、遺跡北側が多い。Ｐｉｔについては掘立柱建物の構成は認められなかった。
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3）中谷内遺跡３区

今回調査した中谷内遺跡3区（以下、中谷内3区）は中谷内遺跡（99年）から400ｍほど南に位置し、標

高は約3.2ｍである。

古墳時代の遣構

ＳＫｌは3B-l2グリッドで確認され、覆土より古墳時代の遺物が出土した。（図版15-47）遺物は上から潰

れた状態で士坑底部より確認された。士坑内に立てられた状態で埋まった可能性が高い。中谷内3区では

平安時代の遺構も確認されているが、確認面はともにⅧ層上面であった。

古代の遺構

本跡における遺構の分布は調査区北東側と南西側に集中している。北東側には比較的規模の大きい遺構

がＳＫ４、ＳＢ１、ＳＤ２の3基確認できた。ＳＫ４では土器とともに多量の炭化物が確認された。遺構が調

査区外に及んでいるため遺構端部のみの確認であり詳細な検討を行うことができなかったが、焼成遺構の

可能性も含め今後考察していきたい。ＳＢ１は一部調査区外に及んでいるため全体を知ることはできない。

東西を主軸とし、主軸の柱間は約１間と推定される。ピット内から柱材等は確認できなかったがピット内

に黒色の覆土が落ち込んでいた。周辺に雨水排水のための区画溝等は確認できなかった。遺構の規模は結

七島遺跡〔立木ほか2003〕、沖ノ羽遺跡〔細野ほか2002〕と比較すると規模が小さい。この規模のものは新

潟市小丸山遺跡〔小池ほか1995〕に類例が見られ、桁行、梁行の柱問が不均等で全体として正方形を基本

としていることは共通している。新潟市小丸山遺跡ではこの他に規模の大きい掘立柱建物跡が確認されて

おり両者が一群をなしている。本跡北東側に遺構が広がることが考えられ今後の調査成果を待ちたい。Ｓ

Ｄ２は覆土の状況から一定期間水が流れていたと思われる。遺構の規模から考えると水路か小河川であろ

う。遺物が確認された覆土の上層部分は、プラントオパール分析によると遺物が確認された覆土l層にお

いて多量のイネが確認された（第５節)。このことから、この層が堆積した時点ではこの遺構では水が流れ

ていなかったと考えられる。上記のことからＳＫ４、ＳＢｌ，ＳＤ２の前後関係はＳＤ２→ＳＫ４・ＳＢ１と考

えられ、土地利用はＳＤ２の埋没に伴い調査区の南西側から北東側へ広がっていったことが考えられる。

南西側ではＳＤ３、Ｐｉｔ３～5が確認された。ＳＤ３は調査区外に及んでいるため形状及び規模は不明であ

るが、最大幅と形状から溝とした。覆土からは土師器無台椀・長尭・小喪等、須恵器無台杯・大尭・杯蓋

等が出土している。土器破片が多く種類に偏りがないこと等から「ゴミ穴」〔立木ほか1999〕として機能し

ていた可能性が指摘される。Ｐｉｔ５はＳＤ３と重複しており、土層観察ではＰｉｔ５の方が新しいがＳＤ３の関

連遺構とも考えられる。

ＳＤｌはトレンチ内の確認であり遺構の全体形は不明である。覆土よりほぼ完形の長髪が立てられた状

態で確認された。何らかの目的で人為的に埋設された可能性が考えられる。

Ｂ遺物

1）古墳時代の遺物

中谷内遺跡3区

古墳時代の遺物は3点確認された。（図版15-47）は小型の壷で体部はやや縦長に潰れている。つくりは粗

雑で器壁は比較的厚く体部内面に粘土紐痕を残す。口縁部は体部と比較して小さいことが特徴である。

(図版15-48）は小型の蕊で口縁部は「<」の字状に屈曲しており、口縁径は胴部径とほぼ同じである。胎
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土は精練されているが、摩滅しているため調整に関しては不明である。（図版15-49）は土師器婆で内外面

ハケメである。

胴部に比して口縁部径の小さい小型の壷と、口縁部が「く」の字状で口縁径が胴部径とほぼ同じである

小型の妻は、北割遺跡ＳＸ４〔川村2000〕出土土器に類例が見られ、川村編年〔川村2000〕の10段階以降

と考えられる。今回遺物点数が少ないため帰属時期を明確にすることができなかったが、古墳時代中期～

後期頃と思われる。

2）古代の遺物

中谷内遺跡の遺物について中谷内遺跡（99年）及び中谷内遺跡（02年）との対応関係を含め記載する。

出土土器の分析にあたり土師器と須恵器の構成比率、土師器無台椀及び須恵器無台杯の形態変化、土師器

煮炊具の形態変化等を考慮した。遺構内遺物について口縁部が残存する個体が少ないため構成比は口縁部

残存値（以下、口残値）総重量比（以下、重量比）を用い名称を示した。

中谷内遺跡2区（第７．９図）

遺構遺物の種類別構成比率は、口残値でＳＫ２（土師器１００％)、重量比でＳＫ２（土師器94.4％・黒色土

器5.6％）・ＳＫ３（土師器１００％）・ＳＫ４（土師器878％・黒色土器3.9％・須恵器8.3％）である。ＳＫ３は

遺物の大半を土師器長髪（図版14-12）が占めることを考慮すると、９割程度を土師器が占めると言える。

遺構内遺物の食膳具の割合は重量比でＳＫ２（土師器89.9％・黒色土器10.1％）・ＳＫ４では（土師器

79.6％・黒色土器6.5％・須恵器13.9％）と土師器が8割以上を占める。

機能別組成比率は重量比でＳＫ２（食膳具55.3％・煮炊具44.7％）・ＳＫ４（食膳具59雪8％・煮炊具40.2％）

である。組成比率（重量比）は食膳具が約6割を占め、器種別構成比率はＳＫ２では土師器無台椀49.7％・

ＳＫ４では土師器無台椀47.6％で土師器無台椀の割合が高い。

土師器無台椀のうち残存割合が高いものについて形状を示すと、（図版14-3）が口径13.8cm、器高3.9cm，

底径5.0cm、（図版14-4）が口径13.4cm，器高4.3cm、底径5.2cmでどちらも底部からの立上りが内脅、口縁部

が外反するＣ類である。３の土師器無台椀の器高指数（器高/口径×100）は28,底径指数（底径/口径×１００）

は３６，４はそれぞれ３２．３９である。

編年的考察のため包含層遺物の土師器無台椀で残存割合が高いものについて形状を示すと、（図版14-18）

が口径13.6cm、器高4.5cm、底径4.6cmで底部からの立上りが内督、口縁部が直に立ちあがるＡ類である。１８

の土師器無台椀の器高指数は33,底径指数は34である。食膳具に占める土師器無台椀の割合が高く、器高

指数が30前後、底径指数が35弱であることが読み取れる。須恵器無台杯について検討してみると、包含層

出土遺物であるが、器高に比べ底径が大きいとみられるもの（図版１４－３１．３２．３４．３５）と器壁が薄く体部

の外傾度が高いもの（図版１４－２９．３０．３３）が見られる。煮炊具については、土器師長尭・鍋ともに口縁部

で外反するが、受け口状に上方に屈曲はしない。

以上のことを踏まえ新津市と周辺遺跡の考察から中谷内遺跡2区の編年について考察する。

中谷内遺跡において食膳具に占める土師器の割合が非常に高くなるのは、中谷内遺跡（99年）報告書

〔立木ほか1999〕では第２期としているが、土師器椀、須恵器杯、土師器煮炊具の形態は概ね第１期の様相に

類似する。また、中谷内遺跡（99年）報告書の第２期であるＳＫ１３．１４、ＳＥ３２およびそれに相当する新

潟市小丸山遺跡〔小池ほか1995〕ＳＤ４．５では土師器無台椀で器高指数が35を越えるものが出現している

が、中谷内2区では見られないことから第２期には下がらないと考えられる。

上記のことから中谷内遺跡2区は中谷内遺跡（99年）報告書第１期に相当し、食膳具の形態から考えると
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６まとめ

春日編年〔春日1999.2003〕のⅥ1期（9世紀第３四半期）の年代に位置づけられるであろう。

中谷内遣跡3区（第７～9図）

遺構遺物の種類別構成比率は、口残値でＳＤｌ（土師器86.1％・須恵器13.9％）・ＳＤ２（土師器83.8％・

須恵器16.2％）・ＳＤ３（土師器86％・須恵器１４%)、重量比でＳＫ４（土師器572％・須恵器42.8％）・ＳＤ１

(土師器99.7％・須恵器0.3％）・ＳＤ２（土師器85.3％・須恵器14.7％）・ＳＤ３（土師器81％・須恵器１９％）

である。ＳＤｌは遺物の大半を土師器長婆（図版15-55）が占めることを考慮すると、概ね土師器が8割強、

須恵器が2割弱の割合である。

遺構内遺物の食膳具の割合は口残値でＳＤｌ（土師器39.3％・須恵器60.7％）・ＳＤ２（土師器66.7％・須恵

器33.3％）・ＳＤ３（須恵器１００％)、重量値でＳＫ４（土師器2.2％・須恵器97.8％）・ＳＤｌ（土師器67.2％・須

恵器32.8％）・ＳＤ２（土師器54.5％・須恵器45.5％）・ＳＤ３（土師器96.1％・須恵器3.9％）である。

機能別組成比率は口残値でＳＤｌ（食膳具22.9％・煮炊具77.1％）・ＳＤ２（食膳具48.7％・煮炊具51.3％）・

ＳＤ３（食膳具14.0％・煮炊具86.0％）で、煮炊具の割合が食膳具を上回っており、この傾向は重量比でも

同様である。

食膳具について、須恵器無台杯は器壁が比較的厚く器高が3cm以上の深身のもの（図版17-103.104)、底

部が厚く深身のもの（図版１６－６５．６６）がＳＤ２出士遺物に見られる。後者は形態及び焼成から新津産と考

えられる。土師器無台椀（図版16-64）は口径12.4cm、器高3.5cm、土器の器高指数（器高/口径×100）は２８

である。

煮炊具については土師器長婆・鍋ともに口縁部は外反した後、受け口状に上方に屈曲しないものが多

い。

遺構内に完形の須恵器無台杯が少ないため遺構毎の編年を組み立てることはできないが、須恵器無台杯

及び士師器無台椀の形状等からＳＤ２は本遺跡においては古段階であると考えられ、これは遺構の検出状

況と一致する。

以上のことを踏まえ新津市と周辺遺跡の考察から中谷内遺跡3区の編年について考察する。調査区全体

の遺物を概観しながら検討すると、遺構の中で古段階としたＳＤ２及び一部の遺物は食膳具の形態等から

中谷内遺跡（99年）報告書の第１期よりさかのぼると考えられる。しかし、その他の食膳具・煮炊具の形

態及び食膳具に占める土師器の割合等はそれより新段階の様相である。このことから遺跡の編年的位置づ

けは春日編年〔春日1999.2003〕のＶ2期～Ⅵ1期（9世紀第２～3四半期）に相当すると思われる。

最後に中谷内遺跡の立地及び性格について過去の発掘調査とあわせ成果と課題を提示したい。

中谷内遺跡3区では古墳時代の遺物が確認され、新津市の古墳時代における沖積地への進出過程の一端

が明らかになった。一方、ｌ区及び2区では新津市教育委員会の調査地域に近接し、それを補充する資料が

確認された。今後の発掘調査において、この地域における古墳時代から古代にかけての土地利用を考察し

ていくことが必要であろう。
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中谷内遺跡主要遺構一覧表

調査区 遺構名 調査区域 グリッド 確認面
形態 遺構規模 (m)

覆土 主軸方向
遺構図版 SP 遺物の

遺物図版 備考
平面 断面 長さ 最大幅長軸 短軸 深度 (No.) (No.) 有無

1区 SOl 新設部 2B-2・6他 V層 台形状 10.50 1.20 0.46 1層 N-30. -E 7 6.7 有り 14 
l区 S02 新設部 2A-24・25他 vm層 箱形 6.30 0.90 0.16 2層 N-58. -w 7 6・8 無し
1区 Pitl 新設部 2B-7 V層 円形 半円形 0.40 0.34 0.20 1層 N-57. -W 7 l 無し
I区 Pit2 新設宮市 2B-9 vm層 円形 半円形 0.34 0.28 0.20 2層 N-38. -W 7 2 無し
1区 Pit 3 新設部 2B-17 vm層 円形 半円形 0.33 0.27 0.25 l層 N-73. -W 7 3 無し
l区 Pit4 新設部 2B-9 vm層 円形 半円形 0.27 0.21 0.19 l層 N-85. -E 7 4 無し
l区 Pit5 新設部 2B-2 vm層 円形 半円形 0.31 0.28 0.18 l層 N-41. -W 7 5 無し
2区 SK1 支線部 50-3 vm層 箱形 0.13 3層 9 9 無し
2区 SK2 支線部 4A-22・4B-2 vm層 皿形 0.08 2層 8・9 I 有り 14 
2区 SK3 支線部 2E-4 vm層 皿形 0.06 1層 9 8 有り 14 
2区 SK4 拡幅部 3B-24・25他 vm層 楕円形 皿形 2.10 0.56 0.06 1層 N-48. -W 8・9 10 有り 14 
2区 Pitl 拡幅部 3B-24 vm層 円形 半円形 0.22 0.20 0.22 4層 N.55. -W 8・9 2 無し
2区 Pit2 拡幅部 3B-23 vm層 円形 半円形 0.14 0.12 0.14 2層 N-65. -E 8・9 3 無し
2区 Pit3 拡幅部 3B-23 四層 円形 半円形 0.18 0.16 0.20 3層 N-65. -E 8・9 4 無し
2区 Pit4 拡幅部 3B-18 vm層 円形 半円形 0.20 0.18 0.14 2層 N-34. -W 8・9 5 無し
2区 Pit5 拡幅部 3C-9 vm層 円形 半円形 0.22 0.21 0.30 3層 N-5. -W 8・9 6 無し
2区 Pit6 拡幅部 3C-7 四層 円形 半円形 0.18 0.17 0.21 3層 N-52. -W 8・9 7 無し
3区 SK1 拡幅部 3B-12・13 vm層 楕円形 半円形 0.60 0.36 0.12 l層 N.25. -E 10 1 有り 15 
3区 SK2 拡幅部 3B-7 vm層 |円形 箱形 0.34 0.32 0.13 3層 N-23. -E 10 2 無し
3区 SK3 拡幅部 3B-7・12 vm層 円形 台形状 0.48 0.46 0.28 4層 N-6. -E 10 3 無し
3区 SK4 拡幅部 3B-8 vm層 半円形 0.30 1層 10・11 14 有り 15 
3区 S01 支線部 20-9・10 vm層 箱形 0.26 3層 11 11 有り 15 
3区 S02 拡幅部 3B-9・10他 vm層 台形状 0.30 3層 10・11 14 有り 16 
3区 S03 拡幅部 3C-6・11 vm層 皿形 0.70 0.08 l騎 N-28. -E 10・11 12・13 有り 16 
3区 SB1 主E幅部 3B-12・13他 vm層 10・11 無し
3区 S B l(pl) 拡幅部 3B-18 vm層 円形 半円形 0.23 0.22 0.21 4層 N-27" -E 10・11 9 無し
3区 S B l(P2) 拡幅部 3B-18 vm層 円形 半円形 0.27 0.26 0.20 3層 N-24. -E 10・11 9 無し
3区 S B l(P3) 拡幅部 3B-12 vm層 円形 半円形 0.32 0.30 0.19 4層 N-4. -W 10・11 9・10 無し
3区 S B l(P4) 拡幅部 3B-8 四層 楕円形 半円形 0.34 0.28 0.26 3層 N-3. -E 10・11 10 無し
3区 Pitl 拡幅部 2B-15 vm層 円形 半円形 0.22 0.18 0.16 2層 N-83. -W 10・11 4 無し
3区 Pit2 拡幅部 2B-20 vm層 円形 半円形 0.25 0.23 0.18 3層 N-70. -E 10・11 5 無し
3区 Pit3 拡幅部 3C-6 vm層 |不定形 半円形 0.32 0.28 0.17 2層 N-75. -E 10・11 6 無し
3区 Pit4 拡幅部 3C-6 四層 円形 半円形 0.40 0.38 0.26 2層 N-71. -E 10・11 7 有り 17 
3区 Pit 5 |拡幅部 3C-11 vm層 |不'iF形 半円形 0.24 0.22 0.16 l屑 N-72. -W 10・11 8 無し

別表1

遺構名・グリッド名を記した.
第E章に記した.
器商/口径XI00
底径/口径X100
口径・底径・器商を示す.指弧付の数値は遺存率が低いものである.
須恵器・土師器について胎土中に含まれる鉱物・小礎等について記した. r石」は石英粒. r長」は長石粒. rチJはチャート‘ 「角Jは角閃石、 「梅Jは海綿骨針を表す.
『新版標準土色帳J(農林水産省農林水産技術会議事務局監修2002年版)の記号を記した.
酸加炎焼成・還元炎焼成の区別を記した.
特徴的な手法のみを記1.-.網羅的な記載は行っていない.底部の「糸切り1 ・『ヘラ切り」はいずれも回転台を用いたものである.回転方向は回転台の回転方向を表す.底部調整やロクロケズリ・ロクロナデカら判断した.
分数表示で遺存割合を示した.

l 凶ふ位置 E 

τ井τーτrl周位| 種別グリ yド 1'W~ 1 
l6.20 11周 1須恵掛
46-2(2トf)12層 |土師器
46-2(2トレ)12層 |土師器
46'2(2トレ)12閥 |土銅器
46.2(2トレ)12闇 |士師器

瀦
『
〈
酬
明

中谷内遺跡古墳時代及び古代土器・陶磁器観察表別表2

号
取
一
必
跡
事

備考

右嬬繭

焼成
l 外面 l 内面

還冗|平行タタキメ・カキメ l同心円当て具痕
酸化|ロクロナデ |ロクロナデ
酸化|ロクロナデ |ロクロナデ
酸化|ロクロナデ |ロクロナデ
自主化|ロクロナデ lロクロナデ

色調

茨一一ーマ5Y511J
浅黄檀(lOYR8/3)
浅賀檀 CIOYR8/3) 
淡質 α5Y8/3) 
浅黄椴 (JOYR8/3)

組4;5.0 
5.2 

14.0 
13.8 
13.4 
13.0 

心3
CJl 
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図h版遺h物 醐宜 出ー:mo 周位 種自IJ 器種 I 揖指数両 指陸直数 胎土 色調 焼成 回方相向 備考
遺構名 タ!ッド 底径 器高 外曲 肉由 底部 縁部底部

16 ::;uz 1""-4 メ |力=メ /db 
10 1 72 5 力メ

16 1 73 邑

5D2 lロ'ロ Tラ

t-ラ
'2 ロ'口 Tラ '36 136 ス t付着

1"0 1"0 
丙I.-¥j f戸ラ 136 1/36 スス付着

80 ~f.. ~i l刀メ 136 
Hl 6. Fテ 10/"0 1"0 
82 (.U Z檀 l口 2ナデ |糸切り 4/36 1136 
83 18- 7.0 ，- ~I.- \i Eナデ |品切り 136 
M 18- {4U.' 1・ 1"0 
85 1 3 '2 18-' 1・ (5YI 平 Tタ 掲メ 1当了具痕

15 38-9 l口、 51 平 Tタ メ 1当具痕

"J>C. IS IJ" 1"ι 「椀 5.U :日 1U、RH/2) ーテ |最切り bf"o 
31&: 15D3 13C 12.1 (N61 'ロ・ |ロ'ロナデ 2136 

!恒 OY メ 、ケメ 同心円当具痕

614; 
(2.5Y81 'キメ 、ヶメ

10YR~ 'キメ メ
(.bYR也 .具祖

15.1 10YRl 136 
14.1 f"o |内聞1'1融部にスλ何相

6.0 ロ'ロ |糸切り 5/36 
13.1 盤 "1"6 |内由スス何宥

院 メ rタタキメ|岡 J円 .再現
灰

5.6 民自 {2.5YHI: |最

6.' 書量 10Y ~8/2l 

I雪量
5{4トレ} 4.6 7.51 
。(3 ト~l 13.61 9.2 4.0 29 68 7.5Y' 'ロ 136 

13.01 9.' 4.0 31 69 l灰 7.5、 51"0 
(.(j I z.也 24 00 l院 (.b、 |ロ'口 20/36 

(N6f) 
3/36 4/3 

1.6 6/ 3/36 
LU 14日 l!f"o 

l量 ld.b |口"ロー 3/36 
ニー4 置 fR8/3) 平「タ メ 1I司.~，円 :具痕ハウメ

12 1 " l聾 '"_U 2fδb 
13 1 3 :-4 費 6.0 ロ'ロ |糸切り 136 
114 二4 38.0 |刃ーメ 円T当:具痕川ケ 9/"6 

15 1 " 'タ |刀メ

16 1 3 Tタタキメ|力・ メ 、ケメ
;(4帥} ;Y51 Tタタキメ|平1t当 主痕

'IH ヨト21t ト~) Y6/ rタタキメ|岡aJ円当 具現
119 i.5Y' ロ'ロナー ロナf i小型
12日 3C-l0 】ナ 1ナ !小型

車
"8-24 :日 H/ 施! |施1 |肥前産.竹宮文 1~代

122 |ロ'ロ
6_5 28 54 |へ'7切り震調璽 左 16/"6 

8.0 |ヘラ切り窯調聾 在 9/36 136 
l小量 【8.' !i罰 :.5Y7/3l "，"0 1"0 
l小型 I!貫賀 、5YH/"' /36 

l l長聖 l浅昔 五Y7I3l 平!Tタ ーメ 当・ー呉 136 
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~ 別表4 中谷内遺跡主要遺構出土古代土器器種構成率

ょせ
霊童 聖具 煮炊具 1fT車車A

調査区 遺構名 主|官者量 黒 F十器 調 J1器 H岩器 須 I器 合計
無1f曹 有 T皿 無1T椀 無1ま科、 有 全科、 干f蚕 長聾 小型 大費
'.6% 12.4% U.!S¥I UU.U沌

(点 1.3% 16.7% lUU.U兇
2.44 3ヲ百 k邑6 1!S.7% UO.O% 

2区 SK2  (.'I!. 。% 25.m屯 41100.0% 
(.'I!.: 44.4% 44.4% 5.6% 5.6% 00.0% 
(点 48 7.4% 12.9% 41 6.5% 6% .t;苅 t;2 lUU.U% 
、E lt;馴 4¥1.l克 1¥1. ~.t;l t;¥I 1 \1.~l H!>.i 24.2沌 i:S.~ U苅 3邑4.邑 lUU.m括

.75 00.0% O. 00.0% 
(点i 00.0% 00.0% 

2区 SK3  1.'I!.: 
【点 8.8% 124 91.2% 136 00.0% 
(点i 8.8% 125 91.2% 137 00.0% 
、g， 8.0 1.7% 144. 99.3% 1~2. UU.U% 

1.2'i lUU.U% U.27 00.0兇
【点i 100.m屯 00.0% 

2区 SK4  (点i
t尿 4~.4苅 9.1% 18.2% I!S .. ¥I.U揺 IIOU.U% 
1$K: 5i:S.!S% 「苅 15.4) l邑.4% 7.7施 131100.0% 

‘g i:S2.U 47.t;% lW i:S.¥I苅 b !S.i:Sl 12.目 1¥1.1% 14.2 21.1苅 67.2 00.0鬼

(点

3区 SK1  t鳳
t鳳 IUU.U% 00.0% 
lJn¥: 100.U% 00.0% 

‘g 邑46.4lOU.U% 546.4 00.0% 
O. 00.0% 00.0% 

(点 00.0% UU.U施
.00 100.0% uU.m栢

3区 SK4  U証 lUU.U% 100m国
【点i 14品克 14.3% 2!S.6克 14.ι3% 28.6克 00. )% 
【点 1% 22.2% 1% 22.2% 1% 22.2'国 00. )% 
、E O. m屯 1.51 15.8% 19.1 27.m栢 26.6 36.6% 6 8.5% 8. 1% 72. 00. )% 

¥I.U指 1i:S.¥ll ~\I.U沌 1.2: I!S .2: UU. )% 
(J証i 2U.U:括 2U.U% 2U.U苅 4U.U苅 100.0% 

1.75 100.0% 1.75 00.0% 

3区 SD1  (点i 100.0% 00.0% 
t鳳 。% 2t; !St;.l沌 3.i:Sl 3U lOum幅
【点 6.1% 1.5苅 5!S 87.9% 31 4.ι5)百 66 00.0% 
19 18.0 .7% 8.8 U.3% 2679.3 98.3% 19.5 0.7% 2725. 00.0% 

U. i:S2.~沌 1.25 16.2% ¥1.1沌 I.~ t; i:St;.4) U.U¥I ~.!S: .54 UU.U% 
【点 3U.4% 41 17.4克 8.7% 3U.4% 13.1% 23 100.0施

1.36 40.5% 25 37.2% 1.75 22.3% 3.36 100.0% 

3区 SD2  (点 33.3% 33.3% 33.3% UU.U% 
し県 2U I¥I.!S% .Ul 2!S 27.7完 1.¥1) 3坦 3!S.t;% 2.U% 10 lOU.O% 
【点 36 25.5% 邑.7兇 30 21.3% z 14.9% 44 31.2% .4% 14 100.0% 

‘g 169.5 12.6% 141.5 10.5克 216 16.0鬼 176.4 13.1% 588.8 43.6% 56. 4.2% 1348. 100.0% 
0.06 14.U指 U克 1.2: ~!S. U¥I zυ.¥1: IA IUU.U祐

(.'I!. 12.邑% 12.5% 5U.U施 Z函.U% lUU.O% 
38.9% 1.2: 61.1% 1.36 00.0' 

3区 S03  (点 33.3% 66.7% 00.0' 
【点i 21.4苅 1!S.t;苅 21.4% 23 32.8% 2.9% 2.9% ~U.U) 

(点i 19.7% 2% '.3% z 25.9兇 25 30.9% 2.5% 2.5% 8 OO.O~ ，g 46.~ 9.2% 1.4% 163.~ 32.5% 82 16.3% 15 23.0% 43. !S.l苅 49. 9.9% 503 JO.O~ 
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第Ｖ章沖ノ羽遺跡

第Ｖ章沖ノ羽遺跡

ｌ遺跡の概要

沖ノ羽遺跡では今回、古代から近世の遺物が出土し、遺構は近世以降のものが検出された。調査区は近

年鉄塔の補修を行っており撹乱を受けていた。遺物量は遺物収納コンテナ（内径54.5×3ａ６×１０cm）にし

てl箱であり、ほとんどが平安時代のものである。遺構は土坑（ＳＫ）１基、性格不明遺構（ＳＸ）１基、

溝（ＳＤ）１基確認された。

過去において平成3年から4年に磐越自動車道建設に伴う発掘調査を新潟県教育委員会〔石川ほか1994．

星野ほか'996春日ほか2003〕が、平成１３年から１４年に鮭川排水機場建設に伴う発掘調査〔細野ほか2002〕

及び15年に圃場整備事業に伴う発掘調査を新津市教育委員会が主体となって行っており、古墳時代から近

世にかけての遺構及び遺物が確認されている。

２層序 (第１O図）
沖ノ羽遺跡３Ｂ７

Ｘ～Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

３９3.9

ⅦＩ

ⅨⅨ'－－－－－－－－－－－－’

、

4ｍ

０．５

1ｍ

沖ノ羽遺跡の基本層序は色調に多少の違いはあるが、

概ね新津市教育委員会による平成13から１４年度発掘調査

の基本層序に対応し9層に分けられる。以下に基本層序を

記 す註')。Ⅶ

Ｉ層灰色土（7.5Y5/l）粘性あり、しまりややあり。耕

作土。

Ⅱ層灰色土（7.5Y5/l）シルト質土粘性あり、しまり

あり。耕作土。

Ⅲ層灰色土（7.5Y6/1）シルト質土粘性あり、しまり

あり。耕作土。あり。耕作土。第１０図沖ノ羽遺跡基本土層柱状図

Ⅳ層灰色土（7.5Y6/l）シルト質土粘性あり、しまりややあり。

Ｖ層灰色土（75Y4/1）シルト質土粘性あり、しまりあり。近世以降遺構確認面。

Ⅵ層灰色土（5Y5/1）シルト質土粘性あり、しまりあり。鉄分多量に含む。

Ⅶ層灰色土（5Y6/l）シルト質土粘性あり、しまりややあり。

Ⅷ層灰色士（5Y4/l）シルト質土粘性ややあり、しまりあり。平安時代遺物包含層。

Ⅸ層灰オリーブ色土（5Y5/2）シルト質土粘性ややあり、しまり非常にあり。平安時代遺構確認面。

註l）シルト質土層が主体である。Ｉ～Ⅲ層は水田耕作面である。調査区はⅧ層（包含層）までが部分的に鉄塔建替に

よる撹乱で失われているため、過物はあまり確認できなかったが、Ⅷ層中からは平安時代の遺物が出土する。遺構確認

面はＶ層上面及びⅧ層上面である。

新潟県教育委員会が行った調査で、今回の発掘調査区にもっとも近いＡ地区では基本層序を5層に分けている〔石川ほ

か1994〕・対応関係は今回の発掘調査の（以下、沖ノ羽2004）Ｉ～Ⅲ層と新潟県教育委員会が行った沖ノ羽遺跡Ａ地区調

査（以下、沖ノ羽1994）Ｉ層が、沖ノ羽2004のⅣ～Ｖ層と沖ノ羽1994のⅡ層が、沖ノ羽2004のⅥ～Ⅷ層と沖ノ羽1994の

Ⅲ層が対応すると思われる。
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３遺構各説

３遺構各説(図版19.20､写真図版13）

遺構はＶ層上面から掘り込まれているものが確認できた。新津市教育委員会による調査とあわせると

〔細野ほか2002〕Ⅳ層までは耕作士と考えられる。Ｖ層は新潟県教育委員会による調査〔石川ほか１９９４・星

野ほか'996．春日ほか2003〕では中世の遺構が確認されているが、本遺跡では近世以降と考えられる。遺

跡から検出された遺構は士坑（ＳＫ）１基・性格不明遺構（ＳＸ）１基・溝（ＳＤ）１基である。

1）近世以降の遺構

ａ）士坑（ＳＫ）

ＳＫ１（図版１９．２０、写真図版13）

２，－７．１２グリッド（４トレンチ）にある近世以降の遺構と考えられる。Ｖ層上面より掘り込まれている

が、トレンチ端部で確認されたため平面形は不明である。深さ0.26ｍで、断面形は半円形である。

ｂ）不明遺構（ＳＸ）

ＳＸ１（図版１９．２０、写真図版13）

２，－７．１２グリッド（４トレンチ）にある近世以降の遺構と考えられる。Ｖ層上面より掘り込まれている

が、トレンチ端部で確認されたため平面形は不明である。遺構は南北の方向で調査区外に伸びる。深さ

0.24ｍで断面形は箱形である。ＳＫｌと重複しており本遺構のほうが新しい。

ｃ）溝（ＳＤ）

ＳＤ１（図版１９、写真図版13）

２Ｂ・Ｃグリッドある近世以降の遺構と考えられる。Ｖ層上面より掘り込まれている。最大幅（壁セクシ

ョン）3.15ｍ、深さ（壁セクション）0.60ｍである。断面形は台形状である。東西の方向で遺構は調査区

外に伸びる。覆土はシルト質で下位に黒色士層があり、水が流れていたことが考えられる。

４遺物各説(図版20､写真図版12）

沖ノ羽遺跡からは、古代（平安時代）及び近世以降の遺物が出土している。遺物出土総量はコンテナ

(内径54.5×33.6×10cm）にl箱である。

1）古代及び近世以降の遺物

ａ）包含層出土遺物（図版20、写真図版12）

沖ノ羽遺跡の土器類はすべて包含層から出土した。土師器・須恵器と陶器がある。出土した遺物の重量

比は土師器68％（114.59)、須恵器35.4％（219)、陶器17.6％（17.69）である。本遺跡で出土した平安時代

の土器類は後述するが9世紀後半～10世紀初頭の年代観が想定される。

須恵器無台杯(1)、土師器鍋(2)・長髪(3)、須恵器大婆(4)、陶器碗(5)、土師器無台椀(6)（確認・試掘

調査資料）が出土している。ｌの須恵器無台杯は口縁部資料で内外面ロクロナデである。器壁は薄い。２の

土師器鍋は口縁部資料で、上方に短く屈曲するＡ類である。３の土師器長尭は外面タタキ目・カキ目・内面

同心円当て具痕があり、体部資料と思われる。４の大尭は口縁部資料で口縁部とそれに直行する端部に面

を持つ。内外面はロクロナデである。５の陶器は17世紀末から１８世紀初頭にかけての肥前産で高台は無粕

である。６の土師器無台椀は底部資料で底径は5cm程度と考えられる。
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第Ｖ章沖ノ羽遺跡

５まとめ

Ａ遺構

沖ノ羽遺跡の遺構について周辺で行われた発掘調査成果と比較しながらまとめておく。沖ノ羽遺跡は新

津丘陵の北西端に位置し、標高約3.65ｍである。「新津町外二ケ村開田耕作整理組合現形図」によると、現

在の磐越自動車道に沿って小河川があり、本年度調査区付近で北に流路を変えている。本跡周辺は調査報

告書〔星野ほか'996〕で指摘されているように昭和年代の土地改良が行われるまでは平坦地と微高地が混

在する地形であったと考えられる。

沖ノ羽遺跡ではＳＫｌ基・ＳＸ１基・ＳＤｌ基が確認された。出土遺物が無いため帰属時期を判断すること

は困難である。本遺跡で確認された遺構はすべてＶ層を掘り込んでいる。周辺で行われた発掘では、本跡

のＶ層に相当する層は磐越自動車道建設に伴う発掘調査〔石川ほか1994･星野ほか1996.春日ほか2003〕に

おいてはⅡ層とされ鎌倉時代の遺構確認面を含むようであり、それより上層は近世以降の耕作によるもの

であるとされている。ＳＸ１・ＳＤ１は主軸が南北方向であり関連性が考えられるが、覆土の堆積状況から

別遺構と判断した。ＳＤｌは上層においてシルト層が見られ、水路と考えられる。

Ｂ遣物

沖ノ羽遺跡では包含層から古代の遺物及び近世陶器が確認された。古代の遺物はすべて平安時代のもの

である。土師器と須恵器の割合は総重量比で土師器76％、須恵器24％で土師器の比率が高い。本調査区の

鉄塔は近年改修が行われた結果、包含層が一部撹乱されているため遺物出土量、及び割合を一概に比較す

ることはできないが、本遺跡では土師器の出土割合が高いと考えられる。

食膳具の形態は（図版20-1）の須恵器無台杯は器壁が薄く、底部からやや斜めに立ち上がると思われる。

確認・試掘調査出土の土師器椀（図版20-6）は底径が5cm程度で器壁の立ち上がりが緩やかである。器高は

低いと思われる。須恵器無台杯の形態は9世紀半ば以降、春日編年〔春日1999.2003〕におけるⅥ１期以降

の様相で、土師器椀の形態は9世紀半ば以降、春日編年〔春日1999.2003〕におけるＶ２～Ⅵ１期の様相であ

ると考えられる。これらのことから遺跡の編年は概ね9世紀後半から10世紀初頭の問になると考えられる。

最後に近隣の発掘調査成果と合わせ沖ノ羽遺跡の立地と′性格について若干触れたい。沖ノ羽遺跡は過去

に新潟県教育委員会〔石川ほか'994・星野ほか1996．春日ほか2003〕と新津市教育委員会〔細野ほか2002〕

により調査が行われ、古墳時代～近世以降の遺構及び遺物が確認された。新津市における古墳時代の遺跡

は新津丘陵先端部を中心に展開されているが〔川上ほか1995〕、沖ノ羽遺跡の調査成果により古墳時代には

すでに沖積地への進出がなされており〔星野ほか1996〕、その範囲については今回の中谷内遺跡3区におけ

る発掘調査成果とあわせ、今後の資料の増加を待って検討したい。古代では新津市教育委員会による発掘

調査〔細野ほか2002〕で集落遺跡が確認され、当該期にはすでに積極的に沖積地への進出がなされ、有力

者による耕地拡大という背景があったと考えられる。９世紀第３四半期以降の遺構及び遺物も確認されてお

り〔石川ほか'994・星野ほか'996．春日ほか2003〕沖ノ羽遺跡では継続的な営みがなされている。また、古

墳時代では士坑が、古代では士坑、溝、掘立柱建物跡が、それ以降では溝が主に確認されていることから、

丘陵部と沖積平野部との間に位置するこの地域の土地利用が変化したことが示されていると言える。
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沖ノ羽遺跡主要遺構一覧表別表5

グリッド

2D-7・12
2D-7・12
2B-14、2C-7・8

遺構名

SK1 
SX1 
SD1 

お

沖ノ羽遺跡古代土器・陶磁器観察表

遺構名・グリッド名を記した.

第E章に記した.
器高/口径XI00
底径/口径XI00
口径・底径・器高を示す.括組付の数値は遺存率が低いものである.
須恵器・土師器について胎土中に含まれる鉱物・小磁等について記した. r石Jは石英粒、 「長Jは長石粒、
『新版標準土色帳J(農林水産省農林水産技術会議事務局監修2002年版}の記号を記した.
酸化炎焼成・還元炎焼成の区別を記した.

特徴的な手法のみを記し、網羅的な記載は行っていない.底部の「糸切りJ • rへラ切りJはいずれも回転台を用いたものである.回転方向は回転台の回転方向を表す.底部調整やロクロケズリ・ロクロナデから判
断した.
分数表示で遺存割合を示した.

「海Jは海綿骨針を表す.「角Jは角閃石、「チJはチャート.

別委6
凡例

出土位置

器種
径高指数

底径指数

法量

胎土
色調

焼成

手法

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 10遺存率

図版 遺物 出土位置
層位 種別 器種

法量(cm) 器高 底径
胎土 色調 焼成

手法 回転 遺存率
備考

h lh 遺構名グリッド 口径底径器高 指数 指数 外面 内面 底部 方向 口縁部 底部 全体
20 1 3トb 須恵器 無台杯 (11.0 石・長 緑灰 (5G6/1) 還元 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36 
20 2 匡量採 土師器 鍋 石・長 浅黄燈 (7.5YR8/4)酸化 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36 
20 3 国トb 3層 土師器 長費 石・長 灰 (5Y5/1) 酸化 平行タタキメ・カキメ 同心円当て具 1/36 
20 4 日トレ 3層 須恵器 大型 石・長 貧灰 (2.5Y4/1) 還元 ロクロナデ ロクロナデ 2/36 1/36 
20 5 I2B-21 陶怨 御室碗 3.4 灰白 (2.5Y8/1) 施紬 施粕 ケズリ出し高台 8/36 4/36 肥前産、 次被熱、高台無紬
20 6 確認調査 T 土師器 無台椀 (5.0 石・長 浅黄糧 (7.5YR8/4)酸化 ロクロナデ ロクロナデ 3/36 1/36 
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第 Ⅵ章細池寺道上遺跡

ｌ遺跡の概要

細池寺道上遺跡では今回3地区に分かれて調査を行い、平安時代・近世以降の遺物が出土し、当該期の

遺構が検出された。過去において、新津市教育委員会が平成８．９年度に細池遺跡（以下、新津市細池遺跡)、

平成１１年度に寺道上遺跡（以下、新津市寺道上遺跡）の発掘調査を、また平成３．４年度に新潟県埋蔵文化

財調査事業団が細池遺跡（以下、事業団細池遺跡）・寺道上遺跡の発掘調査を行い、いずれも平安時代を

中心とする、溝・土坑・旧河道などが検出された。

遺物量は3地区合わせてコンテナ（内径54.5×33.6×１０cm）にして１８箱であり、ほとんどが平安時代のも

のである。遺構は土坑（ＳＫ）２基、溝（ＳＤ）１０基、ピット（Ｐｉｔ）１基、旧河道（河）４基である。

細池寺道.Ｈ雷跡３区

４Ｃ６（｜～|Ilc)・３Ｃ１９(Ⅲｄ～Ⅵ）

２ 層序 (第１１図）
細池寺道上遺跡２区
２Ａ13.21(lVa．Ｖ）

[Iで

ｐー

7.1ｍ

'１，

細池寺道上遺跡１区

糸H池寺道上遺跡の基本３Ｂ１２．２Ｃ５(lVa．Ｖ）

Ⅱ【１
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層序は色調に多少の違い

はあるものの、新津市細

池遺跡の層序を基本と

し、さらに細分した。

細池寺道上遺跡の基本

層序は大きく６層に分け

られ、さらに'6層に細分
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡
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される。以下に基本層序第11図細池寺道上遺跡基本土層柱状図

を記す註')。

I層褐色土（lOYR4/4）粘性があり、しまりなし。耕作土。

Ⅱ層灰色土（7.5Y5/1）粘性が強く、しまりあり。酸化した土を含む。シルト質土。水田床土。

Ⅱa層オリーブ灰色土（lOY5/2）粘性があり、しまりあり。シルト質土。

Ⅱc層褐色士（lOYR4/4）粘性があり、しまりややあり◎明黄褐色土粒を微量含む。シルト質土。

Ⅱd層暗褐色土（lOYR3/4）粘性がなく、しまりややあり。鉄分を少量含む。

Ⅱe層灰黄褐色土（lOYR4/2）粘性がなく、しまりややあり。鉄分を微量含む。

Ⅱf層浅黄色土（5Y7/4）粘性がなく、しまりあり。褐色土粒を含む。

Ⅲa層オリーブ灰色土（lOY5/2）粘性があり、しまりあり。黒色土粒を含む。シルト質土。

Ⅲb層黒褐色土（lOYR3/2）粘性があり、しまりあり。シルト質土。平安時代遺物包含層。

Ⅲc層暗褐色土（lOYR3/4）粘性があり、しまりややあり。平安時代遺物包含層。

Ⅲd層灰色土（7.5Y5/1）粘性がややあり、しまりあり。酸化した土を多量含む。シルト質土。平安時代

遺物包含層。

Ⅲe層灰色土（7.5Y5/1）粘性が強く、しまりあり。Ⅲd層が水分によって変質したもの。シルト質土。



２層序

Ⅳa層淡黄色土（7.5YR8/3）粘性がなく、しまりあり。シルト質土。平安時代遺構確認面。

Ⅳb層灰色士（5Y6/l）粘性があり、しまりあり。シルト質土。

Ｖ層緑灰色士（5G6/l）粘'性が強く、しまりややあり。シルト質土。

Ⅵ層オリーブ黒色士（5Y3/2）粘性があり、しまりあり。流木包含層。

註l）Ⅱｃ～Ⅱf層、Ⅲ。～Ⅲe層、Ⅳａ。ｂ層は、今回新たに検出された土層である。またＶ・Ⅵ層は今回旧河道を調査し

た際、新たに確認された土層である。Ⅵ層は流木を多量に包含する、平安時代よりも古い時代の旧河道覆土である。Ⅳ

a層以下は無遺物層である。

３遺構各説(図版22~24.26､写真図版14~16）

遺構はⅣa層上面から掘り込まれているものと、Ⅱc層上面から掘り込まれているものが検出された。前

者からは平安時代の遺物が、後者からは平安時代の遺物に混じって近世の遺物が出土していることから、

時期的には平安時代と近世以降の2時期に大別できる。

Ａ１区

１区で検出された遺構はＳＫｌ基、ＳＤ４基、河2基で、Ⅱc層上面とⅣa層上面で確認された。遺物の出土

状況から、前者は近世以降の、後者は平安時代の遺構と考えられる。

1）古代の遺構

ａ）土坑（ＳＫ）

ＳＫ１（図版22、写真図版14）

３A－２３．２４グリッド（２トレンチ）に位置する士坑である。Ⅳa層上面より掘り込まれている。断面形は

半円形である。遺構の約半分が調査区外に位置しているが、平面形は円形が予想される。深さは0.19ｍで

ある。覆土は2層に分かれ、覆土中からは遺物は出土していない。

ｂ）溝（ＳＤ）

ＳＤ３（図版22）

lB-１５．２０グリッドに位置し、南東から北西へ延び調査区外へ続く、平安時代の溝である。遺構が調査

区外に延びているため全容は不明だが、ＳＤ４と同形状の畝状遺構である可能性が高く、遺構の‘性格は不

明である。Ⅳa層上面より掘り込まれている。断面形は半円形である。最大幅0.44ｍ、深さ0.27ｍである。

覆土中からは遺物は出土していない。

ＳＤ４（図版22）

２Ｂ・２Ｃグリッドに位置し、南東から北西へ延び調査区外へ続く、平安時代の畝状遺構である。平面形

は畝状の掘り込みが断続的に伸びており、遺構の‘性格は不明である。確認面はⅣa層上面である。確認面

で最大幅0.37ｍ，深さ0.10ｍである。覆土中からは遺物は出土していない。

ｃ）旧河道（河）

河１（図版２２．２４、写真図版１４）

２Ａ･２Ｂ・3Ｂグリッドに位置し、南東から北西に延びる旧河道である。河2より新しい。Ⅳa層上面より掘

り込まれ、河床はＶ層に達している。東側の立ち上がりが調査区外にあるため幅は不明で、深さは0.92ｍ

である。覆土は9層に分かれ、２区の河とほぼ共通する士層である。覆土中からは遺物は出土していない。
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡

河２（図版22.24、写真図版14）

２Ｂ・２Ｃグリッドに位置し、東から西に延びる旧河道である。河lより古い。Ⅳa層上面より掘り込まれ

ている。最大幅は1.52ｍ、深さは0.52ｍである。覆土は2層に分かれ、鉄分を非常に多く含む。覆土中から

は遺物は出土していない。

2）近世以降の遺構

ａ）溝（ＳＤ）

ＳＤ１（図版22）

lC-10・’５．２C-llグリッド（ｌトレンチ）に位置し、南東から北西に延びる溝である。Ⅱc層上面より掘

り込まれていて、調査はⅣb層上面で行った。断面形は台形状である。深さは0.56ｍである。覆土は5層に

分かれ、覆土中からは遺物は出土していない。

ＳＤ２（図版２２．２４、写真図版14）

２Ａ・２Ｂ・３Ｂグリッドに位置し、南東から北西に延びる溝である。Ⅱc層上面より掘り込まれているが、

調査はⅣa層上面で行った。断面形は台形状である。セクションで確認した最大幅は1.54ｍ、深さは0.74ｍ

である。覆土は3層に分かれ、２層中から陶磁器片（図版27）などが出土している。

Ｂ２区

２区で検出された遺構はＳＫ１基、ＳＤ３基、Ｐｉｔｌ基、河1基で、Ⅱc層上面とⅣa層上面で確認された。

前者はl区の調査結果から近世以降の、後者は遺物の出土状況から平安時代の遺構と考えられる。

1）古代の遺構

ａ）土坑（ＳＫ）

ＳＫ１（図版23、写真図版１５）

２B-lグリッドに位置する平安時代の遺構である。ＳＤ３より新しい。確認面はⅣa層上面である。長軸

1.48ｍ、短軸0.78ｍ、深さ0.22ｍである。平面形は楕円形で、断面形は皿形である。覆土は3層に分かれ、

覆土中からは遺物は出土していない。

ｂ）溝（ＳＤ）

ＳＤ２（図版23）

１Ｂ・２Ｂグリッドに位置し、南から北へのび調査区外へ続く、平安時代の溝である。Ⅳa層上面より掘り

込まれている。断面形はⅡ形である。最大幅は0.30ｍ、深さ0.04ｍである。覆土中から土師器片などが出土

している。

ＳＤ３（図版23、写真図版１５）

２Ａ・２Ｂグリッドに位置し、南から北へ延び調査区外へ続く、平安時代の溝である。ＳＫｌより古い。Ⅳ

a層上面より掘り込まれている。断面形は台形状である。最大幅は0.94ｍ、深さ0.42ｍである。覆土は3層

に分かれ、覆土中から土師器長髪（図版27）などが出土している。

ｃ）ピット（Ｐｉｔ）

Ｐｉｔｌ（図版23）

２A-14グリッドに位置する遺構である。確認面はⅣa層上面であるが、覆土の観察から、さらに上層から
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３遺構各説

の掘り込みである可能性もある。平面形は楕円形、断面形は箱形である。確認面での規模は長軸0.51ｍ，

短軸0.42ｍ、深さ0.20ｍである。覆土中からは遺物は出土していない。

。）旧河道（河）

河（図版２３．２４、写真図版１５）

２Ａ・３Ａ・２Ｂ・３Ｂグリッドに位置し、南から北へ延びる旧河道である。確認面はⅣa層上面で、河床はⅥ

層上部に達している。最大幅は１１．０ｍ、深さは1.22ｍである。覆土は13層に分かれ、基本的には1区河lと

共通する士層であり、双方を同一の河川と考えた。

遺物は下層から多く出土しており、覆土の色調の差から、７～9層を上層、１０．１１層を下層として取り上

げた。上層からは土師器無台椀・長尭・小尭・鍋・鉢（仏鉢形士器）（図版27）などが出土しており、下

層からは土師器長蕊・鍋、須恵器大喪（図版２７．２８)、木製品（図版33）などが出土した。

また河の南半分において地山であるｖ層を掘り抜き、Ⅵ層に含まれる流木を検出した。Ⅵ層については

後述するが、平安時代よりも更に古い時代の旧河道覆土である。

2）近世以降の遺構

ａ）溝（ＳＤ）

ＳＤ１（図版23）

２Ａ・３Ａ・２Ｂ・３Ｂグリッドに位置し、南から北へ延び調査区外へ続く溝である。Ⅱc層上面から掘り込ま

れているが、調査はⅣa層上面で行った。断面形は台形状である。調査面での最大幅は2.74ｍ、東壁セクシ

ョンで確認された深さは0.98ｍである。覆土は5層に分かれ､４．５層から平安時代の土師器無台椀（図版27）

などが出土しているが、掘り込み面がⅡc層上面であることから、混入と考えられる。

Ｃ３区

３区は、平成８．９年度に調査された細池遺跡西地区の北側に隣接している。３区で検出された遺構はＳＤ

３基、河１基で、Ⅳa層上面で確認された。遺物の出土状況などから、平安時代の遺構と考えられる。

1）古代の遺構

ａ）溝（ＳＤ）

ＳＤ１（図版２４．２６）

３E-l9グリッド（３トレンチ）に位置し、南東から北西へのびる溝状遺構である。Ⅳa層上面より掘り込

まれている。断面形は台形状である。遺構の大半が調査区外に位置するため、遺構の規模は不明である。

深さは0.40ｍである。遺構の北側と南側を、後世の撹乱によって破壊されている。覆土は4層に分かれ、覆

土中からは遺物は出土していない。

ＳＤ２（図版２４．２６）

ｌC－１８．１９．２４グリッド（ｌトレンチ）に位置し、南東から北西に脅曲しながらのびる溝である。Ⅳa層

上面より掘り込まれている。断面形は皿形である。最大幅が1,68ｍ、深さが0.22ｍである。覆土は2層に分

かれ、覆土中から土師器長尭・鍋（図版28）などが出土している。

ＳＤ３（図版２４．２６、写真図版１６）

３Ｃ・３Ｄグリッドに位置し、南西から北へ蛇行しながらのびる溝である。確認面はⅣa層上面である。断
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡

面形は皿形である。最大幅は3.52ｍ、深さは0.12ｍである。覆土は2層に分かれるが、２層土は部分的にし

か堆積していない。ｌ層から土師器片が出土している。新津市細池遺跡西地区ＳＤ８の続きと考えられる。

ｂ）旧河道（河）

河（図版２４．２６、写真図版16）

３Ｃ・４Ｃ・３Ｄグリッドに位置する旧河道である。河は、南西から北へ蛇行しながら延びる河道（以下、

河a）と、東から延びてきて調査区中央で河aと合流する河道（以下、河b）が確認されたが、ほぼ同一の

覆土で切り合い関係も確認されなかったことから、一つの遺構として調査した。確認面はⅣa層上面で、

河床はⅥ層上部に達している。また河aの西側では、Ⅵ層の上に砂層が堆積している。

既存の鉄塔脚部によって遺構の全容は掴み難く、幅は不明で、深さは河aが1.27ｍ、河bが0.77ｍである。

河aは西側に砂層で形成された段丘を有し、河bに比べ幅広の河道である。覆土は7層に分かれ、６層中から

土師器無台椀･長尭･小尭・鍋･取手付尭、須恵器無台杯･有台杯･鉢･横瓶、黒色土器無台椀（図版28～33）

などが出土した。本遺構は下層に木の繊維・樹皮などが堆積するなど１．２区河覆土と共通する点もあるが、

４．５層に砂が含まれているなど異なる点も多く、現時点では別河道と考えている。しかし下層に包含して

いた泥炭の科学分析の結果から、双方の河川の埋没時期はおおよそ同時代と考えられる（第５節Ｂ)。

４遺物各説(図版27~33､写真図版17~24）

細池寺道上遺跡では、平安時代・近世以降の遺物が出士している。遺物出土総量は、コンテナ（内径

54.5×33.6×10cm）に18箱出土し、平安時代のものが大半を占めている。

平安時代の土器類は土師器・須恵器を主体に、内面を黒色処理した「内黒」と呼称される黒色土器など

がある。本遺跡の遺物は、２．３区の旧河道から出土したものが大半で、特に3区河出土遺物が多い。

近世以降の遺物は、ｌ区から陶磁器片が2点出土したのみである。

Ａ１区

1）近世以降の遺物

ａ）遺構出土遺物

ＳＤ２（図版27、写真図版17）

瓶形を呈する陶器片（１）・磁器染付皿(2)が出土している。ｌは無紬の焼き締め陶器で、瓶形ないしは鉢

形を呈すると思われる。２は肥前産の染付皿で、見込みが蛇の目紬剥ぎされた17世紀後半頃の皿である。

Ｂ２区

1）古代の遺物

ａ）遺構出土遺物

ＳＤ１（図版27、写真図版１７）

土師器無台椀(3)が出土している。口縁部形態から体部が内誉するＡ類とした。

ＳＤ３（図版27、写真図版１７）

土師器長婆(4)が出土した。
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４遺物各説

河（図版２７．２８．３３、写真図版１７．２２）

２区の河出土遺物は、上層と下層に分けて掲載した。上層からは土師器無台椀（5～8）・有台皿(9)・長斐

(１２．１３）・小尭（14～23）・鍋（24～26）・鉢（仏鉢形土器）（２８．２９)、黒色土器無台椀（１０．１１)、須恵

器長頚壷（27）が出土した。土師器無台椀は5がA2類、６がAl類である。長斐12はB類である。小翌は１５．

１８．１９がB類、１６．１７がC類である。１７は内面に籾殻の痕が残っている（第12図)。鍋は２５．２６ともにＡ類

である。２８．２９は金属器の仏鉢を模倣した土師器の鉢である。黒色土器無台椀10はC2類である。須恵器長

頚壷27は頚部はやや細身である。

下層からは土師器長喪（30.31)・鍋（32～34)、須恵器大聖（35)、木製品（173～175）が出土している。

長斐は３０．３１ともにＢ類である。鍋は全てＡ類である。木製品は3点出土しており、174は直径13.5cmの曲物

の底板である。１７３．１７５は直径約１６cmで、中央に穿孔があり、曲物と小尭を組み合わせた蒸し器の蓋と思

われる。樹雲種は全てスギである。

更に古い時代の河道であるⅥ層中からは、多量の流木とともに、オニグルミ（写真図版２２，１７６．１７７）

などが出土した。

ｂ）包含層出土遺物（図版28、写真図版１７）

３６は2区確認・試掘調査時に出土した土師器長

尭である。

Ｃ３区

l）古代の遺物

、

に
河

第１２図籾殻痕残存遺物模式図・写真

一生

ｊ

』Ａｉ
鮒．’１

ａ）遺構出土遺物

ＳＤ２（図版28、写真図版１８）

土師器長妻（37～39）・鍋（40）が出土している。

河（図版28～33、写真図版18～24）

土師器無台椀（41～98）・長斐（126～140）・小尭（141～153）・鍋（154～164）・鉢（１６５．１６６）・取手

付斐（167)、黒色土器無台椀（99～105)、須恵器無台杯（１０６～120）・有台杯（121～124）・杯蓋（125）・

鉢（168）・大要（169）・横瓶（170）・長頚壷（171）が出土している。また'72は、意図的に打ち割られて

いる長尭の破片である。土師器無台椀では、体部が内誉するＡ類のうち６４．６９．７１．７５．７６はＡｌ類、４３．

４５．４６．４９．５０．５１．５３．５８．５９．６１．６２はＡ２類、４１．４４はA3類である。体部が直線的であるＢ類のうち６５．

６６．６８．７３はＢ１類、５５．５６．６３はB2類である。口縁端部が外反するＣ類のうち６７．７０．７２．７４．７７はＣｌ類、

４７．４８．５２．５４．５７．６０はC2類、４２．８０はC3類である。６０は墨書土器で、体部外面に記号のようなもの

が書かれている。５８．７８．９５．９８は内面にミガキが施されている。

長斐は126～136がB類、137がC類である。小尭は141～143がA類、144～146がB類である。鍋は１５４．１５６

～162がA類、155がB類である。１６５．１６６は鉢で、165は鍋形を呈している。167は肩部に取手がつく土師

器要である。体部は小振りで球胴形を呈しており、体部に比して取手が大きい。

黒色土器無台椀のうち102がA3類、１００．１０１がB3類、104がC2類、９９．１０３がC3類である。

須恵器無台杯では体部が内簿するＡ類のうち１１１・’１２．１１５．１１７．１１８はＡｌ類、109はＡ２類である。体部

が直線的であるＢ類のうち１０８・’'０．１１３．１１４．１１６．１１９はＢ１類、106.107はB2類である。118は墨書土器で、

体部外面に「川相」と書かれている。有台杯では122～123は直線的に立ち上がる休部を有しており、１２４

はやや内雪ぎみに立ち上がる体部を有している。124は高台内に墨が付着しており、転用硯と考えられる。
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡

５自然科学分析

Ａ細池寺道上遺跡2区の土層とテフラ

早田勉（株）古環境研究所

l）はじめに

新潟県域には、御岳、妙高、黒姫、焼山など信越地方の火山のほか、北関東地方や中国地方ざらに九州

地方に分布する火山などから噴出したテフラ（tephra，火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多く分布してい

る。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、それらとの関係を求める

ことにより、地層の堆積年代や土壌の形成年代だけでなく、遺構や遺物の年代などについても知ることが

できるようになっている。そこで新津市細池寺道上遺跡においても、地質調査を行って土居の記載を行う

とともに、テフラ検出分析を行って、指標テフラの検出同定を試みることになった。地質調査の対象とな

った地点は、２区東壁である。

2）土層層序

２区東壁では、下位より灰白色砂質シルト層（層厚21cm以上，Ⅳa層)、褐色がかった灰色士（層厚24cm，

Ⅲd層)、暗灰色士（層厚１３cm，Ⅲc層)、灰褐色士（層厚１１cm，Ⅱc層)、灰色士（層厚4cm，Ⅱ層)、灰褐色

盛土（層厚6cm，Ｉ層）が認められる（図l)。これらのうち、Ⅱc層の上部には、白色の細粒砂層（層厚0.2

cm，試料3!）がレンズ状に認められる。発掘調査では、Ⅲ｡層とⅢc層から奈良・平安時代の遺物が検出さ

れている。

3）テフラ検出分析

ａ）分析試料と分析方法

士層の層位や年代に関する資料を得るために、２区東壁において基本的に5cmごとに設定・採取された試

料のうち8点について、テフラ検出分析を行った。テフラ検出分析の手順は次の通りである。

（１）試料logを秤量。

（２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

（３）恒温乾燥器により80.Ｃで乾燥。

（４）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を観察。

ｂ）分析結果

テフラ検出分析の結果を（表l）に示す。２区東壁では、試料13、試料7、試料3'の3試料から火山ガラス

を検出することができた。これらの中では、最下位の試料13に比較的多くの火山ガラスが認められる。火

山ガラスは、無色透明の軽石型ガラスやバブル型ガラスである。ただし、テフラの降灰層準を示すような、

顕著な火山ガラスの濃集層準は認められなかった。

4）考察

２区東壁で検出された火山ガラスの多くについては、その形態や色調、さらに角閃石が含まれることな

どから、約5,000年前｡'に沼沢火山から噴出した沼沢lテフラ（Ｎｍ－ｌ，只見川第四紀研究グループ，l966a，
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l966b，町田・新井，1992）に由来する可能性が高いと思える。なお火山ガラスの形態や色調は、915年に

十和田火山から噴出したと考えられている十和田ａ火山灰（To-a，大池ほか，1966,大池，1972,町田ほ

か，1981）のテフラ粒子の特徴とも矛盾しない。

5）小結

新津市細池寺道上遺跡において、地質調査とテフラ検出分析を行った。その結果、沼沢1テフラ（Nm-1，

約5,000年前霞'）などに由来する可能性があるテフラ粒子を検出することができた。

*１放射性炭素（１℃）年代．

文献

町田洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス．東京大学出版会，276p・

町田洋・新井房夫・森脇広（1981）日本海を渡ってきたテフラ．科学，５１，ｐ､562-569．

大池昭二（1972）十和田火山東麓における完新世テフラの編年．第四紀研究，１１，ｐ’232-233．

大池昭二・中川久夫・七'１１奇修・松山力・米倉伸之（1966）馬淵川中・下流沿岸の段丘と火山灰．第四紀研究，５，

p､29-35．

只見川第四紀研究グループ（l966a）福島県野沢盆地の浮石質砂層の基底部より産出した木材のMC年代一日本の第四紀

研究層のMC年代ＸＸⅥ－．地球科学，８２，ｐ､8-9．

只見川第四紀研究グループ（1966b）只見川・阿賀野川流域の第四系の編年一とくに沼沢浮石層の層位学的諸問題につ

いて．第四紀，８，ｐ､76-79.
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表１

＋++＋：とくに多い，

い，－：認められない．

テフラ検出分析結果

十十十：多い，＋＋：中程度，＋：少な

最大径の単位は，ｍｍｂｗ：バブル型．

図１細池寺道上遺跡2区東壁の土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡

Ｂ細池寺道上遺跡2区における放射性炭素年代測定

(株）古環境研究所

1）試料と方法

地点（層位）試料種類前処理・調整 測定法

上位河川堆積物l4C-1泥炭酸洗浄 β線（液体シンチレーシヨン）法
一一一＝ーーー一一一ー一一一ーーー＝ーー＝ーーー‐ー一＝‐ー＝ー‐ーー一一一－一一ーーーーーーーー＝‐‐一‐ー一＝一ー‐ーー一一ー－－一一一一ローーーローーー一一一一一一一‐＝ー‐‐＝－－－一－－－－ー一一一一一＝ーー一一ー一一ーー＝ロー‐一ーーー一一ーー‐‐ーｰ－－－ー一一‐ー‐＝‐ー一ーーーー＝ーーー一ーー＝一ー＝ーーーー一

下位河川被覆層l4C-2樹木片酸-アルカリー酸洗浄β線（液体シンチレーシヨン）法

2）測定結果

試料l4C年代

（年BP）

613Ｃ補正'4C年代

(%｡）（年BP）

l4C-l890±５０‐20.4970±6０

l4C-21380±５０‐29.11320±5０

暦年代（西暦）

交点：ＡＤｌＯ３０

１ぴ：ＡＤｌＯｌＯ～１１６０

２ぴ：ＡＤ９８０～1200

交点：ＡＤ６８０

１ぴ：ＡＤ６６０～720,ＡＤ740～760

２ぴ：ＡＤ６４０～790

測定ＮＱ

(Beta-）

187202

187201

(1)’4Ｃ年代測定値

試料の'4Ｃ/'2Ｃ比から、単純に現在（ADl950年）から何年前かを計算した値。ｌ４Ｃの半減期は、国際

的‘慣例によりLibbyの5,568年を用いた。
デルタ

(2)８１３Ｃ測定値

試料の測定'4Ｃ/'2Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（'3Ｃ/'2Ｃ)。この値は標準物質（pDB）の

同位体比からの千分偏差（%｡）で表す。

(3)補正'4Ｃ年代値

６１３Ｃ測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、１℃/ｌ２Ｃの測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中ＭＣ濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦)。ｃａｌ

はcalibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪のｌ４Ｃの詳細な測定値、およ

びサンゴのU-Th年代と'4Ｃ年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは

約19,000年BＰまでの換算が可能となっている。ただし、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、

今後も改善される可能性がある。
シグマ

暦年代の交点とは、補正'4Ｃ年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１ぴ（68％確率）

と２び（95％確率）は、補正'4Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、

複数の交点が表記される場合や、複数の１ぴ・２ぴ値が表記される場合もある。

文献

Stuiver,Ｍ,,et.a1.,（1998），INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration,Radiocarbon,40,ｐ､1041-1083．

中村俊夫（1999）放射‘性炭素法．考古学のための年代測定学入門．古今書院，ｐ・'-36.
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５自然科学分析

Ｃ細池寺道上遺跡2区におけるプラント・オパール分析

杉山真二（株）古環境研究所

1）はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント．オパール分

析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネの消長を検討することで

埋蔵水田跡の検証や探査が可能である（杉山，2000)。

2）試料

試料は、２区東壁から採取された計5点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3）分析法

プラント・オパール分析は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

（１）試料を１０５℃で24時間乾燥（絶乾）

(2)試料約１９に対し直径約40,umのガラスビーズを約0.029添加(電子分析天秤により0.1mgの精度で秤量）

(3)電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

(4)超音波水中照射（300ｗ・４２kHz・’０分間）による分散

(5)沈底法による20伽以下の微粒子除去

(6)封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

(7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールを対象

として行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の

精査に相当する。試料19あたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料１９中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あたり

の植物体乾重、単位：lO-5g）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤

米）の換算係数は2.94（種実重は1.03)、ヒエ属（ヒエ）は8.40、ヨシ属（ヨシ）は6.31、ススキ属（スス

キ）は1.24、タケ亜科（ネザサ節）は0.48である。

4）分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ

属型、タケ亜科の主要な5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を（表l）お

よび（図l）に示した。第Ⅳ章5節Ｂに主要な分類群の顕微鏡写真を示す。
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡

5）考察

ａ）水田跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料１９あたり5,000個以

上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している（杉山，2000)。

ただし、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判断の基準を

3,000個/gとして検討を行った。

２区東壁では、Ⅱ層からⅣa層までの層準について分析を行った。その結果、Ⅱ層（試料l）～Ⅲd層（試

料4）からイネが検出された。このうち、Ⅱ層（試料1）では密度が5,300個/gと高い値である。したがって、

同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

Ⅱc層（試料2）～Ⅲd層（試料4）では、密度が700～1,500個/gと比較的低い値である。イネの密度が低

い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、洪水などに

よって耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混

入などが考えられる。

ｂ）堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。このこ

とから、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境（乾燥・湿潤）を推定するこ

とができる。おもな分類群の推定生産量によると、Ⅲd層とⅢc層ではヨシ属、Ⅱc層ではタケ亜科、Ⅱ層

ではイネが優勢となっている。

以上のことから、奈良・平安時代とされるⅢd層～Ⅲc層の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿地的

な環境であったと考えられ、そこを利用して調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定され

る。また、Ⅱc層ではヨシ属が見られなくなっていることから、この時期には堆積環境が乾燥化（乾田化）

した可能性が考えられる。

6）まとめ

プラント・オパール分析の結果、Ⅱ層からはイネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高い

と判断された。また、Ⅱc層～Ⅲd層でも稲作が行われていた可能性が認められた。奈良・平安時代ときれ

るⅢd層～Ⅲc層の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿地的な環境であったと考えられ、そこを利用し

て調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定される。

文献

杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オパール)．考古学と植物学．同成社，ｐ､189-213．

藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法一・考

古学と自然科学，９，ｐ､15-29．

藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)－プラント・オパール分析による水田杜の探

査一．考古学と自然科学，１７，ｐ､73-85.
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第Ⅵ章細池寺道上遺跡

Ｄ細池寺道上遺跡２区における樹種同定

金原明（株）古環境研究所

1）はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベルの同

定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動‘性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の

推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2）試料

試料は、細池寺道上遺跡2区から出土した木製品3点（図版33-173～175）である。

3）方法

カミソリを用いて新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、生物顕微鏡に

よって40～１０００倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4）結果

（表l）に結果を示し、以下に同定根拠となった特徴を記す。また、各試料の顕微鏡写真を示す。

スギＯｙｐｍ"e加仰o"ｊｃａＤ・Donスギ科（図版33-173～175）

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、１分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する日本特産の常緑高木で、

高さ40ｍ、径2ｍに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

5）所見

分析の結果、木製品の樹種は3点ともスギと同定された。スギは温帯に生育するが、積雪地帯である日

本海側ないし東海地方で純林を形成する。木材は木理直通の良材であり、クスノキに次ぐ大木になる材で

ある。スギ林地帯では主用材として用いられるが、他地域では各時代とも極めて使用が少ない。

文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ､20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，ｐ､49-100．

島地謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧，雄山閣，ｐ､296

山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究会，ｐ､242

試料 結果（学名/和名）

No.173Ｈ２２Ｂ－１３旧河川下層 Ｃ'y力加''0eγα〃o"ｊｃａＤＤｏｎスギ
No.174Ｈ２２Ｂ－１３旧河川下層 Ｃ，ﾂﾒ，jo''@ｇγα仰o"ｊｃａＤ・Donスギ
No.175Ｈ２２Ｂ－ｌ９旧河川下層Ｃｎノカto,７２８７α伽o”たαＤ・Donスギ

表１細池寺道上遺跡2区における樹種同定結果

(Ｈ２=細池寺道上遺跡）

(2B－１３．２B-19=グリッド名）
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６まとめ

Ａ遺構

1）細池寺道上遺跡l区

第Ⅵ章細池寺道上遺跡

細池寺道上遺跡l区（以下、細池l区）は、新津市細池遺跡西地区（以下、細池西地区）から北西約lkIn

に位置する。遺跡は、南東から北西に向かって緩やかに傾斜する阿賀野川と能代川に挟まれた後背湿地に

位置している。近世以降の遺構としてＳＤ１．２が、古代の遺構としてＳＫｌ，ＳＤ３．４，河１．２が検出さ

れた。

ＳＤ１．２はともに主軸が南東～北西で、覆土の観察から潅概用の水路として使用されたと考えられる。

遺跡周辺は、慶長期以降新発田藩によって盛んに治水土木工事が行われている〔渡豊ほか2001〕ｏＳＤ２か

らは１７世紀後半頃の染付皿が出土しており、これらの溝が近世に遡る可能性がある。ＳＤ４は‘性格不明の

畝状遺構で、河2との切り合い関係はなかった。ＳＤ３は遺構の大半が調査区外にあるため詳細は不明だが、

ＳＤ４と同様の畝状遺構となる可能性が高い。ＳＤ３．４ともに、主軸は南東～北西である。河lは主軸が南

東～北西の旧河道で、他のＳＤの主軸とほぼ一致する。ＳＤ４は河2を避けるように掘削されており、双方

が同時存在した可能性もある。ＳＤ１．２の主軸が河lと近似していることから、細池l区周辺では近世以降

に至るまで、古代の旧河道によって開析された微地形の影響を受けていることが伺える。

2）細池寺道上遺跡2区

細池寺道上遺跡2区（以下、細池2区）は、細池西地区から北西約550ｍに位置する。近世以降の遺構と

してＳＤｌが、古代の遺構としてＳＫｌ，ＳＤ２．３、Ｐｉｔｌ、河が検出された。細池1区と同様旧河道が検出

されたが、細池2区は旧河道が完全に埋没してから遺構が展開している。

ＳＤｌは主軸が南～北で、時期を確定できる遺物の出土はなかったが、確認面・覆土の観察から、細池１

区ＳＤ１．２と同時期の潅概用水路と考えられる。ＳＤ２．３も同様に主軸が南～北の細い溝で、覆土の観察

から水路として使用された可能性もある。細池2区の溝は、近世以降・古代ともに、旧河道の縁を選んで

掘削していることが特徴として挙げられる。

細池2区では調査区南半分において地山を掘り抜き、Ⅵ層中の大量の流木を検出した。遺物が出土して

いないため、年代は不明であるが、Ⅵ層は平安時代よりも更に遡る時代の旧河道と考えた。そこで細池２

区河（第５節Ｂ上位河川）とⅥ層（第５節Ｂ下位河川）の年代を測定するため、河9層中に含まれる泥炭

とⅥ層中の樹木片を採取し、放射性炭素年代測定を行った。（第５節Ｂ）その結果、前者は西暦980～１２００

年頃、後者は西暦640～790年頃という測定結果が得られた。前者は細池西地区河6の分析結果に近い数値

となり、河６（及び細池3区河）と細池１．２区河は、同時期に機能していた可能性が高い。細池２．３区河出

土遺物は、後述するように9世紀後半頃の年代が考えられることから、遺跡周辺で集落が営まれていた段

階では河川は機能しており、河川埋没後、新たに周辺で活動が開始されたことが考えられる。

3）細池寺道上遺跡3区

細池寺道上遺跡3区（以下、細池3区）は、細池西地区のA7グリッドに隣接し、古代の遺構としてＳＤｌ

～３，河が検出された。
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ＳＤｌは、細池西地区ＳＤ８の南約2ｍで検出された遺構である。確認面も同じで検出位置も近いが、細

池西地区ＳＤ８とは形状が異なり別遺構である。細池西地区にはＳＤ１の続きと思われる遺構がないため、

途中で立ち上がる溝であるか、もしくは大型土坑である可能性が考えられる。ＳＤ２は細池西地区ＳＤ７の

北西約12.5ｍで検出された溝で、ＳＤ７の続きのように見えるが、確認面・遺構の形状ともに異なり、別遺

構である。ＳＤ３は細池西地区ＳＤ８の北約5ｍで検出され、遺構の規模・覆土などから同一遺構と考えた。

調査区中央から河と似たような蛇行ラインを描いており、ここでも細池１．２区と同様、旧河道によって形

成された微地形が遺構の展開に影響を与えていたことが伺える。

旧河道は細池西地区河6の北東約8.5ｍで検出され、河6と河aは同一の河道と考えられる。本遺跡では河ａ

と、東から西へ蛇行し、調査区中央で河aと合流する河bが検出された。河bは細池西地区では検出されな

かったことから、事業団細池遺跡Ｈ区で検出された「旧流路」が、細池西地区の北側に沿う形で流れてき

たものである可能性がある。

Ｂ遺物

1）古代の遺物

今回調査した細池寺道上遺跡の遺物は、２．３区の河から出土したものが大半で、特に3区の河から出土

した遺物が質・量ともに群を抜いている。ここでは、２．３区河から出土した遺物を中心に記述していく。

細池寺道上遺跡2区河(第１４図）

細池2区河は覆土の色調の差から、上層（7～9層）と下層（１０．１１層）に分けて取り上げ掲載した。し

かし下層は遺物出土量が少ないため、量的な分析に関しては両層一括して行った。

種類別構成比率は土師器が82.2％、黒色土器が1.3％、須恵器が16.5％と土師器が全体の約8割を占めてい

る。次に機能別組成比率を見ると食膳具が32.5％に対し、煮炊具が44.5％と後述する細池3区河と比べて非

常に高い割合を示している。器種別構成比率を見ても無台椀27.2％に対し、長尭17.8％、小尭17.8％、鍋

89％と煮炊具各種が無台椀に次ぐ高い数値を示している。

次に出土量の多い煮炊具の特徴を、上・下層を比較しながら見てみる。上層からは長髪・小尭・鍋が出

土している。長婆1２（図版27）は口縁端部が上方に短く屈曲するＢ類で、胴部があまり張り出さない形状

である。小髪はＢ類と、口縁端部に面を持つC類が見られる。鍋はともにＡ類であるが、口縁端部の屈曲具

合や口縁部の傾きに差が見られる。下層からは長尭と鍋が出土している。長髪はともにＢ類で、上層と同

様胴部があまり張り出さない形状と考えられる。鍋は全てA類で、２４（図版27）と3３（図版28)、２５（図版

27）と3２（図版28）などが口縁部の形状が類似している。

２８．２９（図版27）は仏鉢形土器（以下、仏鉢）で、近年新津市においても確認事例が増加している註4)。

遺物の’性格から近隣に仏教施設が存在することが想定されるが、現在のところ本遺跡及び近隣の発掘調査

では仏堂施設は確認されていない。本遺跡における仏鉢の出土量から、規模の大きい仏堂施設の存在は考

えにくいと思われる。９世紀初頭前後から9世紀末頃の仏教施設は、集落内または集落の周辺に単体で存在

する可能性が指摘されている〔北陸古代土器研究会1999〕。遺跡の様相から本遺跡の上流域において小規

模な仏教施設の存在が想定されよう註5)。

次に遺物の年代について述べる。まず上層と下層の年代差であるが、下層からは食膳具が出土していな

いため明確な時期差は捉えられないが、煮炊具の特徴を見る限り両層に差は見られず、現段階ではほぼ同

一時期と考えた。次に細池2区河出土遺物全体の年代であるが、これも須恵器食膳具や全体を復元できる
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無台椀が出土していないため、詳細は不明である。ただし黒色土器が出土していること、少ないながらも

無台椀や煮炊具の特徴などから、比較的細池3区河に近い年代が考えられる。

細池寺道上遺跡3区河（第１３～１５図）

細池3区河は前述の通り、河aと河bが確認された。本調査区がこれら河道の合流地点であり、また覆土

に切り合い関係がみられなかったため、遺物は一括して扱っている。遺物出土量は両河道合流地点でもあ

る調査区中央部の河床に集中しており、河bでも一定量の出土が見られる。

種類別構成比率では土師器が71.6％、黒色土器が7.6％、須恵器が20.8％となっており、細池2区河と比べ

黒色土器・須恵器の割合が多い。機能別組成比率では食膳具が81.1％、煮炊具が17.9％、貯蔵具が1.0％と

食膳具が全体の約8割を占め、貯蔵具がほとんど出土していない。そこで食膳具の種類別構成比率を見る

と土師器が65蟻6％、黒色土器が9.3％、須恵器が25.1％と黒色土器が一定量あるとともに、須恵器が比較的

多く出土している。器種別構成比率は無台椀が53.2％と最も多く、無台杯17.0％がそれに続く。煮炊具は

長尭と小尭がほぼ同数出土しており、煮炊具内での鍋・嘉類の比率は、細池2区河とほぼ同じである。

各遺物の特徴を述べると、須恵器無台杯は体部が薄手で緩やかに外傾する器形で､口径lL6～13.0cm、器

高２７～3.3cmのものが見られる。底径は7.0～7.4cmにまとまり、口径１５cm以上の大型のものは見られない。

有台杯は全体が判るものは1点のみだが、１２１（図版30）は口径13.0cm，器高6.5cmで、１２２．１２３（図版30）

と比べるとやや厚手である。

土師器無台椀は口径11.8～17.6cmまでのものが出土しており、12.6～13.5cm位のものが最も多い。器高指

数は分析対象１７点のうち、２５～29が6点、３０～34が8点、３５以上が3点となっている。また底径指数は40前

後と45前後のものが主体で、３０～35のものも数点みられる。底径5cm以下の無台椀も出土しており、５１．

６３（図版29）は底径指数30～35に収まる法量である。無台椀の中には黒色処理はしていないものの、内面

にミガキを施してあるもの（図版２９．３０－５８．７８．９５．９８）があり、そのうち７８．９５．９８は外面にケズリな

いしはケズリ後ミガキを施している。黒色土器と土師器との関係を考える上で注目される註')。

その他の器種としては、黒色土器は口径14.1cm以上の3類がほとんどで、特に口径１５cm以上の大振りなも

のが目立つ。長髪はB類が主体で、胴部があまり張り出さない形状が多い。小尭はA類とＢ類が見られるが、

鍋はＡ類が主体と細池2区河との共通’性が指摘できる。

墨書土器は2点出土している。６０（図版29）は、体部外面に記号のようなものが墨書されている。１１８

(図版30）は体部外面に「川相」と墨書されている。『延喜式」式内には、沼垂郡五座の一つとして「川合

神社」が記載されており、今回の「川相」は地名である可能性が高いほか、人名にも類例があるという註2)。

また無台椀は9世紀中葉～末葉に、無台杯は9世紀半ば以降に体部に墨書されることが多くなるという註3)。

以上細池3区河出土遺物を概観してきたが、次に編年的なことについて記述する。須恵器無台杯は、体

部が薄手で外傾するものが主体で、口径15cm以上の大型のものはない。底径は7.0～7.4cmにまとまってお

り、口径は１２～１３cmのものが主体であるが、１１７（図版30）のように小振りなものもある。有台杯では、

121.122がやや深めの器形を呈している。佐渡小泊産須恵器については、渡遥朋和|氏が法量分布を中心に

分析されており〔渡豊ほか2001〕、その分析結果によると､１１７や121は「カメ畑段階」の法量分布に入る。

しかし、口径15cm以上の大型の無台杯がないこと、底径が7.0～7.4cmにまとまっていることなどは､やや新

しい段階の特徴として捉えられる。黒色土器は、口径14cm以上の大振りなものが一定量見られる。土師器

無台椀は底径指数４０．４５前後のものが主体である一方、器高指数35以上や底径指数30～35の無台椀も若干

ではあるが見られる。前者は、春日編年〔春日1999.2003〕のⅥ１期の様相に近く、後者は9世紀第３四半

期以降に見られる形状である。以上のことから、細池3区河出土遺物はⅥ1期が主体となりながらも、それ
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より若干新しい時期の遺物も含まれている。このような時間幅のある遺物組成を示す理由は､旧河道には

人為的な遺構ほどの一括性がないためであろうか。本遺構を他遺跡と比較すると、隣接する細池西地区の

ＳＫ３．４、ＳＤ１４などに対応すると考えられる。

最後に、細池3区河出土遺物のもう一つの特徴を記述しておく。本遺構出土遺物は、他の遣構出土遺物

に比べて遣存状態が非常に良かった。細池2区河と比較するために個体率（底残値による個体数/総破片

数×lOO）を示すと、細池2区河が2.5％であるのに対し本遺構は11.7％と、総破片数が少ないとはいえ非常

に高い。このことはこれら遺物群が旧河道に廃棄（近隣にゴミ穴があることから、人為的廃棄の可能性が

高い）されてから、あまり長い距離は流されていないことを示す。本遺構の南西にはゴミ穴として細池西

地区ＳＫ３．４が確認されており、遺跡の西側に住居域の存在が予想されている〔立木1998〕。本遺構出土

遺物の個体率の高さも、上記のことを裏付ける一要素になると考えられる。

さらに数値に表れない特徴として、土器自体の状態が非常に良好に保存されていたことが挙げられる。

このことは特に土師器において顕著で、叩くと須恵器のような金属音がするほど硬質に保存されている。
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3区では調査区西側に砂層が形成されているなど、１．２区と若干異なった地層を呈している。上記のよう

な遺物の保存状態の良さは、前述のように廃棄後の移動距離が短いことの他に、このような土質の違いに

起因しているとも考えられる。

仏鉢形土器（第１６図、別表7）

本遺跡からは土師器の鉢（図版２７－２８．２９）が出土している。この鉢は器形が仏具の鉢に類似しており、

また本来仏具の鉢は金属器で作られていたことから「鉄鉢形土器」や「仏鉢形土器」と呼称されてきた。

その用途については石川県羽咋郡志雄町杉野屋専光寺遺跡〔上野ほか1998〕で出土した須恵器の仏鉢形土

器に「東寺」「寺鉢」の墨書が確認されたことなどから、仏具として使用されたと考えられている。ここ

では発掘調査数の増加によって本遺跡のみならず県内でも発見されるようになった土師器の仏鉢形土器

(以下、仏鉢）について若干の検討を加えてみたい。管見の限りでは、県内の１３遺跡で確認された26個体

の仏鉢が出土している（別表7)。これらを器形的に分類すると次のようになる（第１６図)。

１類口径１５ｃｍ，器高は10ｃｍ程度で小形のもの。底部は丸底ぎみで深椀形が多い。口縁部は直立のもの

とやや内脅ぎみのものがある。（l～7）

2a類口径20ｃｍ、器高は１５ｃｍ程度で深めのもの。大きめの平底でやや肩が張り丸みを帯びた器形である。

口縁部は内誉するものが通有であるが鍔状に縁取られるものもある。（8～１４）

2b類口径20ｃｍ、器高は１０ｃｍ程度で浅めのもの。底部は平底でやや開き気味の器形である。口縁部は鈎

状に内賛する。（１５～26）

上記によれば本遺跡で出土した仏鉢は2b類に分類され、共伴遺物から概ね9世紀第３四半期の年代が与え

られる。同様に2b類に分類される坂ノ沢C遺跡〔渡遥ほか2001〕の仏鉢は、春日編年〔春日1999.2003〕

のⅥ１期とされていることから9世紀第３四半期に当たると考えられる。この他に子安遺跡〔笹沢2003a〕お

よび新田畑遺跡〔笹沢2003b〕で出土した2b類の仏鉢は共伴遺物等からそれぞれ9世紀後半、１０世紀初頭か

ら前半の年代が与えられている。

一方、１類の仏鉢は、緒立C遺跡〔渡辺ほか1994〕・的場遺跡〔小池ほか'993〕・小出越遣跡〔鈴木ほか

'988〕における遺物出土状況から9世紀第３四半期より遡ると思われ、２a類の仏鉢も、釈迦堂遺跡〔江口ほ

か2000〕・蔵ノ坪遺跡〔飯坂ほか2002〕における遺物出土状況から9世紀第３四半期より遡ると思われる。

上記のことから2b類が１類及び2a類に後出する形式であることが考えられる。

製作技法との関連では、２b類では全面にロクロナデが及び底部糸切りが主体となる註6)のに対し、１類の

仏鉢の成形技法はロクロ痕が顕著でなく底部へラ切りが残存し、２a類は内外面にカキメによる成形が見ら

れ底部へラ切りが残存する。

９世紀の土師器における底部切り離し技法Iまへラ切りから糸切りへ変化しており、概ね9世紀後半には糸

切りが主体を占めるようになる〔春日1997.2001〕ｏ２ｂ類の仏鉢は帰属年代が概ね9世紀第３四半期以降で

あり底部糸切りが顕著であることから、土師器の製作技法が変化する中で2b類の仏鉢の形態ができたと考

えられる。

以上、仏鉢について形態、成形技法、帰属年代の観点から概観したが、仏鉢の製作方法と形態には、土

師器製作技法の流れが影響を与えたと思われる。なお、形態と使用方法の関連については今後の出土例を

待ち再検討したい。

6２



２２

Ｎ-40.-Ｗ２２

Ｎ-32.-Ｗ２２．２４

Ｎ･４４．－Ｗ２２

註l）立木氏及び春日氏は、土師器無台椀Ｂとして分類されている。〔立木ほか1999〕〔春日ほか2003〕

註2）「川相」氏の事例としては、本籍地は不明だが、「川相君万呂」（｢天平7年大般若経巻三百十九奥書」『大日本古文

書』24-46）という人名が見られる。（相沢央氏の御教示による）

註3）相沢氏が八幡林遺跡の出土事例を分析されたところ、「Ⅳ期」（9世紀中～末葉）に体部に墨書される事例が増加し

ている。〔相沢2004〕

註4）草水町2丁目窯跡においても出土事例が見られる。（新津市教育委員会事務局御教示による｡）

註5）群馬県立歴史博物館唐津至朗氏御教示による。

註6）１．８は底部へラ切り、１５．１７．１８は底部糸切り、２３～26は底部糸切り後へラ調整(上越市教育委員会笹沢正史氏

御教示による)とされる。

台形状

半円形

１．５４

0-44

第16図「仏鉢形土器」類例・形態分類一覧（S=1/10）

別表７「仏鉢形土器」出土遺跡一覧表

2７

Ｏ

Ｎ
Ｏ

祢
唖
１
２
３
４
５
イ
副
皿
廻

６
８

本
第

本祢

分葱 難図Nol市町村名
祢
顛
本
分

市町村名 遺跡名出十柿崎 〔出典〕 備考 辿跡名出十付冊 〔出典〕 備考

新潟市

新潟市

聖描町

糸魚川市

糸魚川市

糸魚川市

新潟市

新潟市

中条町

緒立C遺跡包含府

的場辿跡ＳＢｌ

山三賀Ⅱ遺跡SIll5

小出越遺跡包含層

小出越追跡性格不明遺構

小出越遺跡2号住居

釈迦登抵跡SK125

釈伽巌荊跡包含間

蔵ノ坪適跡SDlOO9

一部赤彩 寺泊町

1W椛町

横滝山廃寺跡包含価

山三賀Ⅱ辿跡SI462

麹
一
函

〔渡辺ほか1994〕

〔小池ほか'993〕

〔坂井ほか'989〕

〔鈴木ほか'988〕

〔鈴木ほか1988〕

〔鈴木ほか1988〕

〔江口ほか2000〕

〔江口ほか2000〕

｢蛎嬬院か，ｎｎｌｌ

蝿
一
噸
噸
噸
一
画
一
画
雨

〔駒見ほか'991〕

〔坂井ほか1989〕

〔本番〕

〔殖田ほか2003〕

〔渡遥ほか2001〕

田
一
Ｍ

新祁市

新津市

新発田市

新発田市

新潟市

上越市

１２賊市

細池寺逆上巡跡2区河

結七島遺跡遺跡包含届

坂ノ沢C遮跡8号土坑

坂ノ沢D遺跡8号土坑

釈迦機袖跡SK117

子安遺跡SI354

新田畑通跡SＤ３８

1５．１６

１７．１８

１９

２０

２１

２２

２３～２６

坤
一
銅 炭化物等付端

蝿
一
麺
一
蝿
一
麺
獅

〔渡遇ほか1999〕

〔江口ほか2000］

麺
一
識

〔笹沢2003a〕

〔笹沢2003b〕

別表８細池寺道上遺跡主要遺構一覧表

唖
一
睡
一
唖
一
睡
一
叫
一
唖
一
画
一
理
一
皿
一
唖

一
一
岬
諮
呼
鍛
癖
一
鍔
癖

形
形

．
－
円
・
・
一
河
．
一
一

柵
柑

胴
同
府
届
届
屑
肘
隔
層
隔

ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｎ

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

巡肘規棋（、）

長さ｜吊犬桐.慢州嬬軸｜深彫

辿描凶肱

（ｉｎ）

ＳＰ

(N､）

辿物の

有無
遺描名 プリッド確認面

１
１
２
３
１
１
２
３

構
皿
、
皿
皿
皿
ｌ
２
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
肱
Ｄ
Ｄ
Ｄ

迫
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
河
河
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
河
Ｓ
Ｓ
Ｓ
河

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

睡
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

識 調焚区域 主''111方向!:娠日 辿物図版側老

支線部３Ａ－２３．２４

支線部１C-10,2C-11他

拡帆部２Ａ-24,2B-lO他

拡輔部１Ｂ-１５．２０

層
間
届
府

Ⅳ
Ⅳ

珊
一
覗
索
一
邪

新誰巡一
新設部

岬
一
恥
一
ｍ
一
画

第Ⅵ章細池寺道上遺跡

掛
詞

１．２ 2Ｒ～３３

1Ｂ－１５．２０

２Ｂ－１１．１２．１７，

２Ｃ-３
肱州部 Ⅳａ刑ＳＤ４ 半円形 0．３７ 1胴 Ｎ－２６‐国Ｗ ワワ *腰１0．１０

宮
ａ

拡帆部２Ｂ－１４．１５他

拡輔部2B-22.23他

新設部２Ｂ－１

新設部2A三25,2B-5他

新設部1Ｂ-5,2B-1.6

新股部２B－１．６．１２他

新設部２Ａ－１４

新設部２Ａ－１９．２４他

支線部３E-19
吉練部ＩＣ-１９．１９．２４

2Ｂ－１４．１５他

2Ｂ－２２．２３伽

6３

有り

恥
一
蛎
一
銅
一
弱
一
雨
一
銅
一
個

Ｎ－３１．－Ｗ２２．２４６無し

N-43.-Ｗ22.246.7無し

N-11.-Ｗ232無し

N-16.-Ｗ２３l有り２７

N-14.-Ｗ２３３有り

N-21.-Ｗ２３３有り２７

N-40.-Ｗ234無し

N-16.-Ｗ２３．２４５有り２７．２８．３５

２４．２６３無し

２４．２６４右り２８

哩
一
唖
一
認
一
画
一
一
恥
一
唖
一
皿
一
・
｜
岬

0.雁8’

ⅡC脳

Ⅳａ届

2４．２６

0－４２

3.512

層
府
冴掴

Ⅳａ層
Ｎ-25.-Ｗ

Ｎ園４４．－Ｆ
拡幌部 3Ｃ－１４．１９仙ＳＤ３ 皿形 2層 有り

Ｎ－４３．－Ｅ

Ｎ－ワ７．－Ｗ

0．１２ 2４．２６ １．５

Ⅳａ層拡柵部河 3Ｃ－１８．１９他 1．２７ 7層

屯

類

塑
類

馳
類

1(祷立C遺跡）

露譲雲７
2(的場武鋤

副山三五１１通跡）

言三一ノ
１－－－‐‘ｊ１

、 ノ

Ａ…一ー、

盲一いブ
１３【検温山廃寺跡）

崖套》
Ｍ(111:昌賀Ⅱ追跡）

雪
一
》

珪号ご=/雷亨》ミョヲー雪雲妻
（絹池寺道里遺跡）（姑七島遁鋳）（坂ノ沢C追跡）〔釈迦堂遺跡）（新臼畑遺跡）（新田畑追跡）
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細池寺道上遺跡古代土器・陶磁器観察表

遺構名・グリッド名を記した。

第四車に記した.

器高/口径X100
底径/口径X100
口径・底径・器商を示す.括弧付の数値は遺存ヰ障が低いものである.

須恵器・士師器について胎土中に含まれる鉱物・小磁等について記した. r石Jは石英粒. r民jは長石粒、 fチJはチャート f角j は角閃石. r~師J は海綿骨針を表す。
『新版標申土色椴J(厳林水腹古股肺水商技術会織事務局監修2002年版)の記号を記した.
酸化炎焼成・還元炎焼成田区別在記した.

特徴的な手法のみを記し、網践的な記臓は行っていない。底部の「品切りj ・『ヘラ切りJはいずれも回転台を用いたものである.回転方向は回転台の回転方向を表す.底部調整ゃロク口ケズリ・ロクロナデから判断した.
分数表示で遺存割合を示した.

別表9
凡例

l 出土佐慣

量積

3 径高指数
4 底径指数
5 法量
6 胎士

7 色調
8 焼成
9 手法

10 遺存串

:?2 

図h版 |遺物 T 出 k位置 厨枕 l!l1~11 隣組
E世(CI

器指高数 底指筏数 胎士 色調 焼成
手法

回方転向
逝存串

備考
遺構名 グー!ッド 口径 底径 器高 外面 内面 底邸 l融部底部 主体

SD2 136-16 |灰{ (5YR5/2) 136 1 1136 
2 ， 2 136-1 (4- |灰l ，8/) l施 |施紬 6136 136 1高台無制.
3 2A-25 3周 ‘欄 石 i浅1I1檀 '.5YR8/4J 日テ 1/36 136 

3 26-12 |に川栂 1.5YR7/4) 1 I!!1 f~ |平 rタ メ |当亡具痕
5 河 36-6 l椀 13.1 檀 '.5YR8/: E化 1ナデ 136 3/36 

27 6 1 2 河 12A-20・25 i椀 2.0 2.5Y712J |ロ P口 |ロクロナデ 6/36 6/36 
2， 2 河 2A-20・25 l楠 4': 10YR812 1クoナデ 136 1 8/36 
8 同 2A-20・25 i楠 5 電極 10YR8/: トデ 1'*切り無踊慶 石 20/361 5136 

2A-20・25 血 6.1 産櫨 10YR8/4 lクoナデ 16/361 4136 
36-6 l冊 OYRl ナラ 1キ 136 36 
36-6 台椀 6.1 ~.5YMn 1"'0ク口ケズ ヲキ |品切り。ミガキ 18/36 1 6136 
26-4 (20.1 (2 5Y7/2) ーメ |カ ーメ 4/36 36 
26-10 h灰 (R rタタキメ |カ メ 3/36 

14 ~A-25 06_0: fい草壁 lOYRi ーメ ?ーヲ 136 136 
15 26-4 3_0 1灰 t褐 OYR6/， 5/36 5/36 

2， 16 36-6 1'1、， (8.1 石1 l亙 1.5YR812 lク 7ーヲ 136 5/36 
2A-25 |小' 1.0 石1 li昆 ~.5司 3ク -ヶ:り 7/36 内面に籾痕ありι 外面一部l ミ付着

2， 18 1 2区 結T 36-6 |小ヨ 02.0 j.Ji |に..-い黄慢 m712) 3クl ロクlナヲ 136 
19 1 2区 河 36-1 1'1、ー 12.0 j.:Jj |明褐灰 '_5YR ロ3 136 

2， 20 1 2区 ~A-25 |小 6 1.量黄 (2_5Y7/3 3クl ロクOTラ |糸切り艶鋼源 左 30/36 
2広 36-6 |小 6 ぷ!、前燈 ~R 'j 14) ナラ |品切り無翻瀬 右 136/36 

36-6 '"白 :81 |ロ 1口 ロクlナヲ !来切り題担塑 右 136 
lB-6 6.1 ナヲ |品切り無関瀬 右 9/36 
~A-20 ・ 25 (38.0; |口"口ナヲ 4/36 2/36 
lB-1 1ナヲ 136 36 
lB-1 :81 1136 36 
36-6 i則jIH N7 1ナヲ 136 
26-5 5Y' |ケ |カメ l!36 仏鉢形土器
2A-25 19.0 8.1 5Y7/ ーテ'77:' |ロク 1ナデ |品切り 右 136 15/36 136 191-1面底部にヘラ摘吉 rXJfl.僻形土器
~A-25 理 22，( i檀 {Rl |カιメ |カキメ 8/36 136 

26-5 四 22.1 、賞 |カメ |カキメ 5/36 2/36 
28 32 1 2 26-5 石・ (2_5Y; ロナデ ナデ 3/36 136 
28 3， 2A.15 38.0 石・ t糧 10Y 114 Tタタキメ メ 当具痕 36 136 

28 34 1 2 26-14 石・ 10YR8 メ トテ 1/36 1/36 
2A-20 24_0 石・ N5t: ーメ平行タタキメ メ 同心円当:且痕 20/36 4136 

睦認調査 18' 石・ 黄 :.5Y8/: Vキ 戸具 1/36 
ご19(m) 石i 慣禍 'R612 1ft l'I'fTタ メ 当て具掘 136 

ISD2 :-190トル) 車砲 5YR8/t 1ft Iク トデ 136 

C-190トル) .5YR 1ft 1ク トデ 1/36 
41 3区 ) 2 C-190f~) 胃摘 (R6/2 |平rrタ メ メ

融霊
136 

41 3区 3C-13 7.61 6.: 6.3 36 39 黄 2.5Y7/3 ナヲ 右 136 136/36 19136 
28 i区 15.6 6.1 5.5 35 38 黄 2.5Y7/4 ナラ 7ーラ 右 14/36 130/36 18/36 
28 43 ー19 3.51 5.1 3.81 28 4 ぷH賞恒 ~R7/4) |口 'ロ 右 8/36 136/36 12136 f曹

28 44 1 3区 13 14.0: 石・ |に Eい前恒 )YR7/2) 3クナラ 3/36 136 

28 45 1 3区 3.8 石・ |賞 5Y5/: ナラ 6/36 4/36 
28 46 1 3区 13 3.6: 石・ |暗l 前 5Y5/: 3ク 4/36 3/: 
28 47 1 3区 -18 13.4 |灰 禍 10YR61 3ク1ナラ 10/36 M 
28 48 1 3区 13 6.1 4. 45 、歯槽 m6/3) ナラ |品切り無翻毘 石 136 1361 61 36 
28 49 1 3区 D-2 5.: 3.81 29 39 li.茸 f栖 (R81: |ロクロナデ |口クロナヲ

障壁
右 15/36 1 36/36 19/36 

28 50 1 3区 13 13.: 5.4 3.8 29 4 -梅 |にぷい前倒 )YR7/2) 1クoナデ iクナラ 右 136 36/36 1 281 36 
29 51 1 3区 13 4. 3.91 30 |浅黄 !.5Y~ 3クロナデ 右 131/36 136/36 134/36 〉り

29 52 1 3区 器 3.0 |慢 5YR6/6) |ロクロナデ lクOTヲ 136 51 
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g 
凶肱|滋物 醐宜 出 ご位置

商位 器租
z量(c 指者醤『数崎 指底世数 胎土 色調 焼成

乎法
方回転向

遺存率
備考

遺構名 グ lッド 司径 底径 器高 外面 内面 良部 1紐部底部
3C→8 3.1 ~5 61 '.5Y51 選 !ク 2ク Iナ 、ラ切り無関霊 左 9/36 1 7/36 rm相J り

19 3C-19 N5月 還 ロi 杢王 ロナヨ 3/36 
20 3C-19 7.0 (61 還 アヲ ロナ ヘラ切り無調整 左 136 

3C-24 13.1 7.9 6.1 50 61 h民 ~.5Y5J 、ラ切り 136 136 
122 3C-18 12 N61 ナヲ ナラ 10/36 5/36 

~-19 N51 ナヲ 4/36 136 
~4 3C-18 7.2 N4! 口"ロナヲ ロ ナラ 、ラ切l 右 136 136 :使用.墨痕有り

3C-13 5Y ナヲ ナラ 136 
~6 3C-18 ト7 (3) メ ーメ 4/36 136 

3C-18 19.1 :ぃ褐 7.5YR6/3) 

:/31 I外外外内外面面面面胴に目一録ス部部ス部・内付付に面ス着近白スに縁付ス部潜スに付ス着ス3C-19 I褐 JYR5， 
3C-24 20.1 (7.5YR512) 
3C-24 ffi61 
3C-8 !.5Y5/3) 
3C-13 (23 (R6/6) メ 5/36 2/36 
3C-18 ffi6/6) メ 5136 2136 
3C-12' 19 (20 ffi8(2) 4136 36 
3C-14 品、麓; OYl メ 3/36 36 
3C-18 5Y 3) ロナデ 136 36 f着
ご25 ロクロナデ 1/36 

E黄 ハケメ 当具 ハケメ 9/36 51 ミ付着

19 ミ61 メ 36/36 61 L 付着
19 R41 ーメ

18 8 5 5 64 60 向通費 (61守 1ク 品切り無関霊 61 36 1 6136 5/36 1内面白縁部に L付着
31 3C-8 16.1 !.5Y5J Iク 13/36 8/36 
31 3C-18 16.1 品、黄梧 1OYR6 1ク 6/36 6/36 1内面1:;0:;0;・炭化物付着
31 1 144 1 31 3C-19 14.: E椙 1OYR6(2) |カユメ 1クナラ 9/36 4/36 iス付着
31 1 145 1 31 3C-8 14. i't.-¥黄哩 10YR6/， 7ーヲ Eクナラ 4/36 136 
31 1 146 1 31 3C-25 13 

笠R黄宝皇(2旦5笠Y5E/;j m lクl少ヲ 1クナラ

重
3136 1/36 

31 1 147 1 31 3C-13 8.0 ロクlナデ・ロ ~Dケ 2クナラ 右 5/36 
3) 148 1 31 30.2 6.8 |石 (lOYR8/2 |ロクDT至 ロクロナラ 右 4/36 
31 1 149 1 31 3C-18 7.8 |石 2.5Y' ロクDTヲ 2クロナラ 右 136 1内面4 え付着
150 1 3 3C-25 5.3 |石 にい首I! lOYR7J |ロ ~DTヲ ロクロナラ 右

151 3C-25 8.4 |石 灰l '.5YR8/: ロ~D7ーヲ 2クロナラ
152 C-22 4.6 t量豊僚 1/3 |ロ~口炉ヲ ロ Fロナラ

~-19 (8.01 い黄搾 主61 2ナラ
:-1~ い黄程 5/3) l ケ;リ 36 

い担 l ケ fり メハケメ 36 
t禍 メ 36 
:ぃ檀 メ 36 2/36 1外面一部 に付着
[褐 メ 36 |外面; え付着

159 3C-14 38 い昔褐 10YR5/3) ーメ メ 4/36 |円由スミ伺宥
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3C-19 l手付費 い褐 7.5YR51 ーメ カキメ 4/36 
3C-14 29.1 6.0 14. 51 21 置褐 1OYR6/2) ーメ :リ カメハケメ 4/36 1 6/36 4/36 
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細池寺道上遺跡主要遺構出土古代土器器種構成準

ぷ!
食目 }具 煮炊具 貯蔵具

調査区遺構名 土| 器 黒色土器 須恵器 主| 器 須 器 合計
無台椀 有台皿 無台椀 無台杯 有台朝、 科、重 長型 小型 S自 大型 長1自壷 欄甑

口残値 0.22 84.6% 0.02 7.n幅 0.02 7.7% 0.26 100.0 
口縁故{点} 3160.0% 11 20.0% 1120.0% 51 100.0 

底残値 0.19 100.0 0.19 100.0 

2区 SDl 底郁数{点) 11 100.0 11 100.0 
体部数(点} 6150.0% 11 8.3'幅 5141.7% 121 100.0 
総点数{点) 9150.0% 21 11.1鬼 21 11.1鬼 5127.8% 181100.0 
総重量(g) 27.1 26.9% 21.6 21.5% 15.3 15.2% 36.7 36.4% 100.7 100.0 

口残値

口録数(点)

底残値

2区 SD2 底郁数(点}
体部教(点} 1150.0% 1150.0% 21 100.0 
総点数{点} 1150.0% 1150.0% 21 100.0 
総重量(g) 1.8122.0% 6.4 78.0% 8.2 100.0 
口残値

ロ緑数{点}

底残値

2区 SD3 底郎数(点)
体部数{点) 3137.5% 1112.5克 4150.0% 81 100.0 
総点数(点) 3137.5% 1112.5% 4150.0% 81 100.0 
総重量(g) 2.1 4.0% 13.0 24.7出 37.6 71.3% 52.7 100.0 
口残値 1.22 27.2詰 0.06 1.3% 0.18 4.0克 0.80 17.8% 0.80 17.8% 0.40 8.9'幅 0.47 10.5% 0.56 12.5% 4.49 100.0 
目録数(点} 20133.4% 11 1.7克 21 3.3% 8113.3出 9115.0% 9115.0% 9115.0% 21 3.3% 601 100.0 
底残値 4.40 41.0% 0.44 4.1% 0.61 5.7% 0.39 3.7% 0.84 7.8% 2.79 26.0% 0.84 7.8鬼 0.42 3.9% 10.73 100.0 

2区 河 底郎教(点} 13134.2% 11 2.6克 4110.5% 21 5.3% 31 7.9% 8121.1% 4110.5% 31 7.9克 381 100.0 
体郎数(点} 109 32.9% 81 2.4% 311 9.4l国 131 3.9% 161 48.7% 31 0.9克 41 1.2% 21 0.6克 331 100.0 
総点数(点} 142 33.1% 11 0.2兇 131 3.0寓 41 0.9% 421 9.8'国 301 7.0% 174 40.6% 151 3.5'匹 61 1.4% 21 0.5% 429 100.0 
総重量(g) 489.2 9.3% 24.1 0.5鬼 92.3 1.n百 23.2 0.4% 744.7 14.1百 388.4 7.4% 2350 44.6% 403.6 7.7克 733.8 13.9% 19.5 0.4% 5268.7 100.0 

口残値

口縁故{点}

底残値

3区 SD2 底邸数{点}
体部教{点} 3175.0% 1125.0% 41 100.0 
総点数{点} 3175.0% 11 25.0% 41 100.0 
総重量(g) 17.8 18.3克 79.6 81.7% 97.4 100.0 

口残値

日銀数{点3
底残値

3区 SD3 底節数{点)
体節数(点} 11 100.0 11 100.0 
総点数(点) 11 100.0 11 100.0 
総監量(g) 2.9 100.0 2.91 100.0 

口残値 9.36 53.2% 1.33 7.6% 3.00 17.0% 0.58 3.3% 1.25 7.1% 1.23 7.0% 0.67 3.8% 0.08 0.5% 0.08 0.5% 17.58 100.0 

口録数(点) 49145.0% 81 7.3% 15113.8% 31 2.7% 14112.8鬼 91 8.3% 91 8.3% 11 0.9% 11 0.9% 109 100.0 
底残値 27.59 64.1% 2.25 5.2% 2.44 5.7% 0.92 2.1% 1.50 3.5% 6.20 14.4'百 0.89 2.1% 0.11 0.3克 1.00 2.3% 0.14 0.3% 43.04 100.0 

3区 河 底概数(点) 49160.5% 41 5.0% 71 8.7% 21 2.5% 31 3.7同 12114.8% 11 1.2% 11 1.2% 11 1.2% 11 1.2'百 811 100.0 
体郎教(点) 42123.6% 121 6.7% 21 1.1% 11 0.6% 32118.0児 19110.6% 62134.8% 11 0.6% 31 1.7% 11 0.6% 21 1.1% 11 0.6% 178 100.0 
総点数(点} 140 38.1% 241 6.5% 241 6.5克 51 1.4% 11 0.3% 49113.3% 40110.9% 72119.6% 11 0.3% 21 0.5克 31 0.8% 21 0.5% 21 0.5% 31 0.8% 368 100.0 
総重量(g) 763.7 23.4% 323.6 2.7% 322.1 2.7% 171.2 1.5克 14.6 0.1% 377.8 20.1% 1139 9.7% 2577.3 21.8% 79.4 0.7% 107.4 0.9克 118.6 1.0:栢1218.1 10.3% 377.6 3.2% 217.4 1.9% 11808 100.0 
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第Ⅶ章総括

１中谷内遺跡・細池寺道上遺跡出土土器（古代）の編年について
(第１７図）

中谷内遺跡及び細池寺道上遺跡では古代の遺構および遺物が確認された。ここでは主要な遺構内遺物の

編年関係を概観したい。考察にあたり比較的遺物の出土状況が良好であった3遺構を取り上げた。

須恵器無台杯については佐渡小泊産が多い。当該期の編年を考察する上で、佐渡小泊産の須恵器の編年

を確認しておく。小泊産の須恵器が越後国内に入るのは下口沢窯段階からで、カメ畑窯段階、江ノ下窯段

階と続く。大木戸窯はカメ畑窯段階と併行するか〔坂井ほか'991〕、下口沢窯段階とカメ畑窯段階の中間に

位置づけられる〔春日1997.1999〕・フスベ窯はカメ畑窯段階と江ノ下窯段階の間に位置づけられると考

えられている〔川村2002〕。また、土師器無台椀の出土割合・形態と編年については、新津市寺道上遺跡

〔渡遥ほか2001〕、新津市中谷内遺跡〔立木ほか1999〕、新潟市小丸山遺跡〔小池ほか1995〕、聖篭町山三賀Ⅱ

遺跡〔坂井ほか1989〕等の遺構内遺物で考察がなされている。

中谷内遺跡3区ＳＤ２では底部が厚く器壁の立ち上がりが明瞭な須恵器無台杯が見られる。また、焼成等

から新津産と考えられるもの（第17図中谷内遺跡3区65）が出土している。土師器無台椀では底径が大

きく器高が低いものが主体である。煮炊具では長尭は口縁部が外反した後内側に屈曲しないものが多い。

出土遺物の特徴は須恵器では下口沢窯段階に、春日編年〔春日1999.2003〕のＶ2期に相当すると思われ

るが、食膳具の須恵器と土師器の割合においては土師器が高い。同じく春日編年Ｖ2期主体とされている

新津市寺道上遺跡では、食膳具の種類別構成比率は口残値で須恵器17.7％、土師器75.2％、黒色土器7.1％で

あり概ね本遺構の状況と一致する。

中谷内遺跡2区ＳＫ２では黒色土器無台椀が見られる。土師器無台椀では底径が中谷内遺跡3区ＳＤ２より

もやや小さくなり、器高がやや高いものが主体である。口縁部が外反するものが見られる。煮炊具では長

尭は口縁部が外反した後内側に屈曲しないものが多い。

細池寺道上遺跡3区河では器壁が薄く、やや斜めに立ち上がる須恵器無台杯が見られる。土師器無台椀

では中谷内遺跡2区ＳＫ２と同様のもののほか、器高が高いもの（第17図細池寺道上遺跡3区４１．４２)、底

部付近にケズリ後ミガキがあるもの（第17図細池寺道上遺跡3区78）がある。煮炊具では長妻は口縁部

が外反した後内側に屈曲するものが多い。小尭では器高が低いもの（第１７図細池寺道上遺跡3区141）が

ある。出土遺物の特徴は須恵器ではカメ畑窯段階に、春日編年〔春日1999.2003〕ではⅥ１期に相当する

と思われる。しかし食膳具の須恵器と土師器の割合においては土師器が高く、器高が高い土師器無台椀が

見られる。この点は春日編年〔春日1999.2003〕Ⅵ2期に相当する中谷内遺跡2期〔立木ほか1999〕及び新

潟市小丸山ＳＤ４．５期〔小池ほか'995〕に見られる特徴である。細池寺道上遺跡3区は河出土遺物であり年

代幅が存在する可能性があるが、食膳具の形態及び出土層位はある程度斉一‘性が見られ今後検討したい。

最後に本遺跡の分析をした上での問題点をあげておく。９世紀後半の新津市における遺構内遺物食膳具

の須恵器と土師器の割合は概要では傾向があるが、寺道上遺跡で示されているようにその数値と分析につ

いては検討する必要があると思われる。また、新津丘陵と土師器生産地との関連について器高が高い土師

器がどのように伝播したか、そのことと黒色土器と類似する整形技法を用いた土師器の出土は関連がある

のかということについては今後の出土例及び分析に期待したい。

6８
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要約

中谷内遺跡

１．中谷内遺跡は新潟県新津市大字大蔵字川端725-3他に所在し、遺構確認面の標高は2.8ｍから3.2ｍで現況

は水田である。

2．発掘調査は「平成１６年度東北電力西新潟線鉄塔建替工事」に伴い実施した。調査面積は376.23㎡であ

る。

3．調査の結果、古墳時代から近世以降にかけての遺構及び同時代の遺物が確認された。遺構及び遺物は

古代が主体である。

4．遺構は古墳時代の遺構が士坑（ＳＫ）１基、古代の遺構が士坑（ＳＫ）７基・掘立柱建物跡（ＳＢ）１

基・溝（ＳＤ）４基・ピット（Ｐｉｔ）１５基、近世以降の遺構が溝（ＳＤ）１基・ピット（Ｐｉｔ）１基であ

る。

5．中谷内遺跡3区の古墳時代の遺物は古墳時代中期～後期に、古代の遺物は、中谷内遺跡2区が9世紀第３

四半期（春日編年〔春日1999.2002〕のⅥ１期）に、中谷内遺跡3区が9世紀第２四半期（春日編年のＶ２

期）～9世紀第３四半期（春日編年Ⅵ1期）に比定される。

沖ノ羽遺跡

１．沖ノ羽遺跡は新潟県新津市大字七日町字沖ノ羽3268-'他に所在し、遺構確認面の標高は3.6ｍから3.7ｍ

で現況は水田である。

2．発掘調査は「平成16年度東北電力西新潟線鉄塔建替工事」に伴い実施した。調査面積は121.36㎡であ

る。

3．調査の結果、近世以降の遺構及び古代から近世以降の遺物が確認された。

4．遺構は近世以降の遺構が土坑（ＳＫ）１基・性格不明遺構（ＳＸ）１基・溝（ＳＤ）１基である。

5．古代の遺物は、概ね9世紀～10世紀初頭に比定される。

細池寺道上遺跡

１．細池寺道上遺跡は新潟県新津市大字飯柳字池畑llO8-1他に所在し、遺構確認面の標高は7蜜１ｍから7.7ｍ

で現況は水田及び畑である。

2．発掘調査は「平成１６年度東北電力西新潟線鉄塔建替工事」に伴い実施した。調査面積は397,77㎡であ

る。

3．調査の結果、古代から近世以降にかけての遺構（旧河道を含む）及び同時代の遺物が確認された。遺

構及び遺物は古代が主体である。

4．遺構は古代の遺構が土坑（ＳＫ）２基・溝（ＳＤ）７基・ピット（Ｐｉｔ）１基・旧河道（河）４基、近世

以降の遺構が溝（ＳＤ）３基である。

5．古代の遺物は、概ね9世紀第３四半期（春日編年のⅥ１期）に比定される。

7０
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春日真実ほか１９９６『磐越自動車道関係発掘調査報告書江内遺跡」新潟県教育委員会．（財）新潟県埋蔵文化財調査

事業団

春日真実ほか２００３『磐越自動車道関係発掘調査報告書沖ノ羽遺跡Ⅲ（C地区)』新潟県教育委員会．（財）新潟県埋

蔵文化財調査事業団

金子拓男ほか１９８３『高塩B遺跡発掘調査報告書』西山町教育委員会

金子勝ほか２００３「吉田町史」通史編・上巻吉田町社会教育課町史編さん係

亀井功ほか’994『磐越自動車道関係発掘調査報告書萩野遺跡・官林遺跡」新潟県教育委員会．（財）新潟県埋蔵

文化財調査事業団

川上貞雄ほか１９８２『平遺跡緊急発掘調査報告書』新津市教育委員会

川上貞雄ほか１９９２『川口甲遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

川上貞雄ほか’994「八幡山遺跡Ｉ遺構編』新津市教育委員会

川上貞雄ほか’995『舟戸遺跡発掘調査報告書」新津市教育委員会

川上貞雄ほか１９９６『金津丘陵製鉄遺跡群居村Ｂ・Ｄ地区』新津市教育委員会

川上貞雄ほか１９９６『中組遺跡発掘調査報告書」吉田町教育委員会

川上貞雄ほか’997『新津市工業団地第２期工事地内発掘調査報告書上浦A遺跡』新津市教育委員会

川上貞雄ほか１９９７『天王小学校改築に伴う遺跡発掘調査報告書曽根遺跡Ⅲ』豊浦町教育委員会

川畑誠１９９９「須恵器貯蔵具の消費痕跡試論」『北陸古代土器研究』第８号北陸古代土器研究会

川村浩司２０００「上越市の古墳時代の土器様相」『上越市史研究』第５号上越市史専門委員会

川村尚２００２「佐渡郡羽茂町小泊窯跡」『新潟県考古学会第14回大会研究発表会発表要旨」新潟県考古学会

キ北野博司１９９９「須恵器貯蔵具の器種分類案」『北陸古代土器研究第８号須恵器貯蔵具を考えるＩつぼとかめ』北

陸古代土器研究会

ク熊谷葉月１９９９「須恵器蕊の出土状況と傾向」『北陸古代土器研究』第８号北陸古代土器研究会

．小池邦明ほか’993『的場土地区画整理事業用地内発掘調査報告書新潟市的場遺跡」新潟市教育委員会

小池邦明ほか’995『直り山団地建設事業用地内発掘調査報告書新潟市小丸山遺跡』新潟市教育委員会

小池義人ほか’994『磐越自動車道関係発掘調査報告書細池遺跡・寺道上遺跡』新潟県教育委員会．（財）新潟県

埋蔵文化財調査事業団

小池義人ほか１９９８『上信越自動車道関係発掘調査報告書Ⅳ関川谷内遺跡Ｉ』新潟県教育委員会。（財）新潟県埋

蔵文化財調査事業団

駒見和夫ほか１９９１『寺泊町史』資料編ｌ原始・古代・中世寺泊町

サ坂井秀弥１９８９「北陸型土師器長婆の製作技法」『新潟考古学談話会会報』第３号新潟考古学談話会

坂井秀弥１９９０「越後における古代末．中世の土器様相と画期」『シンポジウム土器からみた中世社会の成立』シ

ンポジウム実行委員会

坂井秀弥ほか’989「新新バイパス関係発掘調査報告書山三賀Ⅱ遺跡』新潟県教育委員会

坂井秀弥・鶴問正昭・春日真美１９９１「佐渡の須恵器」『新潟考古」第２号新潟県考古学会

7１



坂井秀弥ほか１９９２「佐渡小泊窯の生産・流通・系譜」『大戸窯検討のための「会津シンポジウム」東日本における古

代・中世窯業の諸問題』大戸古窯群検討会

坂上有紀２００３『磐越自動車道関係発掘調査報告書上浦遺跡』新潟県教育委員会．（財）新潟県埋蔵文化財調査事
業団

笹沢正史2003ａ「第５章原始・古代一第１節l3-子安遺跡」『上越市史」資料編上越市

笹沢正史2003ｂ「第５章原始・古代一第１節26一新田畑遺跡」「上越市史』資料編上越市

シ品田高志ほか１９９７『新潟県柏崎市・前掛り遺跡発掘調査報告書前掛り』柏崎市教育委員会

上越市史編さん委員会２００３『上越市史」資料編上越市

ス菅沼亘ほか２００３『馬場上遺跡発掘調査報告書』十日町教育委員会

鈴木俊成ほか１９８８『北陸自動車道糸魚川地区発掘調査報告書Ｖ小出越遺跡』新潟県教育委員会

鈴木俊成ほか’994『北陸自動車道上越市春日・木田地区発掘調査報告書Ⅳ一之口遺跡東地区』新潟県教育委員
会．（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

タ高橋保雄ほか’995『北越北線関係発掘調査報告書宮平遺跡・虫川城跡・中ノ山遺跡』新潟県教育委員会．（財）
新潟県埋蔵文化財調査事業団

滝沢規朗ほか１９９５『磐越自動車道関係発掘調査報告書大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺跡・牧ノ沢遺跡』新潟県
教育委員会．（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

田嶋明人１９９０「古代から中世にかけての土器の推移（加賀)」『シンポジウム土器からみた中世社会の成立』シン
ポジウム実行委員会

田中靖ほか’995『和島村文化財調査報告書門新遺跡』和島村教育委員会

ツ立木宏明ほか１９９８『細池遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

立木宏明ほか１９９９『中谷内遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

立木宏明ほか２０００『川根遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

立木宏明・高野裕子ほか２００２『内野遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

立木宏明・津野慶子ほか２００３『結七島遺跡発掘調査報告書Ｉ』新津市教育委員会

津田隆志１９９９「貯蔵具の出土傾向」『北陸古代土器研究』第８号北陸古代土器研究会

鶴巻康志ほか２００３「県営ほ場整備事業（新発田北部地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書桑ノロ遺跡発掘調査報
告書」新発田市教育委員会

ト土橋由理子ほか１９９９『国道１８号上新バイパス関係発掘調査報告書Ⅳ西福田新田遺跡･郷清水遺跡・上中島遺跡・上

滝ノ沢遺跡･中の原D遺跡･窪畑B遺跡ｊ新潟県教育委員会．（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

土橋由理子ほか２００３『上信越自動車道関係発掘調査報告書関川谷内遺跡Ⅱ』新潟県教育委員会．（財）新潟県埋
蔵文化財調査事業団

ナ中島義人ほか２００３『県営ほ場整備事業北野地区に伴う発掘調査宮ノ前遺跡発掘調査報告書』西山町教育委員会

中野純ほか２００１『新潟県柏崎市･宮之下遺跡群発掘調査報告書宮之下遺跡群」柏崎市教育委員会

中野政樹１９８４「供養具」『新版仏教考古学講座』第５巻仏具雄山閣

長津展生ほか２００２『無頭遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

ニ新潟県教育委員会１９８６『新潟県史』通史編Ｉ原始･古代新潟県

新津市史編さん委員会１９９３『新津市史」通史編･上巻新津市

ノ野水晃子ほか２００３『熊代川関係発掘調査報告書Ｉ新保北遺跡』五泉市教育委員会

ホ北陸古代土器研究会１９９９『北陸古代土器研究第８号須恵器貯蔵具を考えるＩつぼとかめ』北陸古代土器研究会

星野信明ほか１９９６『磐越自動車道関係発掘調査報告書沖ノ羽遺跡Ⅱ（B地区)」新潟県教育委員会．（財）新潟県
埋蔵文化財調査事業団

細野高伯ほか２００２『沖ノ羽遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

ム向井裕知１９９９「井戸における貯蔵具の使用」『北陸古代土器研究』第８号北陸古代土器研究会

ヨ横越町史編さん室２０００「横越町史』資料編原始･古代横越町

横山勝栄・竹田和夫ほか１９８７『新潟県中世城跡分布調査報告書」新潟県教育委員会

吉井雅勇ほか１９９６『高柳A遺跡・高柳B遺跡・名割遺跡県営圃場整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』荒川町

教育委員会

吉井雅勇ほか’999『元山窯跡群平成９．１０年度町内遺跡試掘確認調査報告書』荒川町教育委員会

吉井雅勇ほか２００１『田島遺跡県営圃場整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ」荒川町教育委員会

吉井雅勇ほか２００２『鴨侍遺跡一級河川乙大日川統合一級河川整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』荒川町
教育委員会

ワ渡遥朋和ほか１９９２『上浦遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

渡過朋和ほか１９９４『八幡山遺跡発掘調査報告書一平成５年度範囲確認調査』新津市教育委員会

渡遥朋和ほか’997『金津丘陵製鉄群遺跡発掘調査報告書居村遺跡Ｅ･Ａ．Ｃ地点、大入り遺跡Ａ地点』新津市教育委

7２

員会

渡遥朋和ほか２００１『寺道上遺跡発掘調査報告書』新津市教育委員会

渡遥朋和ほか２００２『中谷内遺跡発掘調査報告書Ⅱ』新津市教育委員会

渡遥祐之２００４「板倉町五反田遺跡の概要と出土した墨書土器」第９回新潟墨書土器検討会

渡辺ますみほか１９９４『緒立Ｃ遺跡発掘調査報告書』黒埼町教育委員会

渡辺ますみほか’998「第２章原始・古代一緒立遣跡一第３節出土遺物第3項奈良・平安時代の遺物1」『黒埼町史』資料

編Ｉ原始・古代・中世黒埼町

渡遥美穂子ほか’999『県営広域営農団地農道整備事業（北蒲原東地区）関係発掘調査報告書山ノ下遺跡・坂ノ沢Ｄ

遺跡・岩ノ沢遺跡』新発田市教育委員会

渡遥美穂子ほか２００１『県営広域営農団地農道整備事業（北蒲原東部地区）関係発掘調査報告書坂ノ沢C遺跡Ⅱ（平

安時代編)』新発田市教育委員会



周辺の旧地形図（1/25,000） 図版１
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遺跡周辺の旧地割（1／15,000）
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中谷内遺跡・沖ノ羽道跡と周辺の遺跡（1／15,000） 図版３



図版４ 細池寺道上遺跡と周辺の遺跡（1／15,000）

新津市発行１/10,000→1/15.000に縮小し使朔



確認。試掘調杏付苦図（1/20,000）

凡例■辿描・遺物が検出されたトレンチ

ロ鉄塔口逝椛・遺物が検出されなかったトレンチ

確認・試掘調査付清図（1Ｔからｌ３Ｔ）

確認・試掘調査位置図（14Ｔから24T）
０

新津市地形図１９９５１/10,000→1/20.000
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1１

図版６

／

中谷内遺跡調査区とグリッド設定図（1/2,500）
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3.0ｍ

図版７

3.0ｍ

中谷内遺跡１区遺構平面図（1/８０)、ＳＤ１．２，Ｐit１．２．３．４．５実測図（1/40）
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２黒褐色土（2.5Ｙ３/2）粘性あり、しまりあり。
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中谷内遺跡第1次発掘調査、第 2次発掘調査遺構平面図、本年度調査1区・2区遺構平面図 (1/800) 図版13
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沖ノ羽遺跡遺構平面図（1/80)、ＳＫ１、ＳＤ１、ＳＸ１実測図（1/40）
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(10YR6/l）シルト府粘性あり、

(l0YR4/l）シルト屑粘性あり、

(lOYR5/l）シルト届粘性あり、

(10YR4/2）シルト届粘性あり、
炭化物少低含む。

(10YR3/l）シルト掴粘性あり、

炭化物少批含む。
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Ｉオリーブ黒色土（7.5Ｙ３/1）シルト層粘性ややあり、しまりあり。
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沖ノ羽遺跡卜レンチ平面図（1/８０)、沖ノ羽遺跡小グリッド別平安時代土器重量分布図（1/400)、包含層、確認・試掘調査遺物実測図
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細池寺道卜遺跡調査区とグリッド設定図（1/2,500）
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砂質府粘性あり、しまりなし。２府土を少吐含む。

ｼﾙﾄ暇粘性非推に強い､しまりなし｡

Ⅳa屑土を少批含む。

粘性ややあり､しまりややあり｡

粘性ややあり、しまりややあり．炭化物を少１K含む。
粘性ややあり､しまりややあり｡炭化物を少赴含む。

粘性ややあり、しまりややあり。炭化物を少吐含む。
粘性ややあり、しまりややあり。炭化物を少Ⅲ含む。

粘性ややあり､しまりややあり｡炭化物をやや多く含む｡
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細池寺道上遺跡２区遺構平面図（1/80)、ＳＤ1.2.3、ＳＫ１、Pitl実測図（1/40）
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シルト届粘性非常に強い、しまりなし。酸化した土を微丑含む。
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細池寺道上遺跡 1区河1・2、 2区河、 3区河、 SD1・2・3実測図 (1/40) 図版24
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⑦ ⑦' 

7.3m  

細池寺道上遺跡1区河2

紺l池寺道上遺跡11"; 河1 細池寺道上遺跡l区河2

河2砲土
i 償色土 (5YR7/8) 粘性なし、しまりなし.酸化した土を主体とする土層。
2 灰白色土 (7.5Y812) 粘性なし、しまりなし.鉄分のブロックを大量に含む。酸化した土を多く古む.

⑤ ⑤' 

7.5m 

細池寺道上遺跡2区 河

1区/iill.2区河桜土
1 灰白色土 (N7/) 粘性あり、しまりあり.酸化した笹色土 (5YR7/8)を大f置に含む. (以下酸化した土は同色)
2 灰白色土 (N7/) 粘性あり‘しまりあり.酸化した士 ・鉄分を宮む.
3 灰色土 (N5/) シルト届 粘性あり.しまりあり.酸化した土を多く宮む.
4 灰色土 (N4/) シルト届 粘性あり、しまりあり.般化した捧褐色土を古む. (他の酸化土よりも暗い色調)
4a灰色土 (7.5Y4/l) 粘性非常に強い、しまりなし.
5 暗灰色土 (N3/) シル卜層 粘性非常に強い、しまりなし.酸化した土を少量古む.
6 暗灰色土 (N3/) シルト厨 粘性非常にに強い、しまりなし.明オリーブ灰色土プロック (2.5GY7/1) (φ10-50剛)を少量古む.
7 黒色土 (N2/) シルト周 粘性あり、しまりやゃあり.木の繊維・樹皮など多く古む.

8 オリーブ1M色土 (5Y312) シルト層粘性あり、しまりやゃあり.木の繊維樹皮などが薄い層状に堆積する.
9 オリーブ:.u色土 (5Y212) シルト問 粘性あり、しまりやゃあり.木の繊維・樹皮などが薄い筒状に堆積する.
10煤色土 (7.5Y2/1) シルト周 粘性非常に強い、しまりなし.木の繊維 ・樹庄などを多く宮む.
11オリーブ黒色土 (7.5Y3/1) シルト回 粘性非常に強い、しまりなし.木の繊維 ・樹庄などを多く吉む.
12暗赤褐色土 (5YR3/6) 粘性なし、しまりあり.般化した土・鉄分を多量含む.
13暗灰色土 (N3/) シル卜層 粘性非常に強い、しまりあり.酸化した士・鉄分を多量吉む.
14県禍色土 (5YR2/2) 粘性なし、Lまりあり.鉄分のプロックを主体とする層.
15権色土 (5YR7I8) 粘性なし、しまりあり.酸化した土を主体とする。灰白色土 (7.5Y812)を少批吉む.

※1区河1と2区河は調査時同一河道と考えたため、
土層注記を一括して掲載した.
11 . 15層は土層観察のみ.
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7.6m 

細池寺道上遺跡3区河(南側)

3区間覆土
1 '~J揖灰色土 (5G7/1l シルト倍 粘性あり、しまりなし.酸化した土を多く吉む.鉄分を少量古む.
2 明緑灰色土 (5G7/l) シルト層 粘性あり、しまりなし.磁化した士を少量含む.
3 明緑灰色土 (5G7/l) 砂質庖粘性あり しまりなし.
4 灰色土 (7.5Y5/1l ンル卜庖 粘性あり、しまりなし.

浅黄色砂質土 (7.5Y7/3)を少量吉む(灰か).砂を少量吉む.
5 灰色土 (7.5Y5/1) 粘性あり、しまりなし.砂を多量含む.
5aオリープ黒色土 (7.5Y3/1) 粘性やゃあり しまりなし.木の繊維を多量吉む.
6 灰色土 (7.5Y5/1) シルト庖 粘性あり、しまりなし.
7 オリーブ緑色土 (7.5Y3/1) シルト庖 粘性あり、しまりなし.木の繊維を多量含む。

細池寺道上遺跡3区 河(中央部)

7.9m 

⑤ ⑤' 
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i 絹色土 OOYR4/4) 粘性やゃあり、しまりあり.炭化物・鉄分を少量古む.
2 褐灰色土 OOYR411) 粘性やゃあり、しまりあり.炭化物・鉄分・ 小磁を少鼠古む.
3 暗褐色土 OOYR3/4) 粘性あり、しまりあり.
4 鼎禍色土 OOYR3/1l 粘性あり、しまりあり.炭化物・鉄分・小礎を少量古む.

502磁土
l 県褐色土 (2.5Y312) 粘性やゃあり、しまりあり.炭化物を多く古む.鉄分 小礁を少量含む.
2 黄灰色土 (2.5Y4/1l 粘性あり、しまりあり.炭化物を多く古む.鉄分を微量古む. 。
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細池遺跡遺構平面図・細池寺道上遺跡3区遺構平面図 (1/500) 、細池寺道上遺跡小グリッド別平安時代土器重量分布図 (1/400) 図版25
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細池寺道卜潰跡３区遺構平面図（1/80)、トレンチ平面図（1/80）
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図版3３ 細池寺道上遺跡出土遺物７３区河(6)、２区河下層木製品
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写真図版４
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中谷内・沖ノ羽遺跡全景（北→南）
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細池寺道上遺跡ｌ区全景（東→西）
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写真図版７
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写真図版８ 中谷内遺跡３区
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